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「わたしは、考えたんです。グレーテルが教えてくれた、いくつかのことを」

　フレデリカは、むせかえるほどに濃こい青葉の香かおりに包まれていた。降り注ぐ夏の日ひ射ざしも眩まぶしい。そんな明るく清すが々すがしいものに周囲を満たされながらも、彼女は涙なみだ目だった。

　そしてそのフレデリカに、イザークはげんなり答える。

「なにをどう考えたんだよ」

「グレーテルは、わたしがもとの体に戻もどれたのは、イザークと信しん頼らいしあえたからだと言いました。それが王女に必要なもので、まだ他ほかにもたくさん王女に必要なものがある。必要なもので王女の魂たましいが満たされるまでは、またグレーテルの体に戻ってしまうのだと」

「確かにな。おまえはまだ、しっかりグレーテルだ」

「けれど必要なもので魂が満たされるまでということは、あなたと信頼しあえたことで、魂の何割かには必要なものが備わったということ。そう、思いませんか？　ですから、その満たされた何割かの力によって、不安定であっても、わたしはもとの体に戻ることが可能ではないかと。だって一度は、戻ったのですもの。だからあなたとの信頼関係を強固にするとか、確かく認にんするとかすれば、不安定なりに戻れるかもしれないと、そう考えたんです」

「で？」

　冷ややかに、イザークは先を促うながす。

「信頼を強固にし、確かめるには、困難をともに乗り越こえるのが一番です。ですから……」

「結果、これかよ」

「……はい」

　フレデリカとイザークは、互たがいの手足が絡からまりあって、繁はん茂もする蔓つるの茂しげみに引っかかっていた。フレデリカはイザークに覆おおい被かぶさるようになり、互いの顔は息が触ふれるほどに近い。

　フレデリカの右手はイザークの脇わきの下に入り込み、左手は彼の頭の上あたりで蔓に拘こう束そくされ、片足が彼の片かた膝ひざに絡まっている。イザークの手は蔓に絡まって、フレデリカの肩かたと腰こしのあたりにあり、なぜか一方の膝は、フレデリカの顔の横にある。彼の体勢はどうなっているのか、いまひとつ理解出来ない。

　二人は、まったく身動きがとれなくなっていた。

　森の中だった。二人を背中から振ふり落とし、蔓つる草くさの茂みに放ほうりこんだお茶目な馬は、二人が絡まる蔓草の茂みの葉を、悠ゆう々ゆうと食はんでいる。

「馬術の練習は、信頼関係を強固にするには、うってつけだと思ったんです。大変な困難ですから、わたしには」

「確かにな。俺も三回ほど、おまえと心中かと覚かく悟ごした」

「馬を扱あつかうのは命がけなんですね。知りませんでした」

「普ふ通つうは命がけじゃない。ついでに言うとこの状じよう況きようが、馬術の練習で起こる事態とは思えない。まあ、困難に直面してるってことに関してだけは、おまえの目もく論ろ見みどおりだ」

　もはや諦あきらめの境地のように告げる彼の瞳ひとみは、夜明けの空のような薄うす紫むらさきで、髪かみは刃やいばのような光こう沢たくのある美しい銀だ。イザーク・シュルツは、数週間前までは近衛隊第三騎き士し団の騎士団長を務め『地じ獄ごくの番犬』とあだ名されていた青年だ。そして実は、湖水地方に伝わる伝説の魔ま術じゆつ師しの血をひく、魔術師でもある。

　その彼に絡まっているのは、黒くろ髪かみに黒い瞳の少女。彼女はグレーテル・コール。イザークの幼なじみの台所番の召めし使いなのだが、今、その彼女の体の中にいるのは、エーデルクライン王国王女フレデリカだった。

　数週間前の落馬事故で、フレデリカの魂はグレーテルの肉体に乗り移ってしまった。それは国王暗殺に端たんを発はつした、いい加減な死神の、いい加減な行こう為いで起こった災難だったが、紆う余よ曲きよく折せつを経て、フレデリカは自分の体に戻ることができた。

　しかしそれもつかの間。彼女は、またもとのグレーテルの体に乗り移ってしまったのだ。

　フレデリカは、魂が抜ぬけて仮死状態になった本来の自分の体を密ひそかに連れ、王宮を出て、王都近きん郊こうにあるコーゼル城へと居を移した。

　コーゼル城には侍じ女じよも教育係も同行していない。同行したのは、昔から王宮に勤めて信頼の置ける台所番や掃そう除じ番の召し使い十人と、警備のための近衛このえ兵へい数十人。

　フレデリカと直接会話する立場の人間は、たった二人しか同行していない。その二人は、フレデリカの秘密を知る二人だ。

　一人は、今一いつ緒しよに絡まっているイザーク。そして、もう一人は───。

「やあ、楽しそうだね！　なんだいこれ。僕も交ぜてよ」

　明朗な声が、二人の上に降ってきた。フレデリカは背後を目で探さぐり、声の主を確認する。

「ユリウス」

　白い軍服に飾かざられた金モールが美しかった。明るい金きん髪ぱつと、新緑のような緑の瞳。爽さわやかで華はなやかな笑え顔がおの青年は、六公こう爵しやく家の一つグロスハイム家の嫡ちやく男なん、ユリウス・グロスハイムだった。彼がフレデリカの秘密を知る、コーゼル城に同行した二人のうち、残り一人だ。

「交じるか？　手足の関節がへし折れそうなのさえ目をつぶれば、楽しいかもな」

　嫌いや味みたっぷりなイザークに、ユリウスは爽やかな白い歯を見せて笑顔で答えた。

「きっぱり遠えん慮りよする！」

「交じる気がねぇなら、助けろ。グロスハイム」

「助けていいの？　フレデリカ。シュルツを逃にがしていいの？　逃がしちゃったら、君が鬼おにになるとかないの？」

　小首を傾かしげるユリウスに、フレデリカは懇こん願がんした。

「イザークを捕つかまえて遊んでるわけではないの……ユリウス。お願い、心の底から助けて」







　ユリウスに助け出されたフレデリカとイザークは、疲ひ労ろう困こん憊ぱいでコーゼル城へと帰き還かんした。

　コーゼル城は、王都ザルツシュタインの近郊に建つ城だ。イザークとグレーテルの出身地のコーゼル村を含ふくむ領地、コーゼル領を支配する目的で、百年ほど前に建設された。

　王国統一戦争から二百年を経過して建てられた城は、中世の戦時用に建築された城とは違ちがい、堀ほりや塀へいに囲まれていない。敷しき地ちが優ゆう雅がな鉄てつ柵さくで囲われている、城と呼ぶよりも城館といったほうがしっくりくる、開放的で華やかな造りだ。

　三層になった城館正面には、自然の趣おもむきを残した庭が広がる。その庭を眺ながめるように、建物正面にはアーチ型の窓が規則正しく三層に並ぶ。

　フレデリカの居室は、前庭を見おろす最上階、三層目の中央に位置した。日当たりもよく、バルコニーへ続く掃はき出し窓まどを開いていると、熱気を散らす爽やかな風が吹ふきこんでくる。

　汗あせばむ季節になっていたが、コーゼル領には山脈からの吹き下ろしが吹く。そのため王都よりも、いくぶん過ごしやすいようだ。

「とりあえず困難を共にしましたが、もとに戻る気配はありませんね」

　自室の居間にある長なが椅い子すに、フレデリカはがっくり座りこむ。

「乗馬の練習は賛成だ。いつなんどき、馬に乗る必要があるかわからないからな。にしても、あんなもので、おまえがもとの体に戻れる予感は、これっぽっちもしないがな」

　腕うで組ぐみしたイザークに見おろされると、フレデリカは縮こまってしまう。

「フレデリカは、一度は自分の体に戻っているよね。僕はその現場に立ち会ってないけど、あの時はどうやったら戻ったの？　その時を再現してみるとか、どうなのかな」

　ユリウスは、テーブルに置かれた茶器からカップに紅茶を注ぎつつ、もっともらしい提案をした。お茶を淹いれるのは本来侍女の仕事だが、コーゼル城には身の回りの世話をする侍女を同行していないため、自然とユリウスとイザークが、細かな仕事をするようになっている。

「あの時って……」

　フレデリカとイザークは、互いに顔を見合わせた。

　あの時、もはやもとに戻ることは不可能だと感じたフレデリカは、極きよく端たんに取り乱した。それをイザークが宥なだめてくれたのだ。軽く頰ほおを打ち、諭さとし、泣きじゃくるフレデリカを抱だきしめ、名前を囁ささやいてくれた。そして、まるで口づけするかのように────。

　そこまで思い出した途と端たんに、頰が赤らむ。耳元で囁かれた彼の声や、唇くちびるに触れた吐と息いきすら思い出しそうだ。なにを思い出したのかイザークも、わずかに狼狽うろたえたように目を泳がせる。

「ねぇ、どうやったの？」

　ユリウスが問いかける。フレデリカは赤面しながらも口を開く。

「あ、あの時は。その……その……。イザークと……イザークがわたしに……」

「いや、覚えてねぇ！　まったくなんにも、覚えてねぇ！　そうだな、フレデリカ！」

　フレデリカを制するように、イザークが声をあげた。彼の目が「妙みようなことを口走ったら殺す」と言わんばかりに怖こわい。フレデリカは、キツツキみたいに激しく頷うなずく。

「あっ、はい！　そうかも!?　そうです、そうです。なんにも覚えてません」

「ふう～ん。そう。まあ仕方ないよね。覚えていたら、試ためしてみる価値はあると思ったんだけどな。さあ、紅茶が入ったから、これを飲んで少し落ち着いてね。どうぞ、僕の王女様」

　ユリウスは多少不ふ審しんそうな顔はしたものの、紅茶のカップをフレデリカに手て渡わたすと、茶器を下げるために部屋を出ていった。ユリウスが出て行くと、気まずい沈ちん黙もくが落ちた。

（あの時イザークは、わたしにキスをしてくれようとした？　でも、そんなはずない。妙な気分にはならないって、宣言してたもの。でも、あの時の雰ふん囲い気きは……）

　あまりの気まずさに、手にした紅茶のカップを無む闇やみに回していた。するとふいにそのカップを、イザークが無言で取りあげた。彼はそれを背後のテーブルに置くと、顎あごをしゃくって歩き出す。

「ちょっと、来い」

　フレデリカも立ちあがり、彼を追った。イザークは居間と続きの間になっている寝しん室しつへと入ろうとして、扉とびらに手をかける。

　フレデリカの血の気が引く。

「待ってください──っ！」

　イザークの背後から抱だきつくようにして、扉にかかった彼の両手を押さえこんだ。

「寝室はだめです！　絶対にだめです！」

「どうして」

「わたしの可愛かわいいそらま……」

「可愛い、なんだって？」

　問い返されて、冷や汗がぶわりと噴ふき出す。

（なんてこと、動どう揺ようのあまり自白しかけた！）

　フレデリカは必死にイザークを見あげる。

「いえ！　ただ、淑しゆく女じよの寝室に男性が踏ふみこむのを許すのは、あまりにも慎つつしみがないと！」

「現在進行形で、俺の背中に抱きついてるおまえが慎みを口にしても、説得力ねぇよ」

「抱きついている!?　そんなつもりは微み塵じんも！」

　イザークの背中から飛んで離はなれると、その隙すきに彼は寝室の扉を開く。

　フレデリカは両手で両頰を押さえ、ひいっと悲鳴を吞のみこむ。

（どうか、どうか。そら豆人形が飛び出していませんように!!）

　部屋は薄うす暗ぐらかった。換かん気きのために窓は開いていたが、その上でカーテンを閉とざしているのだ。ふわふわと、夏の風にカーテンが揺ゆれている。

　カーテンを閉じている理由は、ベッドの上にあった。

　部屋の中央にある天てん蓋がい付きのベッドには、天使のように美しい少女が横たわっていた。ミルクにお日様の光を溶とかしたような金髪に、白磁の肌はだと、バラのつぼみのような愛らしい唇。エーデルクラインの宝石と称しようされる、フレデリカ王女の体だった。魂たましいの抜ぬけた肉体は、肌は温かいものの心臓は動いていない。そのため白い肌が一層白い。

　フレデリカはイザークをおしのける勢いで寝室に飛びこみ、自分の体には目もくれず、一目散に部屋の最さい奥おうに置かれた小ぶりの簞たん笥すに駆かけ寄った。それはリリエンシルト宮きゆう殿でんの天使宮から、わざわざコーゼル城へと運ばせた、フレデリカの宝物を詰つめ込んだ開かずの簞笥。この中にはフレデリカが心から愛する、不気味な民芸品の魔ま除よけ、そら豆人形が詰め込まれている。

　コーゼル城に来てからは、教育係も侍じ女じよもいないので、自然とそら豆人形を可愛がる機会も増えた。人目のない油断から、つい、そら豆人形を出しっ放しにすることが度たび々たびあったので、フレデリカは部屋の中を見回し、そら豆人形が転がっていないか、目をぎらつかせて確かく認にんする。

（そら豆たちは、いない。見えない。隠かくされてる。よっし！）

　幸いなことに、全すべてのそら豆人形は簞笥に収まっていた。ほっと胸を撫なでおろす。

「なにしてんだ、おまえ」

　イザークが不審げな表情で室内に踏みこんで来たが、フレデリカは安あん堵どの笑え顔がおでふり返り、両手を大きく広げて胸を張った。

「なんでもありません！　さあ、ご覧になってください！　やましいことなど、ありません！」

「……………なにか確実に、やましいことがあるんだな」

　なんとなく白い目で見られている気はしたが、それでも彼はそれ以上追つい及きゆうすることもなく、ベッドへ近づいていく。

　イザークはフレデリカの体を見おろす。フレデリカも簞笥の前を離れると彼の隣となりに立ち、自分の体を見おろす。美しい肉体だと、フレデリカ自身も思う。こうやって離れてみると、一層その気高さがわかるのだ。だからこそフレデリカは、自分の体であるにもかかわらず、その肉体に戻もどることに、わずかな後ろめたさを感じてしまう。

　自分がこの王女の器うつわに戻る資格があるのかと、未いまだに確信が持てないからだった。

　グレーテルはフレデリカに、王になれと言った。もちろん、フレデリカは王位継けい承しよう者しゃなのだから、自分の責任を放ほうり出すつもりはないし、そんなことがあってはならないと思っている。

　だが、自分が国を統すべる者にふさわしいのかと、正面切って問われると、「はい」とは言えない。自信がない。

「ベッドに座れ」

「え？　なぜですか」

「とにかく座れ」

　なんだろうと思ったが、命じられるままベッドに浅く腰こし掛かけた。自分の空っぽの体を間近に感じる。イザークは、フレデリカの前に跪ひざまずく。

「フレデリカ」

　真しん剣けんな瞳ひとみで見つめられると、心臓が嬉うれしがるように飛び跳はねた。

　イザークはコーゼル城へ移動してからすぐに、騎き士し団の職を辞した。

　幼なじみのグレーテルを元の姿に戻したいと、イザークは願っている。そのためには、グレーテルの魂が入り込んだ黒くろ猫ねこの姿を唯ゆい一いつ見ることができるフレデリカと、行動を共にすることが不可欠。そうすると彼は、騎士団の仕事を続けられない。

　そうとわかると彼は、躊躇ためらいなく騎士団の仕事を辞やめた。そもそもイザークは、妹の敵かたきであるカルステンス侯こう爵しやくを尋じん問もんするために、騎士団員になったのだ。カルステンス侯爵が死んだ今となっては、騎士団に勤めている意味もないらしい。

　騎士団を辞職したために、彼はもう軍服を着ていない。かわりに白シャツを身につけてタイを巻いた上に、丈たけ長ながの上着を身につけている。そんな服装をしていると貴公子のように見えるのだが、鋭するどくて芯しんの強い瞳と、軍人らしい颯さつ爽そうとした立ち居い振ふる舞まいが貴公子的な服装とはちぐはぐだ。そのちぐはぐさが色いろ香かとなっているのか、一層艶なまめいて感じる。

「グロスハイムにはああ言ったが、覚えてるだろう。元に戻れた時のことを。俺も覚えてる。まあ、そこそこ……ぼんやりと。それでだ、グロスハイムの言ったことを考えてみた。奴やつの提案を、試してみる価値はあると思う。試してみたい。あの時のように。いいか？」

「あの時のようにとは、頰ほおをぶって、ごちゃごちゃ話して、抱だきしめて、キス……」

「キスはしてない！　しかも取り乱してない奴を殴なぐる気もない！」

「あ、はは、はい。そうでした。え？　では、どうするんですか？」

「あの時の気持ちや言葉を、思い出してみるさ。必要なものが信しん頼らいならば、きっと俺やおまえのやりとりや気持ちの持ちようが、大切なはずだ」

「ならば、わたしはあの時のように、わたしの体に触ふれていないといけないはずですよね」

　魂の抜けた体の手を、フレデリカは握にぎった。ほのかに温かい。すべすべの、きれいな手だ。

　イザークは息をつき、改めてフレデリカを見あげる。視線が絡からみ合うと、どきどきする。

「俺はあの時、おまえの気持ちがわかったような気がした。だからおまえが、コーゼル村やグレーテルを守ろうとしている理由もわかった」

「わたしも、あの時……。イザークが、わたしの気持ちを汲くんでくれたからこそ、あんなに優やさしいのだと、わかりました。嬉しかったんです、とても」

　口にしながら、徐じよ々じよに頰が赤らむ。このやりとりはまるで、恋こい人びと同士が照れあいながらも互たがいの気持ちを確かめているようではないか。

　嬉しくてどうしようもない。心臓は早はや鐘がねのようだが、それでも逃にげ出したくならないのは、イザークの瞳を見つめていると、彼の傍かたわらにいていいのだと思えるからだ。恥はずかしくてどうしようもないのに、逃げる必要がない。これが信頼というものなのだろうか。

「俺は、おまえが、俺の守りたいものを守るだろうと知っている。だからこうやって、おまえの側そばにいることを決めた。おまえを信じている、フレデリカ」

　告げると、イザークはフレデリカのあいている方の手を取り、手の甲こうに恭うやうやしく口づけした。

　その行こう為いに、息が止まるほどに驚おどろいた。かぁっと一いつ瞬しゆんにして頭に血が上った。

　それと同時に、全身を細かい棘とげで撫でられたような感覚が走り抜ける。さらに、もの凄すごい力で体を真後ろに突つき飛ばされたような衝しよう撃げきが走った。

「ひゃぁ！」

　悲鳴をあげ、フレデリカは飛び起きた。すると、グレーテルの体を支えるイザークの姿が目に飛びこんできた。イザークは驚いたように何度か瞬またたきしたが、すぐに、にやりとした。

「戻ったな、王女殿でん下か」

　フレデリカは自分の両手を見おろし、肩かたにかかる美しい金きん髪ぱつに触ふれ、瞳を輝かがやかせた。

「戻りました！　戻りました！　イザーク！」

　彼女が声をあげた瞬しゆん間かん、寝しん室しつの扉とびらが勢いよく開いた。そして、

「やったね！　なんてことだ！　こんなこっ恥ぱずかしいやりとりで、もとに戻れるなんて！　奇き跡せきだ！　奇跡だけど、見ていた僕が恥ずかしい！」

　満面の笑みで出入り口に立ったのは、ユリウスだった。

　イザークの顔から見る見る血の気が失うせ、フレデリカは真っ赤になった。

「お……、おまえ。見てたのか……」

　蒼そう白はくになったイザークに、ユリウスは悪びれない笑顔で答えた。

「覗のぞいていた！」
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　数週間前、国王暗殺を企くわだてたのはケルナー伯はく爵しやくだった。彼の罪は、死の淵ふちから蘇よみがえった王女フレデリカの告発によって暴あばかれた。本来なら伯爵は捕ほ縛ばくされ、ケルナーの周囲にいる協力者たちも一いち網もう打だ尽じんにするはずだった。しかしケルナーは逃とう走そう直後、死体で発見される。

　しかしまだ、手がかりはあった。ケルナーが暗殺者と交かわした契けい約やく書には、契約相手である暗殺者の名前が記されているはずだった。その暗殺実行犯を捕とらえて取り調べれば、ケルナー伯爵の周囲にいる協力者もあぶり出せる。

　しかし契約相手の名前は、わからなかった。契約書を持ち出して来た当人であるフレデリカ王女の手により、その暗殺者の名前が消されていたのだ。

　フレデリカ王女は「不注意で汚よごしてしまった」と言っていた。だがその箇か所しよだけにこぼされたインクは、いかにも意図的だった。そこに書かれていた者の名前を訊きいても、「覚えていない」の一点張り。その契約書の出どころも「天使がくれた」と言うばかり。

　王女はあえて暗殺犯の名前を消し、犯人を見み逃のがしたのだ。なんらかの理由で。

　そもそもなぜ、心臓が止まって七日近く経たった王女は蘇ることができたのか。

「王女殿下には秘密がある」

　ぽつりと口にすると、前を歩くおかっぱの小こ姓しようが、可愛かわいらしく小首を傾かしげてふり返る。

「なにか仰おつしやいましたか、ミュラー公こう爵しやく」

「いや、独り言だ。それはそうと、今日は皆みんな集まっているか」

「はい。この度たびは六公爵様方、全員がおそろいです」

　ローレンツ・ミュラー公爵は、六公爵の一人。

　天秤のヴアーゲ天使エンゲルの末まつ裔えいと呼ばれるミュラー一族の直系であり、先代父公爵が早く亡なくなったため、十六歳の時に公爵位を継ついだ。それから十年。現在は陸軍大臣職にある。若くとも、他ほかの公爵たちがミュラーを軽かろんじることはない。彼が陸軍大臣に就任してから、王国内の軍隊の統制力が格段に上がり、治安が、庶しよ民みんが肌はだで感じるほどに改善したからだ。

　若いながらに切れ者。それがミュラー公爵に対する、宮きゆう廷ていと庶民の評価だった。

　薄うす茶ちやの髪かみは後ろへ撫なでつけているが、前まえ髪がみが数本額に落ち、榛はしばみ色の瞳にかかっている。落ち着きと野性味が同居した風ふう貌ぼうには、若くともさすがに六公爵と思わせるだけの威い厳げんがある。

　リリエンシルト宮きゆう殿でん内にある王宮には、合議の間と呼ばれる部屋がある。文化の発信地と呼ばれるオレリアン王国産の、美しい壁かべ布が貼はられた部屋ではあった。だが窓はなく、簡素な部屋だ。ここは国王と六公爵が月に一度顔を合わせ、議論するために使われる。

　その部屋の前まで来ると、小姓が扉を開き、恭しく頭をさげて入室を促うながされた。

　中に踏ふみこんだミュラー公爵は、円えん卓たくを囲む公爵たちに目を向けた。自分以外の五人の公爵、全員が揃そろっている。

「若輩が遅ち参さんしたようです。申し訳ございません」

　詫わびながら自分の席に着く。

「なに、まだ国王陛下もおみえではない。気にするな」

　気さくに声をかけてくれたのは、空席になっている国王の右みぎ隣どなりの席に着く、内務大臣グロスハイム公爵だった。明るい金髪の、潑はつ剌らつとした雰ふん囲い気きの男だ。彼は血のブルーノ天使エンゲルの末裔と呼ばれる公爵家の当主ではあったが、直系ではない。彼の妻が直系の姫ひめ君ぎみであり、彼は公爵家を継ぐ形で、公爵家に婿むこ入いりしたのだ。彼の子息はユリウス・グロスハイム。ミュラーの配下である第一騎士団団長を務めている青年。朗ほがらかで剣けんの腕うでも立つ。だがミュラーはユリウスに関して、時々、奇き妙みような違い和わ感かんを抱いだくこともある。

　そのグロスハイム公爵の右には、法務大臣のヘルトリング公爵。本のブーフ天使エンゲルの末裔と呼ばれる公爵だが、血筋の通り、古い本の間に住み着いた妖よう怪かいみたいなしわくちゃの老人だ。

　さらにその右隣。黒々とした髪を撫でつけ、気むずかしい表情を崩くずさないのが財務総そう監かんホーネッカー公爵。金のゲルト天使エンゲルの末裔だ。

　そしてホーネッカー公爵の隣であり、ミュラーの左隣に着席しているのは、丸顔でふっくらした体型の三十代半ばの男。常に笑っているような印象の垂れ目だったが、その細い目が、よく見ると笑っていない。彼は外務大臣エアハルト公爵で、微レツ笑ヒエのルン天使エンゲルの末裔。

　そして王の左隣、ミュラーの右隣に座るのが総務大臣アルトマン公爵。月のモンド天使エンゲルの末裔にふさわしく、存在感が薄うすい割りには、目鼻立ちが驚くほどに整った、青白い顔をした男だ。

　現在、六公爵の地位にある者たちは、公爵家の当主である。

　しかしそのうち、三百年前の天使の血を受け継いでいるのは、実は、ミュラー公爵とヘルトリング公爵のみだ。

　グロスハイム公爵は、奥方は天使の血を受け継いでいるが、公爵本人には天使の血は流れていない。

　跡あと継つぎがいないために養子を迎むかえたり、あるいは、奥方が身ごもった不ふ倫りんの子が嫡ちやく子しになったり。様々な理由により、三百年の間に他の公爵家の天使の血は失われている。

　六公爵家の者は、国王の伴はん侶りよになる可能性もある。王家を支える絶対的な家臣だ。そのために六公爵家を絶やすまいとする各公爵家のあがきが、こういう結果になっていた。

「待たせたようだな」

　笑え顔がおでエーデルクライン王国国王ハインツが入室してきた。六公爵は立ちあがり王を迎えるが、王は鷹おう揚ように手をあげ、着席を促すと自らも着席した。

　気さくでおおらかな国王に、ミュラーは好感を抱いている。

　初めて国王に拝はい謁えつしたとき、わずかの十六歳のミュラーは緊きん張ちようで震ふるえださんばかりだった。その彼の緊張した様子を見て取った国王は、「親しん睦ぼくを深めるために、カードでもするか」と冗じよう談だんめかして話しかけてくれた。そしてその後、本当にカード遊びの席に招かれたのだ。

　しかしそんなおおらかな国王の性質を、国王として危機感がないと批難する公爵もいる。

「陛下がおみえになりましたので、さっそくいつもの議事に」

　グロスハイム公爵が口を開くと、ミュラーはそれを制するように手をあげた。それを認めたグロスハイム公爵は、おやっというように瞬きする。

「ミュラー公爵。なにか」

「ご報告があります。先に起きました、国王陛下暗殺未み遂すい事件、ケルナー事件に関連して」

「それに関しては、以前報告をされていましたよね？　主犯のケルナーは何者かに殺害され、暗殺実行犯もわからずじまいと。進展でも？」

　月の天使の末裔、アルトマン公爵が、切れ長の目でミュラーを見やる。月の天使は無む駄だ話を嫌きらうため、くどくどしい報告や議論を始めそうな気配を感じると、こうやって牽けん制せいする。

　しかしこれは、無駄話などではなかった。

「進展ではありません。ですが見過ごせない、重大な危険が存在する可能性があります」

「よい、聞こう。どんな可能性だ、ミュラーよ」

　国王の言葉にミュラーは一礼した後、ゆっくりと公爵全員を見回す。

（これは宣戦布告だ）

　ミュラーは自ら悪と断ずるものは許せない、潔けつ癖ぺきな性質を持ち合わせている。その彼にとって宮殿内に存在する危機は、放置できないものだった。

「宮殿内には、国王陛下暗殺を企てる一派が存在していると、わたしは考えています。今、この場所にいても不思議ではありません」

　空気が張りつめた。

　その緊張をわざと壊こわすかのように、「ははっ」と声を出して笑った者がいた。丸顔の、微笑の天使の末裔。エアハルト公爵だった。彼は話し出す前に、軽く笑う癖くせがある。

「それはケルナー伯爵のことでしょう？」

「ケルナーを操あやつっていた者は、まだ宮殿内に潜ひそんでいます」

　ミュラーの答えに、訝いぶかしげな表情で金の天使の末裔、ホーネッカー公爵が問う。

「ケルナーは、シュバルツノイマン党とかいう、ならず者集団と関かかわっていたと聞くぞ。黒幕はシュバルツノイマン党だろう。暗殺のような蛮ばん行こうにおよぶのは、そういった連中だろう」

　金の天使の末裔は、大陸各地でもりあがる啓けい蒙もう思想を嫌っている。

「過去のケルナーの行動を探さぐりました。彼は、シュバルツノイマン党と接せつ触しよくをもとうとしていた形けい跡せきがある。だが結局、接触できずじまいのようでした。しかしシュバルツノイマン党以外で、国王陛下暗殺を企くわだてそうな者はいます。カルステンス侯こう爵しやくです」

「カルステンスは死んだ」

　ヘルトリング公爵がしわがれ声で呟つぶやく。本の天使の末裔は饒じよう舌ぜつではないが、こうやって要点をついた発言をする。

「そのとおりです。わたしの管理しているロートタール監かん獄ごくに五年収しゆう監かんされ、先さき頃ごろ亡くなった。ですがわたしは、未いまだにカルステンス侯爵が死んだと思えません。どう考えても、ケルナーが単独で暗殺を企てたとは考えにくい。彼が従うとすれば、カルステンス侯爵しかありえない」

「どういうことだ、ミュラー」

　吞のん気きでおおらかな国王も、さすがに表情が硬かたくなっていた。死者が黒幕だと告げるミュラーの言葉は、命を狙ねらわれる王にとっては不気味なものだろう。

「五年前投とう獄ごくされたのは、偽にせのカルステンス侯爵だったのではと疑っています。カルステンス侯爵は顔の怪け我がを理由に、常に仮面をつけていた。彼の素す顔がおを知る者が少ないゆえに、身代わりを立てるのは可能でした。しかし逮たい捕ほにはたくさんの人間が関わっている。その関係者の周りにいて不自然でなく、なおかつ関係者の隙すきを狙い偽ぎ装そう工作ができるのは、宮殿の中ちゆう枢すうに座り、かなりの権力を握にぎっている者としか考えられません。その者はカルステンス候の協力者か、あるいはカルステンス候をも操っているのか。いずれにせよ、宮殿内に陛下の暗殺を企たくらむ者が、身を潜めているのです」

「まさか。でもなぜ、このタイミングだ？　もし陛下のお命を狙うのであれば、五年前に」

　グロスハイム公こう爵しやくのうめき声に、ミュラーは即そく座ざに答えた。

「五年前に粛しゆく清せいの手が伸のびたので、一いつ旦たん身を引いて疑ぎ惑わくが向かないように振ふる舞まったのでしょう。しかし五年も月日が経たち、そしてオレリアン革命が起こった。その革命気分に触しよく発はつされた者どもを、また操る気になったのでしょう」

　静せい寂じやくが落ちた。

　硬い表情のエーデルクライン国王。

　動どう揺ようを隠かくせない血の天使の末まつ裔えい、グロスハイム公爵。

　表情が変わらないのは、樹じゆ齢れいを重ねた老木のような本の天使の末裔、ヘルトリング公爵。

　苦い表情がさらに苦くなった、金の天使の末裔、黒くろ髪かみのホーネッカー公爵。

　きょとんとしている丸顔の、微笑の天使の末裔エアハルト公爵。

　そして鋭するどい目でミュラーを見つめ続ける、美しい顔立ちの月の天使の末裔、アルトマン公爵。

「まだ証しよう拠こは集めきれていません。ですからただの推測になりますが、ことは陛下のお命に関わる。このような危険な者が宮きゆう殿でん内に存在する可能性を、皆みな様さま方にもお知りおき頂きたい」

　もし仮にこの場に真の黒幕が座っていたならば、ミュラーの行動は宣戦布告だ。そして同時に、抑よく止し力りよくになることを期待していた。ミュラーが怪あやしんでいると告げ、そして周囲も怪しい者がいると認にん識しきすれば、下手に動けまい。

　その間にミュラーは、黒幕の尻尾しつぽを捕つかまえるつもりだった。手がかりは残っている。

　フレデリカはケルナーが書いた契けい約やく書を汚よごし、暗殺を請うけ負った者の名前を隠した。

　だが実はミュラーの調べで、暗殺実行犯らしき、怪しい行動をとった者は洗い出されていた。

（唯ゆい一いつの手がかりは、グレーテル・コール）

　グレーテルは台所番の少女だ。彼女が、国王の暗殺未み遂すい犯はんの可能性が高い。

　なぜフレデリカ王女が、暗殺実行犯を庇かばうのか。調べてみれば王女は、グレーテルをコーゼル城にまで同行させている。王女がグレーテルを庇い、重用する意図がわからない。

　この現状では、フレデリカ王女でさえ怪しむべき存在だ。







　国王と六公爵の合議が終わり、ミュラーが王宮を退出しようと廊ろう下かを急いでいると、廊下の角を曲がってきた小こ柄がらな人ひと影かげとぶつかりそうになった。

「失礼！　ああ、これは……失礼いたしました、ヘルトリング公爵」

　慌あわてて体をかわして反射的に非礼を詫わびたが、ぶつかりそうになった相手は六公爵の一人、本の天使の末裔のヘルトリング公爵だった。老公爵は衝しよう突とつしそうになった危険も知らぬげに、落ち着いた表情と態度で、ミュラーを見つめる。

「若いですな、ミュラー公爵」

「申し訳ありません。急いでいたもので」

「はやることが得策とは、言えませんな」

「どういう意味ですか」

　含ふくむところを感じ、眉まゆをひそめる。

「王国に変化が現れるときには、天使たちと悪トイ魔フエルは、ある者は地上に留とどまり続けるが、ある者は天に再び帰り、新たな天使が地上に降りる。天使と悪魔の再編がなされるのです」

「なんでしょうか、それは」

「建国伝説の一つでしてな。天に帰らぬようになさい、天秤のヴアーゲ天使エンゲル」

　ヘルトリング公爵は皺しわの深い目元で笑うと、静かな影かげのように、ミュラーの脇わきをすり抜ぬけて歩き去った。廊下の大理石の床ゆかに、窓まど枠わくの形の影が規則的にくっきり落ちている。

　天に帰るとは不ふ吉きつな言葉だ。天に帰るとはすなわち、死ぬことだろう。
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「なんて簡単なことだったんだ！　驚おどろいたよ、シュルツ。あんな赤面もののやりとりで、フレデリカが元に戻もどれるなんてね！　君、貴公子みたいだったよ。甘ったるくて。いいね、僕にもやってみてよ、あれ。僕もときめくかもしれない。いや、いっそ、ときめいてみたい」

「おまえは……、また踏ふむぞ……」

　イザークは呻いたが、ユリウスは一層楽しそうな顔になった。

「僕は踏まれるよりも、優やさしく囁ささやかれたい」

「踏まれたいのか!?　いや、決めた！　踏むぞ！　今から踏む！」

「ごめんなさい、わたしのためですものね！　落ち着いてください！　イザーク！」

　我が慢まんの限界に達し、ユリウスに摑つかみかかりそうなイザークの腕うでに、フレデリカはぶら下がった。可か憐れんな天使のような美少女に腕をひしっと摑まれ、イザークは一いつ瞬しゆん戸と惑まどう。

　この美しい少女が本来のフレデリカである。そのはずなのに、どうもグレーテルの体に入っていた時のように、雑に扱あつかいにくい。

　フレデリカは、一度は元の体に戻れた。だから不完全ながらも、また戻ることが可能ではないかと言った。それはイザークも正しいと思った。そしてユリウスが提案した、一度元に戻れたときを再現するのも、試ためす価値はあると考えた。

　だからイザークは試したのだ。

　霊れい廟びようでフレデリカが自分の体に戻る直前、イザークはフレデリカのことを理解できた。彼女が守ろうとしているものが自分の守りたいものと一いつ緒しよで、その守りたい思いは自分と一緒なのだと悟さとった。そのことで彼女の心を近くに感じた。だから彼女を守ってやることさえ考えた。

　きっとイザークは、フレデリカを心の底から信しん頼らいしたのだ。

　だから恥はじをしのんで、ユリウスが席を外した隙に、フレデリカへの信頼を告げようと試みた。互たがいに信頼していることを確認しあえば、あの時と一緒の状じよう況きようを作れる。

　そして成功した。

　成功したのは良かった。

　が、問題はその直後だ。ユリウスが得意満面で寝しん室しつに飛びこんできた。どうやら茶器を片付けるふりをして、扉とびらの向こう側で様子をうかがっていたらしい。

　イザークがフレデリカに信頼していると告げ、彼女がそれに応こたえるという、なんとも恥はずかしい愛の確認行こう為いのようなその様子は、ユリウスに全すべて覗のぞき見されていたのだ。

「お願い、ユリウス……もう、あの、そのへんで……やめてもらえたら……」

　フレデリカはイザークの腕にすがりつきながらも、いたたまれない様子で、真っ赤になり顔を伏ふせる。天使のような美少女が頰ほおを赤らめる姿は、いいようもなく愛らしい。不本意にもイザークは、直視するのが照れくさいほどだ。

「どうして？　本当に驚いたからね、僕。なんて言ってたかな、シュルツ。側にいると決めた、とか？　いいね。手の甲こうに口づけるなんて、地じ獄ごくの番犬もやっぱり騎き士しだね」

　フレデリカはユリウスの発言を無む邪じや気きと捉とらえているが、イザークは知っている。ユリウスは天てん真しん爛らん漫まんに振る舞っているが、それは実は、残ざん虐ぎやくな本ほん性しようを隠す手立てだ。今も延々と続けている言葉は、間ま違ちがいなくイザークへの嫌いやがらせ。ケルナー事件の際、彼の手を踏みつけたことを、まだ根に持っているのだ。

「しつこい。そろそろやめろ。小一時間、おまえは喋しやべってるぞ」

「あれ、そうだったかな。なにしろ君の様子が衝しよう撃げきでね。ねぇ、僕にもしてよ、あれ」

「するか！」

「え～、そんなぁ。フレデリカ、なんとか言ってやってよ。減るものじゃないし」

　そう言われると、フレデリカは新しい発見をしたように目を瞬またたく。

「そうかも？　そうね。減らないわ。じゃあ、いいかしら」

「同意するんじゃねぇ！」

「すみません！　つい、うっかり」

「なんにしても、これで一安心だね。僕、実は悩なやんでいたんだよ。王女殿でん下かのお披ひ露ろ目めなんて不可能だから、この際、フレデリカ失しつ踪そう事件をでっちあげなきゃいけないのかと思って」

　嬉うれしそうに、さらりと言ったユリウスの言葉を、イザークは聞き逃のがさなかった。

「おい、今、王女殿下のお披露目とか言わなかったか？」

「え、言ったけど？」

　ユリウスはけろりと答え、そして、ぽんと手を打つ。そして軍服の内ポケットから、透すかし模様が美しい封ふう書しよを取り出した。
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「忘れるところだった。これを、リリエンシルト宮きゆう殿でんから預かってきたんだ。国王陛下から、フレデリカ宛あてに。フレデリカに領地を与あたえたことをきっかけに、周辺国に対して、フレデリカを正式に、国の後こう継けい者しやとしてお披露目する園遊会を開かい催さいすることにしたらしいよ。明後日あさつてから準備を始めるから、リリエンシルト宮殿へ戻って来いってさ」

「そんな大切な手紙を忘れそうになっていたんですか！」

　フレデリカは真っ青になって、ユリウスの手から手紙をひったくった。

　慌てて手紙を開くフレデリカのつむじを見おろすユリウスの瞳ひとみが、ちらりと冷れい酷こくな光を帯びたのを、イザークは見み逃のがさなかった。

　彼は、フレデリカがグレーテルの体に入ったままであれば、確実に、フレデリカ王女殿でん下か失踪事件をでっちあげただろう。そしてきっと犯人は、イザークに押しつけるはず。

　目が合うと、イザークの不ふ機き嫌げんな表情を読み取ったらしい。ユリウスは唇くちびるの端はしを吊つり上げ、冷たく笑った。「察しがいいね」そんなふうに、無言で言われた気がした。

「お披露目は、十五日後とあります。準備のため、明後日には、リリエンシルト宮殿に戻れと命じられています」

　そこでフレデリカは再確認するかのように、肩かたにかかる自分の金きん髪ぱつに触ふれる。

「よかった。今はなんとか元に戻れていますから、明後日は心配ないです。でも、十五日間も宮殿に戻るなんて。その前に、なんとかグレーテルの魂たましいが入った黒くろ猫ねこを捜さがし出せないでしょうか。あれ以来、姿を見ていないのが不安で。その上、十五日も放置なんて……」

　心配げに、フレデリカは眉をひそめた。

（忘れずにいてくれるんだな）

　微かすかに、イザークの口元がほころぶ。自分の体に戻れたのだから、グレーテルのことは後回しにすればいいと、彼女は考えない。そのことに安あん堵どすると同時に、嬉しくもなる。

　そもそも、イザークがフレデリカと行動を共にしている目的は、グレーテルを元の姿に戻すことなのだ。厄やつ介かいな小こ悪あく魔まで、何を考えているか理解出来ないが、イザークにとってグレーテルは放ほうっておけない存在なのだ。

　ケルナー事件の後、グレーテルの魂を宿した黒猫は姿を消した。フレデリカは幾いく度どか、イザークと共にコーゼル村に出向いて黒猫を捜したが、影も形もない。

　さっきまでフレデリカの体が寝ねかされていたベッドには、空っぽになったグレーテルの体が横たわっている。

（どこにいる、グレーテル。相変わらず、わけがわからないことをしやがる）

　グレーテルは、フレデリカを立派な王女にするのだと、ほざいたらしい。

　それが目的なら、自分が黒猫でいる必要はない。黒猫生活が快適とも思えない。グレーテルの真意がわからない。それが苛いら立だたしい。

「コーゼル村も捜し尽つくしました。捜すべき、他ほかの場所はあるでしょうか。グレーテルが頻ひん繁ぱんに出入りしていた場所があれば、そこを訪ねてみるのはどうでしょうか」

　フレデリカの提案に、イザークは腕うで組ぐみして考え込む。

「あいつが頻繁に出入りしていた場所、か」

　イザークの知るかぎり、グレーテルはコーゼル村の自宅と、台所番として働いていたリリエンシルト宮殿が、主な生活の場所だ。時々、姿を消すようなことはあった。だが数日で戻ってくる。そこまで考えた時、ふと思い出した。

「二、三度、王都ザルツシュタインの街中で見かけたと、部下が教えてくれたことがあるか。カウスマン商会の倉庫にいて、商会の連中と親しげだったと。その時は、なんの関係もないそんな場所にあいつがいるはずはない、他人のそら似の人ひと違ちがいだろうと思っていたが……。グレーテルが俺の知らない顔を持っているとしたら、その場所にいたのも本人かもな」

　するとユリウスが、ぽんと手を打つ。

「知ってる！　国外とも取引のある、大きな商会だ。下手な貴族よりもお金を持っているし、商会から借金してる貴族までいて、貴族の中でも商会に頭が上がらない連中が多いよ」

「王都のカウスマン商会ですか。明日あした一日だけなら、時間があります。そこへ、わたしが忍しのんでいきます。もし今も黒猫のグレーテルがそこに出入りしていたら、見つけられる……」

　そこまで喋ったとき、フレデリカは目を見開いた。そして突とつ然ぜん、その場にくずおれた。

「フレデリカ!?」

　イザークとユリウスは同時に彼女に駆かけ寄った。イザークは床ゆかに膝ひざをつき、フレデリカを抱だき起こした。だが体に力がなく、意識もない。

　ユリウスがすかさず脈を取るが、青い顔でイザークにふり返る。

「脈がない、シュルツ！」

　その時、背後のベッドの上から悲鳴があがった。

「大変です──っ！　また、また、グレーテルに戻もどってます！」

　ふり返ったイザークとユリウス、二人が見たものは、涙なみだ目でベッドの上に座るグレーテルの姿だった。しかしその中身は、疑う余地なくフレデリカだろう。

　イザークは、げんなりした。だが、なんとなくこの混乱の構造が読めた。

「ああ……わかった気がする。あんな恥ずかしい真似まねをしても、結局、一時間程度しかもとに戻れないんだ。たぶん……」

　ユリウスが、あははっと笑う。

「なるほどねぇ。その一時間が経たつ前に、うっかりグレーテルの体に触ふれたら戻っちゃう。けれどどんなに触れないように気をつけていても、一時間後には結局、引き戻されるんだね。わぁ、すごいなぁ。なんて不便なんだろうね、君。フレデリカ」

　フレデリカはふるふると震ふるえながら、涙目で二人を見つめていた。
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　グレーテルに憑ひよう依いしたフレデリカは、イザークの助けがあれば、一時間程度もとの体に戻れることが判明した。しかしその一時間の限度が来る前に、うっかりグレーテルの体に触れると、グレーテルの体に引き戻される。

　しかもおそらく、もとの体に戻れるのは一日一回、一時間が限度。

　そのことが判明した翌日の早朝。

　フレデリカはグレーテルの体のまま、イザークと共に廏うまやに向かった。

「怒おこらないでくださいね？　ね。乗せてくださいね」

　練習用に使っている馬の鼻はな面づらに触れ、フレデリカは心の底から馬にお願いする。

「おまえは馬にとって、主人だ。馬に舐なめられたら振ふり落とされると、口をすっぱくして教えたはずだ。毅き然ぜんとふるまい、命じろ。ただし愛情をもって」

　イザークに注意され、フレデリカは「よし」と心の中で決意をこめ、馬の瞳を見つめる。

　これからフレデリカはイザークと共に、王都ザルツシュタインへと向かうつもりだった。その道中に、乗馬の練習もかねて馬に乗っていくのだ。

　フレデリカを正式な国の後継者としてお披露目する準備のために、明日、リリエンシルト宮殿に戻らねばならない。

　リリエンシルト宮殿へ帰るのは気が重い。

　一日一時間しかフレデリカでいられないのであれば、誤ご魔ま化かしきれるかどうかわからない。

　しかし、たった一日一時間戻れるのは、まったく戻れない状態よりはるかにましだ。

　そのことに勇気づけられた。そして、未いまだに行方ゆくえ知れずのグレーテルの黒猫を、宮殿へ戻るまでに是ぜが非でも捜し出したいと思った。宮殿に戻るまでに一日だけ猶ゆう予よがある。

　この一日にかけて、黒猫を捜しに行くことになったのだ。

　グレーテル本人は、今はまだ、もとに戻る気はないと言っていた。だが、それをいいことに放置しておけるわけもない。なにしろイザークが、ずっと気を揉もんでいる。

（グレーテルは、イザークのことが好きって言った。けど、好きになっては駄だ目めって……。あれはどういう意味なんだろう。それも気になる。でも、なにがあるとしても、明日からは自分の責任を果たさないと）

　フレデリカを正式な王位継けい承しよう者しやとしてお披ひ露ろ目めする園遊会は、外交の意味合いが強い。フレデリカにとっては初外交だ。

　国外に対して次期国王を紹しよう介かいするのは、次代の王へと王権が引き継つがれたとしても、友好を保つための根回し。

　しかしその場で、次期国王であるフレデリカが国王にふさわしくないと判断されれば、友好国が途と端たんに敵国へと変わりかねないのも事実。愚おろかな王の即そく位いと共に、領土を奪うばう、あるいは不平等な条約を結んでやろうと、策を巡めぐらしはじめるはずだ。

　グレーテルを元の姿に戻すことも大切だ。

　だが王女としての仕事も、けしておろそかにしてはならない。

　そのことを思うと、昨日から馬の扱あつかいについてイザークに注意されている中で、一つの言葉が引っかかる。「馬に対して主あるじらしく振る舞まえ」と、イザークは何度も言う。

（主らしくとは、上に立つ者らしくということ。これから正式に国の後こう継けい者しやとしてお披露目されるわたしが、上に立つ者らしく振る舞えなければ、周囲に馬ば鹿かにされて侮あなどられ、国の危機を招く結果にすらなる。でも今のわたしは、馬相手にさえ主らしく振る舞えない）

　フレデリカは主らしい振る舞いを想像し、そしてなるたけ低い声で馬に命じてみた。

「ひどいことはしません。ですから、乗せてください」

　馬の瞳ひとみを見つめて告げた。威い厳げんを持って命じたつもりだ。

　しかし馬は歯をむき出し、ブヒヒヒンッと、馬鹿にするように鳴いた。フレデリカは肩かたを落とした。馬は、フレデリカを振り落とす気満々だ。

「俺の馬に一いつ緒しよに乗るか……」

　馬の気配を察し、イザークが呟つぶやく。フレデリカは首を振り、

「いいえ、もう一度」

　と、再度馬に向き合おうとしたが、その前に、廏の方へ歩いてくるユリウスの姿が目に入った。彼は留守番の予定だったが、便びん箋せんらしき紙を手に、真っ直すぐ廏にやって来る。

「二人とも外出は中止だよ。今、手紙が届いた。僕の上司閣下から君宛てにね、フレデリカ」

　イザークが不ふ審しんな顔をする。

「陸軍大臣のミュラー公こう爵しやくか？　あの人が、なぜ王女殿でん下かに手紙をよこす」

「ミュラー公爵は、正午にコーゼル城にやって来るつもりだ。フレデリカとの面会を希望してる。手紙には、ケルナー事件の聞き取りをしたいとある。面会希望の当日、しかも来訪の直前に手紙をよこすってことは、フレデリカが面会拒きよ否ひの返事を出しても、強ごう引いんに来るつもりなんだよ。返事を受け取る前に出発したから、とか言ってね」

　肩をすくめたユリウスに、イザークが呻うめく。

「あの人がそんな方法に出るということは、フレデリカを疑っているんだな。だから礼を失することなく、不意打ちをかけられる手段に出ている」

「わたしが疑われているんですか？　ミュラー公爵に？」

　驚おどろきに目を瞬またたく。王女の自分が、なにかの疑惑の目を向けられるなど考えたこともない。

　しかし考えてみれば、ケルナー事件に関してフレデリカは、怪あやしげな行動ばかりしている。あの不自然さを見み逃のがしてもらえるほど、甘くないらしい。

「疑惑は当然かもしれませんね。ならば面会を拒否することすら、疑惑を強める材料になりかねませんよね。あの方に疑惑の目を向けられ、監かん視しされるようなことがあれば、わたしの今の状態が露ろ見けんしないとも限らない……」

　フレデリカの呟きに、イザークはため息で答えた。

「黒くろ猫ねこ捜さがしは後回しだ。ミュラー公爵を迎むかえる準備をするぞ。下手はうてない相手だ」







（天秤の天使の末まつ裔えい。ローレンツ・ミュラー公爵。陸軍大臣。正義感の強い、折り目正しい、切れ者）

　ミュラー公爵は手紙で知らせてきたとおり、正午にコーゼル城にやってきた。

　城の正面に寄せられた馬車からミュラー公爵が、颯さつ爽そうと軍人らしい身ごなしで降りてくる姿を窓から見おろす。それだけでフレデリカは緊きん張ちようする。

　ユリウスが出で迎むかえ、笑え顔がおでミュラーを城内へ案内していた。

　ミュラーはフレデリカに、ケルナー事件のことを質問するつもりらしい。

　あの事件で最もあやふやになってしまったのは、暗殺実行犯が誰だれなのかということ。フレデリカが、なぜ暗殺実行犯の名前を消したのか。なぜ名前を覚えていないと言い張るのか。そのことについて問い質ただされるはず。

　下手なことを口にすれば、グレーテルの罪が暴あばかれ、彼女の立場が危あやうくなる。それはグレーテルの今後の人生に影かげを落とすだろうが、今現在は、フレデリカ自身がグレーテルだ。罪に問われることがあれば、フレデリカ自身も危ういということだ。

「フレデリカ。そろそろだ。はじめる」

　背後からイザークに呼ばれ、フレデリカは「はい」と、ぎこちなく頷うなずく。

　寝しん室しつだった。ベッドの上に王女フレデリカの体が、静かに横たわっていた。

　ミュラーが城内に入ったので、イザークは念のために、顔が半分隠かくれる仮面をつけていた。

　イザークは騎き士し団の職を辞した後、フレデリカの側そば仕づかえとしてコーゼル城にいる。だが身分が平民であるイザークは、本来はフレデリカの側にいられない。

　そこでユリウスのはからいで、偽にせの身分を手に入れた。

　グロスハイム家の遠とお縁えんで、オレリアンに嫁とついだ女性の息子むすこが、革命を避さけて母の故国へ帰国したという触ふれ込みで、フレデリカの側に仕える手続きを取ったのだ。アンドレ・アフリアという、オレリアン国内に実在するはずの人物になりすましていた。

　今のイザークは、仮面をつければアンドレ・アフリアになる。仮面は、革命の混乱のさなか顔を負傷したため、というご丁てい寧ねいな設定までユリウスは考えてくれた。

　フレデリカはベッドに浅く腰こし掛かけると、ほの温かい、空っぽの自分の体の手を握にぎる。すこし手が震ふるえていた。ミュラー公爵との対面が怖こわい。

　イザークはフレデリカの前に跪ひざまずくと、彼女の空いている手を強く握った。彼の顔を見ると、薄うす紫むらさきの美しい瞳が、真っ直ぐにフレデリカを見あげていた。

「怖がるな。おまえが守ろうとしているのは、俺が守りたいものと同じだ。心から守りたいとおまえが思っているなら、きっと、おまえはできるはずだ。信じている」

「イザーク」

「おまえはグレーテルを、いつも忘れずにいる。感謝してる」

　その言葉が嬉うれしかった。ミュラーとの対面は怖いし、予想もつかないし、緊張する。けれどその怖さや緊張に見合うものを、フレデリカは守れるのだ。そう思うと、勇気が湧わく。

「ありがとう、イザーク。わたしこそ、あなたが、いてくれることに感謝しているんです」

　だが、こうやって彼が一緒にいてくれるのは、グレーテルが元の姿に戻もどるまでだ。ずっと共にいてくれる人ではないはず。

　その事実を思い出すと、胸の中に冷たい雨だれのような切なさが一ひと粒つぶ落ちた。

　フレデリカの手の震えが止まると、イザークが彼女の手の甲こうに口づけた。




　　　　[image: ]




「お待たせいたしました。ミュラー公爵」

　王女フレデリカが入室した瞬しゆん間かん、部屋の空気に明るい光の粒りゆう子しが舞ったような錯さつ覚かくすら覚えた。それほどにフレデリカ王女は美しかった。ミルクにお日様の光を溶とかしたような色の金きん髪ぱつをゆるくまとめ、色いろ鮮あざやかな生花を飾かざっていた。まるで花の妖よう精せいのようだった。

　ドレスは薄うすいピンク色を基調にしたもので、レースの繊せん細さいさが際きわ立だち、絹の光こう沢たくが美しい。

　ミュラー公爵も、フレデリカ王女は美しいと思っていた。しかしこうやって間近に会うことはなく、遠目で見る程度だった。最も近づいたのがケルナー事件のさい、朝あさ陽ひの間で、フレデリカの前に跪いたときだ。あの時ですら数メートルの距きよ離りがあった。

（しかしこれは……。貴公子たちが目の色を変えるのも、無理はない）

　一度、この美しさを間近で見てしまったら、虜とりこになる男は多いだろう。

　フレデリカ王女に疑念を抱いだいていなければ、ミュラーとて、虜になったかもしれない。疑念を抱いている今ですら、胸の内側がすこしばかり熱くなるのだから。

　ミュラーはなによりも公務を優先し、天秤の天使の末裔の血に恥はじぬように、正義を守ろうと心に誓ちかっている。だがそんな彼も、鋼はがねの人形ではない。自分に厳しくある自分を、慰なぐさめ癒いやしてくれる愛らしい妻を娶めとりたいと、密ひそかに思っていたりもする。

　日だまりのような笑顔の、ふわふわと美しい王女は、彼が心密かに夢想する愛らしい妻にはうってつけの雰ふん囲い気きだ。

（愛らしい天使だ。もしこんな天使がわたしの城に住み、わたしの帰宅を待ちわびていたなら、わたしは毎夜、百本のバラの花を抱かかえて帰る。そして彼女のベッドをバラで埋うめつくし……）

　思わず、ふらちな妄もう想そうが働きそうだった。しかしすぐに、はっとする。

（いかん。冷静になれ。このお方は王女殿下。しかも不審な動きをしている、疑ぎ惑わくの人だ）

　フレデリカの雰囲気に引きずられかけた気持ちを立て直し、ミュラーは咳せき払ばらいし、腰こしを折る。

「急な訪問をお許しください、殿下」

「かまいません、どうぞ、おかけになってください」

　フレデリカ王女は、窓を背にした長なが椅い子すに座ると、自分の前にある椅子を勧すすめる。

　着席したミュラーは、王女と共に入室してきた青年が、フレデリカの背後の壁かべ際ぎわに、影のように控ひかえているのに気がついた。

　美しい銀色の髪かみをした貴公子だったが、顔には仮面をつけている。仮面の奥にある瞳ひとみは、夜明けの空のような薄紫。

「後ろの貴公子は、どなたですか。殿下は男性の従者をお連れでなかったと記き憶おくしていますが」

「先さき頃ごろオレリアンから帰国した、グロスハイム家の遠縁アンドレ・アフリア様です。物ぶつ騒そうなことがありましたから、側に護衛を置くようにと、ユリウスから進言がありましたから」

　グロスハイム家の遠縁であれば、オレリアン貴族に嫁いだ姫ひめ君ぎみがいたはずだ。その子息だろう。しかし仮面の奥の目の鋭するどさが、温室育ちの貴公子たちとは明らかに違ちがう。オレリアンの革命を経験したゆえだろうか。それとも。

（いや……。あの目）

　しばしアフリアの目を見つめていたミュラーは、気がついた。

（もしや彼か？　しかしなぜ彼がここに？）

　一層ミュラーの中で、フレデリカ王女に対する疑念が膨ふくらむ。きっと、この愛らしさにも美しさにも惑まどわされてはならないのだ。

　攻せめ込もうと決意した。この王女が尻尾しつぽをだすように、じりじりと責めるのだ。

　ミュラーは、わざと砕くだけた笑顔を作った。

「体調は如何いかがですか？　七日間も心臓が止まっていらしたのに、息を吹ふき返したのは天使の起こしたもうた奇き跡せきだとしても、殿でん下かのお体は人間です。変調を来きたしておられませんか？」

「ありがとうございます。本当に、元気です」

　フレデリカ王女は無む邪じや気きな笑顔を返す。

　王女の背後にいる青年の紫むらさきの瞳は、嫌いやそうな色を浮うかべる。
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　ミュラーは明らかに、フレデリカを怪あやしんでいる。彼は今、フレデリカを気き遣づかうような言葉を口にしたが、その実、「七日間も心臓が止まったくせに、平気なのか？　おまえの体は人間なのに、そんなことがありえるのか？」と、言ったも同然だった。

　ミュラーはフレデリカの対応能力がどれほどかを、こういった質問で調べるつもりだ。それから彼女が口を滑すべらせる方法を考え、誘ゆう導どうし、機会を待つ。

　ミュラーは切れ者だ。こうやって顔を隠しているイザークの正体すら、気づいているはず。

　しかしフレデリカと行動を共にする限り、ミュラーの視線は避けられない。それはわかっていたから、彼に気づかれるのは織り込みずみだ。

　ただ、アンドレ・アフリアがイザークであるという、確たる証しよう拠こさえ摑つかませなければいいのだ。証拠がなければ、ミュラーも疑惑を抱いているだけで、なにもできない。

（下手なことを口にするなよ、フレデリカ。いや、それよりも……）

　イザークは、飾り棚だなの上の時計に目をやる。

（一時間しか、おまえが、おまえでいられる時間はないんだ。その前にここから退室出来なければ、面めん倒どうなことになる）
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　陸軍大臣ミュラー公こう爵しやくとは、今まで親しく言葉を交かわしたことがなかった。真面目まじめそうで頭がよさそうで、すぐに怒ど鳴なりそうで、気弱なフレデリカには、なんとなく苦手なタイプだ。

　暫しばらくするとユリウスが、お茶を運んできた。ミュラーはそのことに驚おどろいたようだ。

「君がお茶をいれるのか、グロスハイム」

「ええ、そうですよ！　この城は人手が足りないですからね、僕もお茶くらいいれます。僕のいれたお茶はおいしいですよ。それなりに」

「それなりに……というところが、気になるが」

　フレデリカとミュラーの間に置かれた低いテーブルに茶器を並べ、茶を注ぐと一礼し、ユリウスは銀の盆ぼんを脇わきに抱えて部屋の出入り口に控える。

　ミュラーもフレデリカも、お茶に手をつけた。ミュラーはお茶の香かおりを寸評し、天気の話や、リリエンシルト宮きゆう殿でんの噂うわさ話ばなしなどをとりとめなく話した。

　フレデリカは相づちをうち話を聞いていたが、そのうち不ふ審しんに感じる。

　この公爵はわざわざ、世間話に来たわけではないだろう。

　部屋に飾られた時計に目をやると、フレデリカが入室して、既すでに三十分以上経たっていた。

（はやく公爵が本題に入ってくれないと、時間切れになる）

　焦あせりを感じたフレデリカは、手にしていたカップをテーブルに戻すと、ごく自然な問いかけに聞こえるように、切り出した。

「ところで、ミュラー公爵。今日はなぜ、おいでくださったんですか？　ケルナー事件に関して訊ききたいことがあると、お手紙にはありましたが。お話しするべきことは、全すべてお話しております。改めて公爵にお話しすることなど、ないと思います。どうなのでしょうか」

　躾しつけられた王女の仕草で、小首を傾かしげて微笑ほほえむ。するとミュラーも微笑む。

「そうですね。特に改まった話ではないのです。ただ二、三、簡単な確かく認にんをさせて頂くだけで。例えば、グレーテル・コールという娘むすめを御ご存ぞん知じなのか、とか」

　フレデリカは、自分の表情が一いつ瞬しゆん、硬かたくなったのを悟さとった。

（まずい）

　不意打ちだ。握あく手しゆをすると見せかけて手を叩たたくようなやり口に、まんまと、ひっかかった。あんな顔をすれば、知っていると白状したようなものだ。

　焦りのために助けを求め、背後のイザークをふり返ろうとしたが、

（駄だ目め！）

　頭の隅すみで、理性が鋭く制止する。ここで焦って背後をふり返れば、怪しさの上うわ塗ぬりだ。

　フレデリカは狼狽うろたえ、視線を泳がせた。そしてミュラーの背後にある飾かざり鏡に、自らの姿が映るのを見た。

　天使のような美しい王女が、そこにいる。しかし瞳は不安げに揺ゆれ、おどおど怯おびえている。

　無様だ。そう思った。王女の器うつわに戻もどった自分が、こんな無様でいることが恥ずかしい。これは王女の器なのに。

（落ち着いて。この器にふさわしく、王女の虚きよ像ぞうを演じなさい。それがあなたの義務よ）

　黒くろ猫ねこのグレーテルの金色の瞳を、なぜか思い出す。するとすこしだけ落ち着けた。無様に振ふる舞まえば、彼女にまた馬ば鹿かにされる。気弱なフレデリカではあったが、馬鹿にされるのは嫌だ。

　フレデリカは居住まいを正し、ミュラーの顔を正面から見た。

　ミュラーは無表情で、じっとフレデリカの様子を観察している。

（グレーテルの名前に反応してしまったことを、ミュラー公爵は気づいている。誤ご魔ま化かしきれない。それになぜ、ミュラー公爵がグレーテルの存在を知っていて、その名前を出したのか、そこを考えるべき。それはつまり公爵が、台所番のグレーテルという娘の存在をかぎつけ、なんらかの疑ぎ惑わくを抱いだいたから。それをわたしにぶつけて、反応を見た）

　フレデリカは微笑む。

「ええ、知っています。もちろん」

　ミュラーが眉まゆをひそめる。きっと彼は、フレデリカが「知らない」と突つっぱねると予測していたのだ。

（グレーテルの存在を知らないと言い張るのこそ、不自然。グレーテルの存在に気がつき、怪しんでいるとしたら、コーゼル城にグレーテルがいることも、調査済みの可能性が高いもの）

「御存知ですか？」

「ええ。リリエンシルト宮殿の台所番でしたが、気がきくという話で、コーゼル城へ同行した台所番の一人に選んだと思います」

「殿下は、わざわざ台所番を自らお選びになったのですか？」

「ユリウスが選び、わたしに確認と承認を求めました。陛下暗殺未み遂すい直後でしたから、わたしがコーゼル城へ移動するのを、お母様がことに心配されました。そこでユリウスが、信しん頼らいできる台所番と近衛このえ兵へいを選んだのです。こちらに来てから人手がないものですから、台所番とも時々、直接会話しますもの」

「あの娘は、殿下の落馬事故にも巻きこまれました。それも御存知で？」

「そうだったのですか？」

　なにもかも承知していると、かえって不自然だろう。フレデリカは咄とつ嗟さに否定した。

　フレデリカの態度を判じかねるように、ミュラーの目が険しくなる。

「もしよろしければ、グレーテルをこちらに呼んでいただけませんか」

　その言葉に、フレデリカの背に緊きん張ちようが走る。背後のイザークの気配も、すこし揺らいだ気がした。しかしそれを気づかれないように、フレデリカは微笑んだまま問う。

「なぜです？」

「質問したいことがあります」

「今日は、わたしに質問があったのではなく、わたしの召めし使いに質問があったのですか？　公爵はなぜ、わたしの召し使いの名前を御存知なのでしょうか？」

　無邪気を装って質問したが、ミュラーはふと唇くちびるの端はしで笑う。

「犯人だと確信しています」

「なんのですか？」

「国王陛下暗殺未遂の、実行犯です」

　ぞっとした。そして絶句した。公爵は全てを知っている。

　一瞬だけ目が泳ぎ、時計の文字盤ばんが目に入った。入室して、既に四十五分以上が過ぎていた。そのことにも、背筋が寒くなる。
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（なんだ、知っているんだね。この人）

　世間話を続けるミュラー公爵の後ろ姿を、ユリウスは欠伸あくびしながら見ていた。けれど話がグレーテルのことにおよぶと、眠ねむ気けは消えていた。

　ようやく本題に入ったと思えば、いきなり核かく心しんだ。しかも面倒な核心に触ふれてくる。

（本当に、面倒だよね。切れ者と呼ばれる人は）

　ユリウスは、脇に抱かかえていた銀の盆を近くの棚たなに置く。部屋の中にある時計の文字盤を確認し、腰こしのサーベルの柄つかを撫なでる。

（時間もないしね。公爵は僕の前に、項うなじをさらしてる）

　どくりと、一つ。嬉うれしがるように心臓が、強く鼓こ動どうした。

　惨みじめで醜しゆう悪あくな連中の首なんか刎はねても、ユリウスはつまらない。信念を持ち、強くしなやかな人間の首を刎ねると、どれほど興奮するだろうかと考えることがしばしばある。それは例えば、イザーク・シュルツや、目の前にいるミュラー公こう爵しやくのような連中の首だ。

（この人は知りすぎているのかもしれない。面めん倒どうだから、始末するに限るのじゃないかな？）
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（グロスハイム。あの狂きよう犬けん）

　ユリウスが銀の盆を置き、嬉しげに目を細めたのを認めたイザークは、舌打ちしたくなった。凶きよう悪あくな気配が、ユリウスの全身から漂ただよってくる。彼が何をしようとしているのか、明らかだ。

　やめろと言いたいが、すぐに制止できないでいる。それは、もしかするとユリウスの判断が正解かもしれないと思える、今の状態のせいだ。

　ミュラー公爵は、グレーテルを暗殺未遂事件の実行犯と断定した。そしてフレデリカに対して、犯人を差し出せと言っている。

（しかも、あと十分しかない）

　時計の針が容よう赦しやなく進んでいく。あと十分でフレデリカがこの部屋を退出しなければ、彼女はミュラーの前で仮死状態となる。それを目まの当たりにしたミュラーがどう出るか、見当もつかない。

（どうする）

　イザークは迷った。
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　フレデリカは言葉が出なかった。沈ちん黙もくが落ち、フレデリカの耳は、時計の秒針がカチカチと時を刻む音を拾った。こうしている間にも時間は過ぎる。

　ミュラー公爵の前でこの体を抜ぬけ殻がらにしてしまうのは、絶対に避さけるべき事態だ。そしてグレーテルのことも、絶対に守らなければならない。

（でも、どうやって!?）

　悲鳴をあげそうだった。破れかぶれで、子供の我が儘ままみたいに、守りたいものは守りたいのだと、声をあげたかった。そしてそう思った時に、はっとした。

「わたしに仕えてくれる召し使いに、あらぬ疑いをかけるのは許しません」

　フレデリカは、ミュラー公爵を睨にらみつけた。

（こうするしかない。理論武装もなにもできない。だから我が儘に押し切るしかない。わたしが許さないと、言い張るしかない！）

　ミュラーは冷静に答える。

「様々な状じよう況きよう証しよう拠こから、わたしはグレーテルを実行犯と確信しています」

「状況証拠ということは、確固とした証拠はないということですね。それに公爵が確信している、ということは、あなたの推測ですね。それをわたしは、あらぬ疑いと呼びます」

「殿でん下か。なぜ殿下はグレーテル・コールを庇かばうのです」

　詰きつ問もんだった。その詰問が怖こわいと思ったが、まともに答えようとするから怖いのだ。我が儘に、撥はねつける。怖いから、まともに理論で太刀たち打うち出来ない。けれど、力任せに勢いで撥ねつけるだけならば、フレデリカにだってできる。

「わたしに仕えてくれる者だからです」

　時計に目をやる。残り五分だ。

「殿下に危険がおよぶやもしれません。いや、殿下があまりにも頑かたくなであられると、わたしは殿下にこそ、疑いの目を向けたくなるやもしれません」

「そう思いたいならば、そう思ってください。けれどわたしは、王女です。国を継つぐ者です。けして王国に仇あだなす者にはなり得ません。そしてわたしに仕えてくれる者は、守ります。ミュラー公爵。今後一いつ切さい、グレーテル・コールへの調査を禁じます。わたしが許しません」

「しかし、殿下」

「許しませんと言いました！」

　焦あせりが背中を押した鋭するどい一いつ喝かつに、ミュラー公爵ははっとしたように口を噤つぐむ。

「そして、あなたに言うべきことは、言いました。お帰りください、ミュラー公爵。ユリウス。公爵はお帰りです。お見送りをお願いします」

　フレデリカは長なが椅い子すから立ちあがり、背筋を伸のばし、公爵に一いち瞥べつもくれずに歩み出す。その背後から、イザークが静かに付き従う。

　ユリウスが恭うやうやしく扉とびらを開き頭をさげると、しゃんと顔をあげ、怒いかりをこらえているかのようなきつい表情で扉を抜け、部屋を出る。

（間に合うかしら!?　どうしよう……。どうしよう！）

　背中には嫌いやな汗あせがつたい、膝ひざもがくがくしていたが、幸いなことに豪ごう奢しやなドレスがそれを隠かくしてくれる。ミュラー公爵のような冷静沈ちん着ちやくな大人を向こうに回し、理論も根こん拠きよもなく、感情のみで突つっぱねるなんて、本来、気弱なフレデリカには想像もできない暴挙だ。そんな暴挙を働いた自分が怖いし、緊張するし、どきどきするし、もう、頭が破は裂れつしそうだ。

　背後で扉が閉まった。

　その瞬しゆん間かん、フレデリカは背後に突き飛ばされるような衝しよう撃げきに襲おそわれ、目の前が真っ暗になった。時間切れだった。フレデリカの意識は別の場所に飛んだ。

　しかし危機を切り抜けた事に、心底安あん堵どしていた。
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「フレデリカ！」

　突とつ如じよその場に倒たおれかけたフレデリカの体を、イザークはすんでのところで支えた。フレデリカの意識は、寝しん室しつに寝ねかされているグレーテルの体に戻もどったのだ。

　間かん一いつ髪ぱつだ。冷や汗を拭ぬぐい、イザークはフレデリカの体を抱えあげた。するとすぐに、背後の扉の取っ手が動く。ミュラー公爵とユリウスが、部屋から出てくる。

　イザークは廊ろう下かの端はしのカーテンの陰かげへ、フレデリカを抱だいたまま入り込んだ。

　カーテンの隙すき間まから、部屋から出てくるユリウスとミュラー公爵の姿が見えた。

「グロスハイム、見送りはいらん」

　不ふ機き嫌げんそうなミュラー公爵が吐はき捨てると、ユリウスは微笑する。

「では、こちらで失礼いたします。ごきげんよう、閣下」

　その微笑に、ミュラーは訝いぶかしげな表情をしたが、そのまま玄げん関かんへと向かった。

　ミュラーの後ろ姿を見送るユリウスの微笑は、いつもの明朗な、作り物の笑え顔がおではなかった。明らかに彼の本ほん性しようから滲にじみ出る笑顔だ。薄うすく笑い残ざん忍にんそうに見えるのだが、同時に、心底満足しているような気配がある。見たことのない笑顔だ。

　ミュラーが玄関を出ると、イザークはカーテンの陰から出てユリウスの側そばへ寄った。

「そこにいたんだね、シュルツ。閣下はご帰宅だよ」

「なんとか乗り切ったな。フレデリカを褒ほめてやらないとな」

　追い詰つめられたあの時、ユリウスもイザークも、ミュラーを殺すことを考えた。

　しかしフレデリカは、咄とつ嗟さに感情任せの芝しば居いを演じた。感情任せの命令だとしても、フレデリカは王女だ。王女の命令に、六公爵が容易にたてつけるはずはない。

　完かん璧ぺきにミュラーの動きを封ふうじたことには、ならない。だがすくなくとも、フレデリカの目が届く範はん囲いでは、ミュラーはおおっぴらにグレーテルを断罪できなくなる。

　あの場合は、唯ゆい一いつ最善の対処方法だった。

「『許しませんと言いました』か……」

　フレデリカの言葉を、口の中で甘く転がすように呟つぶやくと、ユリウスは嬉うれしげに身み震ぶるいした。そしてイザークの腕うでの中にいるフレデリカの頰ほおに指を伸ばし、触ふれた。

「可愛かわいいね」

　ユリウスが無意識みたいに、冷たい声で囁ささやく。その声に悪お寒かんが走る。

　あの冷たい声は芝居ではなく、ユリウスの本性から出た言葉に違ちがいない。彼の本性は残ざん虐ぎやくで、フレデリカを、ただ守るべき存在としてしか認にん識しきしていないはずだ。

　そのはずなのに、彼は今、フレデリカに対して可愛いと口にした。

「さあ、僕たちの王女殿下のお顔を拝見しに行こうよ」

　ユリウスは先に立って、フレデリカの部屋へと向かう。その後を追いながら、とてつもなく嫌な気分になった。可愛がっている仔こ猫ねこの頰を、蛇へびが舐なめたような不ふ愉ゆ快かいさだ。

（今、フレデリカになにを感じていたんだ。グロスハイム）
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　コーゼル城を後にしたミュラー公こう爵しやくは、馬車の窓から流れる景色を見つめて考えていた。

（愛らしくお美しい、気高い王女殿下だ。だが間ま違ちがいなく、秘密を抱かかえておられる。殿下自身は王国に仇なす気がなくとも、何者かにあらぬ事を吹ふきこまれ、操あやつられているとしたら？）

　フレデリカ王女にあらぬ事を吹きこむ、なんらかの陰いん謀ぼうの手先が存在するとすれば、それはグレーテル・コールに違いない。なぜならフレデリカ王女が、グレーテルを必死に守ったからだ。グレーテルはフレデリカ王女に、大きな影えい響きよう力を持っていると見て間違いない。

　しかしフレデリカ王女に、グレーテルに関して調査はならないと命じられた。直接あそこまで命じられれば、ミュラーも公おおやけにグレーテルを捕とらえたり、尋じん問もんすることができない。

（だが、放置もできない。殿下ご自身も気づかぬうちに、陰謀に荷か担たんさせられている可能性もある。グレーテル・コール。さて、どうしてくれようか）

　眉まゆ根ねを寄せ、天秤の天使は考えていた。




　　　　[image: ]




　ミュラー公爵の訪問の翌日。

　フレデリカはリリエンシルト宮きゆう殿でんへと帰き還かんするため、馬車に乗った。もちろん一日一時間しか元の姿に戻れないのだから、いざという時のため、グレーテルの姿のままだ。そしてフレデリカの本来の体も、柔やわらかな絹の上うわ掛がけにくるまれて、馬車に同乗している。

　王女の馬車でリリエンシルト宮殿へ入れば、天使宮に到とう着ちやくした途と端たん、周囲には人が押し寄せてくるはず。それを避さけるため、ユリウスが手配したグロスハイム公爵家の馬車に乗っていた。この馬車で目立たず、ひっそりと天使宮にもどる算段だ。

　開いた窓から風が吹き込み、馬車の振しん動どうと車輪のリズミカルな音が心地ここちよかった。

　まばらな林と草原が広がる景色は、青空が広く見えて、視界が開けていて気分が晴れる。農作物の育たない瘦やせた土地ではあるが、眺ながめは清すが々すがしいといつも思う。

　馬車の左右に、白馬に乗ったユリウスと、青毛の馬に乗り、仮面をつけたイザークがいる。

　ユリウスはいつものように、夏の光さながらにきらめいて、緑の瞳ひとみが生き生きしている。

　イザークは仮面の下から、薄うす紫むらさきの瞳で油断なく周囲に注意を向けている。仮面をつけた彼の姿は、フレデリカにとっては身震いするほど魅み力りよく的だ。

（魔ま術じゆつ師しに仮面なんて、なんてド直球に怪あやしいのかしら。彼の姿を宮きゆう廷てい画家に、百枚くらい描えがいてもらいたい。馬に乗る姿とか、暗くら闇やみに佇たたずむ姿とか、衣装をしどけなく着き崩くずして髑髏どくろに口づける様なんてのも背徳的で、……きゃ！　恥はずかしい！　素す敵てき！　そしてそんな百枚を部屋に飾かざって、毎夜、揺ゆれる蠟ろう燭そくの炎ほのおで眺めたら、どれほど、ときめきながら眠ねむれることか。蠟燭じゃなくて、月明かりもいいかも。青白い光が、もっと不気味さを醸かもし出すはず）

　特とく殊しゆな妄もう想そうを膨ふくらませていると、イザークと目が合った。

「なんだ？　やたら俺の顔をじろじろと見て」

「百枚の絵画を寝室に……」

「は？　寝室に絵？」

「いいい、いえっ！　なんでもありません」

　自分の妄想の変質性には自覚があるので、焦あせって誤ご魔ま化かそうとした。だがイザークは、なにか思い出したような顔になる。

「寝室といえば、おまえの寝室。どんなやましい秘密があるんだ？」

　急所直ちよく撃げきの質問に、フレデリカは硬こう直ちよくした。

「やましい秘密なんてっ！　これっぽっちもありません！　なぜいきなり、そんなことを！」

「いきなりじゃねぇだろ。二日前、俺が寝室に入ろうとしたときに、おまえは明らかに挙動不ふ審しんだった」

　しっかりと、イザークは覚えているらしい。そしてあろうことかフレデリカの失言で、そのことを追つい及きゆうしようと思いついてしまったらしい。

「あれ、知らないの？　シュルツ。フレデリカの寝室のこと」

　けろりとした顔で、イザークと馬を並べたユリウスが口を開く。

「たいしたことじゃないよ。あの寝室には、そらま……」

「ユリウス───っ!!」

　フレデリカが悲鳴をあげたその時、うるさそうに眉まゆをひそめたイザークの視線が、いきなり右前方に流れ、目が鋭するどく光った。ユリウスも口を開きかけていたが、イザークとほぼ同時に前方に目を向け、眉をひそめる。

　御ぎよ者しやが手た綱づなを引いた。急な動きに馬が動どう揺ようし、馬車が激しく揺れた。

　フレデリカは悲鳴をあげて窓まど枠わくにしがみついたが、御者の手綱さばきのおかげで、馬は何度か激しく足あし踏ぶみしてすぐに落ち着き、揺れはおさまった。

　急停車し、砂すな煙けむりが立つ馬車の脇わきで、イザークとユリウスも、険しい顔で馬を停止させていた。

「なにがあったのですか!?」

　フレデリカは窓から顔を出し、前方を覗のぞく。

　石ころの多い乾かわいた一本道の向こうに、六騎きの人馬の姿がある。騎き乗じようする者の服装は、農民のもののようだった。だが全員が顔に布を巻き、顔を隠かくしている。手にはサーベルを握にぎっている。

「盗とう賊ぞく……、盗賊が」

　御者が怯おびえたように、御者台の上で縮こまる。フレデリカは強く窓枠を握った。

「おい、馬車の中でおとなしくしていろよ、フレデリカ」

　イザークは、上着の下に隠したホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬく。

　ユリウスもサーベルを抜く。

「来るぞ！」

　イザークの声に反応し、フレデリカは馬車の中に頭を引っ込めた。空っぽの自分の本来の体も座席の下に引きずり下ろし、抱だいて庇かばい、床ゆかの隅すみに小さく丸まった。

　身を縮めているのが得策だと知っていたのは、山さん賊ぞく生活の本を読みあさったおかげだ。山賊に襲おそわれて逃にげられない時は、混乱に巻きこまれ負傷しないように、安全な場所で丸まっているのが一番。うまくすれば山賊の視線をやりすごせ、逃げる機会がある。

（盗賊と山賊、微び妙みように性質が違っていたらどうしよう。でもなんで、盗賊と鉢はち合あわせするの？　魔ま除よけのそら豆たちを、コーゼル城に残してきてしまったから？　でも特別に可愛い一体だけは、こっそり衣装ケースに詰つめてきたのに。一体じゃ足りない？）

　そんなことを考えつつ身を固くしていると、馬のいななきと、サーベルとサーベルがぶつかり合う音が聞こえた。そして銃じゆう声せいが、すぐ近くで聞こえる。

　びくりと体を震ふるわせ、フレデリカは一層縮こまる。ユリウスとイザークが怪け我がなどしないように、顔を伏ふせて祈いのっていた。すると突とつ然ぜん、馬車の扉とびらが開く。

　顔をあげると、顔を布で隠した男が一人、馬車のステップに立っていた。その手にあるサーベルは、フレデリカの恐きよう怖ふに引きつった顔を映すほどに手入れされていた。

　サーベルが振ふりあげられる。喉のどの奥で、悲鳴が凍こおりつく。

（殺される！）

　しかし。サーベルを振りあげた男の目が見開かれ、手からサーベルが落ちた。驚おどろいた顔のまま、男の体は背後に傾かしいで、馬車の外へどっと倒たおれた。

　それといれかわりに、身軽に、一人の男がステップに飛び乗った。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　お嬢じようさん」

　見たことのない男だった。おそらく二十代だろう。裾すその長い洒落しやれた上着を身につけた、商人風の身なり。癖くせの強い黒くろ髪かみと黒い瞳の、いかにも遊び人らしい軽い雰ふん囲い気き。その笑え顔がおは軽けい薄はくだが、手にはその笑顔にそぐわない血に濡ぬれたサーベルがある。

（誰だれ？）

　目を瞬またたくと、逆に男が、びっくりしたような顔をする。

「おいおいおい、奇き遇ぐうだね！　誰かと思ったら、グレーテル！」
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「カウスマン商会代表のグスタフ・カウスマンだ。よろしく」

　握あく手しゆを求め、黒髪の男グスタフ・カウスマンが手を差し出す。

　イザークとユリウスは、それを完かん璧ぺきに無視した。それどころか、イザークは今にも摑つかみかかりそうな険悪な表情をしているし、ユリウスは、彼にしては珍めずらしく無表情だ。

　彼ら二人の不ふ機き嫌げんさを察したらしく、グスタフはおやっという顔になる。そして彼らの不機嫌の原因が、グスタフが背後から抱かかえ込むようにして抱だきしめている少女の存在だと、気がついたようだ。少女の顔を覗きんで、細い声で問う。

「おい、グレーテル。こいつら、何者？　おまえの何？」

　少女は、口をぱくぱくさせて声が出ない。

（放して～、お願い。放して～。放して～）

　抱きしめられている少女、グレーテルの姿をしたフレデリカは、涙なみだ目で、内心懇こん願がんしていた。

　グスタフと名乗った彼に悪意は全く感じない。だが、見ず知らずの男に抱きしめられているこの状じよう況きようは、乙おと女めとしては許容しがたい。
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　しかし不幸なことに、この男はグレーテルの知り合いらしい。

　馬車の中にいたのがグレーテルだとわかると、彼は彼女を馬車から引きずり出した。さらに嬉うれしそうに笑いながら、腰こしを抱えて高い高いをした後に、ぎゅうぎゅう抱きしめた。そして「久しぶりだ」とか「可愛かわいいな」とか「なんで顔を見せなかったんだよ」とか、あらゆる親しげな言葉を吐はいた。

　グレーテルの知人となると、無む闇やみに突つっぱねると怪あやしまれる。

　フレデリカは、なされるがままになっているしかなかった。

「加勢には、礼を言う」

　イザークが歯ぎしりしそうな声で言うが、グスタフは笑顔で答えた。

「当然のことだ。俺たちだって、いつ盗賊に襲われるかわかったもんじゃない。お互たがい様だ。で、あんたたちはどちら様だ？」

　フレデリカが乗っていた馬車の数メートル後方に、荷馬車の隊列が停止していた。その隊列を守る目的で、十人以上の護衛を同行させていたらしい。彼らは盗賊に襲われているフレデリカたちを発見し、加勢してくれたのだ。

　彼らの加勢で、盗賊たちは逃げ散った。

「とりあえず、そいつをこっち戻もどせ。カウスマン。それから名乗ってやる」

　イザークの声は、今にも怒いかりが爆ばく発はつしそうなほどに震えていた。ユリウスはまだ、無表情だ。

「なんでこいつら、やたらと、おまえのこと気にしてるんだ。あの仮面に兄ちゃん、俺を撃うち殺しそうな勢いなんだが」

　耳元で囁ささやかれ、フレデリカはひいっと息を吞のむ。が、そそけだつ全身の感覚に耐たえながら、なんとかこの場を切り抜けようと試みた。

「ちょ、ちょっと。事情が……。お願いです、放してください。放して……放してぇ～」

　耐えようと思ったが、最後は懇願の涙なみだ声ごえになった。

　グスタフは「おまえも、様子が妙みようだなぁ」と呟つぶやいたが、やっと放してくれる。

　イザークが、急いでフレデリカの肩かたを抱き寄せ背後に庇い、小声で囁く。

「大丈夫か？」

「見ず知らずの男性に抱かれるなんて、わたしは穢けがれました」

「ショックなのはわかるが、その表現は誤解を招くからやめろ」

　フレデリカを確保したイザークは安心したのか、グスタフに向き直る。

「俺は、アンドレ・アフリアだ。グロスハイム公こう爵しやく家の遠とお縁えんで、こちらはグロスハイム家の馬車。そして彼は、ユリウス・グロスハイム。グロスハイム公爵の嫡ちやく男なんだ。こちらの馬車には、グロスハイム家ゆかりの姫ひめ君ぎみが乗っている。リリエンシルト宮きゆう殿でんへ向かう途と中ちゆうだ」

「へぇ、公爵家の縁ゆかりの方々か。失礼した。確かに、馬車の中で気絶してる姫ひめさんがいるな」

　グスタフはにやりとして、馬車の方へ目を向けた。

「でも、あんたたちは気絶してる姫さんより、グレーテルの方が大事かい？」

　問われて、フレデリカはびくりとし、イザークも「しまった」という表情になる。

　混乱の中、イザークもユリウスも、フレデリカを確保することにばかり気を取られていた。空っぽの王女の体は、馬車の中にあるとわかっているので、怪我がないことを確かく認にんしただけなのだ。騎き士し二人そろって、気を失っている姫君を放置し、召めし使いの少女にあれこれかまうというのは不自然な振る舞まいではある。

　無表情のユリウスが、ふと口元に微び笑しようを浮うかべた。

（え？）

　フレデリカが、今まで一度も見たことのない笑みだった。フレデリカの目には、ユリウスとは思えないほどに、その横顔が残ざん忍にんに映った。

（ユリウス？）

「グロスハイム！」

　制止するかのように、イザークが小さな声で鋭するどく呼んだ。そして急いで、グスタフに言う。

「容易に明かせないが事情がある。淑しゆく女じよの名めい誉よに関かかわることとだけ、言っておく。とにかく、助かった。礼を言う」

「淑女の名誉か。そそられるねぇ」

　グスタフは、にやにやする。彼の態度や言葉は軽薄だが、癖の強い黒髪と黒い瞳ひとみが印象的で、押し出しの強さがある。やり手の商人そのものといった感じだ。

（商人。確かカウスマン商会と……。ああっ！　あの、カウスマン商会！）

　聞き覚えのある名前だと思ったが、やっと思い出した。グレーテルが何度か出入りしていたという、王都ザルツシュタインの商会だ。

（この人とグレーテルは、どんな関係なんだろう。とても親しい様子だけれど）

　無意識にフレデリカは、商会の隊列の方へと視線を泳がせていた。もしや黒くろ猫ねこのグレーテルが、この商会の隊列に紛まぎれこんでいないかと思ったからだ。十中八九、そんな都合のいいことはないだろうが、それでも捜さがさずにはいられない。

「名誉を守る騎士様か。あんたらリリエンシルト宮殿へ行くなら、俺たちと一いつ緒しよに行くか？」

　親指で後方の隊列を示し、気軽にグスタフは誘さそいかける。

「商会へ帰るのじゃないのか？」

「この商品は全部、リリエンシルト宮殿へ納品するんだ。俺たちもリリエンシルト宮殿へ行く途中ってわけだ。王女殿でん下かのお披ひ露ろ目め園遊会の準備で、山のように商品の注文があった。それを届けて、同時に、新しい注文を受ける。俺たちの隊列の護衛があれば、あんたたちは安心だろう。これもなにかの縁だしな」

　グスタフの言葉に、イザークとユリウスは視線を交かわし、互いに頷うなずく。

「一緒に行かせてもらう。よろしく頼たのむ、カウスマン」

　イザークの返答に、グスタフは気き障ざに片目をつぶってみせる。

「おやすい御ご用ようさ。じゃあ、グレーテル。またあとで。リリエンシルト宮殿についたら、会いに行くぜ。バラの花を抱えてな」

「ご遠えん慮りよ申し上げます！」

「どうしたんだよ本当に？　グレーテル」

　グスタフが驚いたような顔をするので、慌あわてた。

「忙いそがしいので、会えないんです！　また、また今度で！」

　これ以上相手に怪しまれないように、フレデリカは慌てて馬車の中へ駆かけ込んだ。
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　フレデリカを馬車に乗せると、グロスハイム家の馬車は、カウスマン商会の隊列の中央に入り、彼らに守られるようにしてリリエンシルト宮殿へと向かった。

　イザークとユリウスは馬に乗り、馬車の横に並ぶ。ユリウスはいつものように気の抜ぬけた横顔を見せている。そのことにイザークは安あん堵どした。

（ひやひやするな、まったく。治まってくれたか）

　グスタフが、イザークやユリウスの行動の奇き妙みようさを指し摘てきしたあの時、ユリウスはサーベルを抜きそうな気配をみせた。面めん倒どうなことに気がつく相手は、さっさと排はい除じよしようという短たん絡らく思考だろう。だが、あの場でグスタフに手をかけたら、後々面倒になる。相手は平民だとしても、財力のある商人だ。

（それにしても、そこまで気が回らないほどこいつは阿あ呆ほうでもないだろう。他ほかのことで苛いら立だっていたのか。まさか、フレデリカか？）

　グスタフはグレーテルの知り合いらしい。どういう仲かは知らないが、やたらと親しげな様子でフレデリカに接するので、中身の王女殿下の気持ちを察すると、はやく引き離してやらなければと焦あせった。ユリウスも、未来の王たるフレデリカを守るのが使命だと思っているらしいので、よい気はしなかっただろう。

　なんにしても、襲しゆう撃げき者を簡単に退けられたのは幸いだ。だが、その襲撃者が問題だ。

「どう思う、グロスハイム」

　並んで馬を操あやつるユリウスに訊きくと、彼はいつもの明るい顔で答える。

「え、なにが？」

「盗とう賊ぞくだ。こんな場所に盗賊が出るのはありえない」

「うん、そうだね。こんな王都の近くで盗賊は出ない。盗賊も馬ば鹿かじゃないからね、兵士がうようよ駐ちゆう屯とんしている王都近くよりも、もっと警備が手て薄うすなところを狙ねらうだろうし」

「しかも商人の隊列が後から来てるのに、俺たちを狙ったってことも、不自然だ。あの盗賊が持っていたサーベルは手入れが行き届いていた。正体は軍人かもしれないが、目的はなんだ？」

「目的はフレデリカじゃない？　まさか、グレーテルじゃないよね。国王陛下暗殺未み遂すい容疑をかけられている台所番を狙う価値は、普ふ通つう考えたらないものね。それにしても」

　ユリウスは背後に目をやる。そこには、隊列の連中と馬ば鹿か笑わらいしながら馬を操る、グスタフ・カウスマンの姿がある。

「僕は気に入らないよ、彼。フレデリカに触ふれた」

「あれはグレーテルに触れたんだ」

「フレデリカだよ」

　ユリウスの気配が冷えた。イザークは、ふっと笑った。

「今日は妙に気が立ってるじゃねぇか、グロスハイム。どうした」

　指摘され、ユリウスは自分でも驚おどろいたように目を瞬またたく。

「そうか……そうだね。本当に、不思議だね。寝ね不ぶ足そくかもね」

　いつもの間ま抜ぬけな表情で肩をすくめた彼に、イザークは舌打ちしたくなる。

（無自覚かよ。どいつもこいつも、面倒な奴やつばっかりだな。俺はこいつの調教師をやるつもりはない。こいつが誰だれかに襲おそいかかるのを、いちいち止めてやる義務はない）

　だが彼が凶きよう行こうに走れば、さらなる面倒を呼び込む。きっとイザークは、彼を止めるはめになるのだろう。

　隊列は問題なく進んだ。

　王都を横目に、並木の連なる大きな直線の路みちへと入る。

　その先に優ゆう雅がな鉄てつ柵さくに囲われた、白い宮きゆう殿でんが姿を現す。

（いよいよ、リリエンシルト宮殿。ミュラー公爵が、このままおとなしくしているとは思えない。それに、グスタフ・カウスマン。助けられはしたが……。やはりグレーテルと繫つながりがあった。それが気にかかる）
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　盗賊に襲われ、一時はどうなることかと思った。

　だが無事にフレデリカは、誰に見とがめられることなく天使宮に到とう着ちやくした。フレデリカ王女の空っぽの体も、天使宮の寝しん室しつのベッドに寝ねかされた。

　寝室の扉とびらの前には、ユリウスが護衛として立っている。

　フレデリカ王女は、先の国王暗殺未遂事件もあり、用心のためにお忍しのびで、リリエンシルト宮殿へと戻もどった。移動の疲つかれのため、しばらくは自室に籠こもるという建前になっている。

　しかし逆に、グレーテルの姿をしているフレデリカは自由だ。

　そのことに気がつき、真っ先に、母親の顔を見たくなった。

　昔からフレデリカは、両親の姿を見るだけで幸せを感じる。幼い頃ころから育はぐくまれた、ささいな幸福感を感じる習性は消えない。つい「お母様のお顔が見たいな」と口にした。するとイザークが、「目立つ行動をしないなら、問題ない。行けよ」と言ってくれた。

　フレデリカは意い気き揚よう々ようと、台所番の召めし使いグレーテルとして、宮殿内の冒ぼう険けんへと出かけた。







　宮殿で育ったとはいえ、王女の行動は制限されていたので、未知の場所は無数にある。

　侍じ女じよたちの噂うわさ話ばなしで聞いた、気絶必至の心しん霊れいスポット「月宮の地下室」など、この際のぞいてみたい。だがイザークと、目立つ行動をしないと約束したので、我が慢まんした。

　母王おう妃ひがいるはずの王宮へ真っ直すぐ向かった。

　王宮の前庭にさしかかったとき、数人の侍女を連れた王妃が、せかせかと早足でこちらに向かってくるのが目に入った。急いでいるものの、頰ほおは嬉うれしげに緩ゆるみ、口元に微笑がある。

（お母様）

　フレデリカは、偶ぐう然ぜん庭園を通りかかった召し使いらしく、その場で立ち止まり頭をさげ、王妃の一行が通り過ぎるのを待つ。上うわ目め遣づかいに王妃の顔を盗ぬすみ見た。嬉しかった。

　王妃は美しい。それなりに年を取ったが、おっとりと優やさしげな目元はフレデリカに似ている。

「待ちなさい、ヘレネ」

　フレデリカの前を王妃が通り過ぎようとしたとき、背後から、父国王ハインツの声が呼んだ。

　国王の声に反応し、立ち止まりふり返ったヘレネ王妃は、目を瞬く。

「陛下。なんでございましょう」

「天使宮へ行くのは、よしなさい。連れん絡らくがあって、フレデリカは疲れて休んでいるそうだよ」

「まあ、それならなおのこと、顔を見てあげなくちゃ」

「ヘレネ。そんな時間はない。もうすぐ教会へ向かう時間だ。司祭たちを待たせてはならない」

「ええ、でも。あの子がせっかく帰ってきたので、すこしだけでも」

「余も、見み舞まってやりたいのは同じだ。しかしいいか、ヘレネ。あの子は既すでに十六歳で、もうすぐ正式に国の後こう継けい者しやとしてお披ひ露ろ目めされるのだよ。甘やかしてはいけないんだ」

「けれど、あの子は先の事件でも大変な目にあって」

「ヘレネ。あの子は、王女だよ」

　静かな言葉だったが、叱しつ責せきだった。王妃ヘレネは項うな垂だれる。

　国王夫妻の会話に、侍女や侍じ従じゆうたちは、感じ入ったように沈ちん黙もくする。

　しかしこの場所でその会話が最も胸に響ひびいたのは、顔をあげることも許されていない、通りすがりの召し使いの姿をしたフレデリカだった。

（……甘え……）

　父国王や母王妃の顔が見たいと、フレデリカはこんな姿で、こんな場所にまでやって来た。

　それは自分がまだ子供であるということ、甘えていい存在であることを認にん識しきしたいがために、来てしまった気がしてならない。

　国王は「先に戻る」と告げて王宮へと歩み去る。

　王妃は後ろ髪がみをひかれ、その場から動けないらしかった。

　侍女たちが戸と惑まどったように視線を交かわしあっていると、庭園の反対側からグロスハイム公こう爵しやくがやって来た。そして王妃の姿を見つけると、笑え顔がおで近づいてくる。

「王妃様、如何いかがなされましたか。浮うかない顔をしておられる。王妃様は王女殿でん下かのご帰き還かんをことにお喜びと、侍女たちが噂していたのですが」

「グロスハイム公爵」

　王妃は顔をあげると、照れくさそうに笑う。

「ええ、喜んでいます。けれど顔を見に行くことができません。陛下が、国の後継者たる者を甘やかしてはならないと仰おつしやいますから。でも当然ですね。あの子はもう十六歳。わたくしが陛下に嫁とついだ年ですもの」

「そう、十六歳でしたね……。昔から、あなた様はお情け深い。お優しいあなた様には、酷こくなご命令ですな」

　ユリウスの父親である内務大臣グロスハイム公爵の出身は、母王妃ヘレネの出身である、ザイツ侯こう爵しやく家につらなる伯はく爵しやく家だ。母王妃とグロスハイム公爵は、幼なじみだったと聞いたことがある。だが、二人が親しく会話する現場を見るのは初めてだ。

　フレデリカは天使宮で勉強ばかりしていたのだから、こういった大人の繫がりなど、ほとんど知らない。母王妃やグロスハイム公爵の、公務でない時間を覗のぞき見しているようで、強い興味をそそられる。だがそれと同時に不安になる。自分も正式に国の後継者としてお披露目されれば、大人たちの関係の中を上手うまく渡わたらなければならないのだ。

（……やっぱり、国王陛下のお言葉は正しい）

　子供気分で甘えていては、きっと、とんでもない間ま違ちがいをおかしてしまう。

　誰かに甘えたい依い存そんする気持ちが強ければ、それを利用され、誰かの傀かい儡らいにされる可能性だってある。

「わたしも久々に、息子むすこの顔を見たいと思っています。フレデリカ殿下のご様子が落ち着かれたら、一いつ緒しよに天使宮に参りましょう。その時はわたしからも、陛下にお許しを頂きますよ」

　明るい瞳ひとみで告げたグロスハイム公爵に、王妃は嬉しげに微笑を返す。

「ありがとう、グロスハイム公爵。あなたは昔から、本当にお優しい」

「買いかぶりですよ。わたしはただ、我が儘ままな男なんです」

　グロスハイム公爵と母王妃が王宮へ向かって歩き出すと、フレデリカは深いため息をついて、王宮に背を向けた。王宮を離はなれ、天使宮のバラ園へと続く、迷めい路ろのような生け垣がきの道を辿たどった。

　ひと気はない。その気楽さから、つい独り言を言う。

「甘えてるのね、たぶん。わたし」

「あら、よく分かってるのね。感心」

　斜ななめ後方から声がした。フレデリカは悲鳴をあげてふり返った。だが。ふり返ったそこには誰だれもいない。人の気配もない。姿はないのに、声だけがした。

　これはまさしく、あれだ。

「幽ゆう霊れい！」

　フレデリカは両手で両頰を押さえた。瞳が輝かがやき、笑みがあふれて頰が上気する。

「あああっ、なんてこと！　感動だわ！　とうとう、とうとう、わたしも幽霊の声を聞いたんだわ！　いっそ姿を見られればよかったのに！　いいえ、駄だ目め。それは贅ぜい沢たくだわ！　だって声と姿、別の機会に体験した方が二倍楽しめるもの！」

「え～、と……。もしもし？」

　興奮するフレデリカの足元から、またもや声がした。

「感動しているところ悪いけれど、幽霊ではないから」

「え？」

　足元に目線を下げると、そこには金色の瞳をした一いつ匹ぴきの黒くろ猫ねこがいた。

「グレーテル！」

「まったくあなた、変な趣しゆ味みよね。まあ、そっち方面へ誘ゆう導どうした責任は、感じなくもないけど。ここまで悪化するとは、思わなかったもんだから」

「わたし……あなたの予想を上回るほど、悪あく趣しゆ味みが悪化したの……」

　悪趣味の重じゆう症しよう化の事実に、軽く衝しよう撃げきを受ける。

　だが、衝撃を受けている場合ではない。目の前にはグレーテルがいる。あれほど捜さがし続けていたグレーテルだ。この機会を逃のがしてはならない。

　心は「ああ、わたしは悪趣味」と嘆なげいていたが、理性は油断なく働いた。

（とにかく、グレーテルを捕つかまえないと。せっかく、せっかく、目の前に！）

　黒猫と間合いを詰つめるため、じりじり足を動かしていた。

「ずっと捜していたの。でも見つからなくて。心配してたの。ずっとここにいたの？」

「まさか。気ままにやってたわ。あちこち行って」

「じゃあ、どうしてリリエンシルト宮きゆう殿でんに？」

「だって、あなたのお披ひ露ろ目め園遊会があるじゃない。さぞかし困るだろうから、おもしろいものが見られると思って、見物に来たの」

「え？」

「一日一時間程度なら、もとの体に戻もどれる事には気がついたんでしょう？　その状態でお披露目園遊会なんて、あなたが慌あわてふためくのは目に見えているもの」

「い、意地が悪い……」

　底意地の悪さに絶句するが、黒猫はきゃらきゃら笑った。

「知らなかった？　わたし、悪あく魔まがひれ伏ふすほどに意地悪なのよ。あなたが泣きべそかく顔が、みたくて仕方ないの。お腹なかがよじれるほど笑えるわよ、きっと」

「ひどい───っ！　もうもう、怒おこったから───っ！」

　涙なみだ目で怒いかりを宣言してみたが、その迫はく力りよくは、手乗りインコの威い嚇かくにもおよばない。そして思わず、グレーテルを捕まえようと前に飛び出した。

　だがグレーテルの黒猫は俊しゆん敏びんだ。きらりと目を光らせ、ぴょんと跳はね、背後の木の幹を一気に駆かけあがる。枝に乗り、長い尻尾しつぽをぴんと立てる。

「まあ、せいぜい怒ってよ。怒ったって、なんにもならないだろうけどね」

　黒猫が消えそうな気配を察し、フレデリカは焦あせった。ここでグレーテルを取り逃にがしたら、また彼女を捜すのに一苦労だ。彼女から姿を現したこの機会を、絶対に無む駄だにできない。

（今ここで、この状態で彼女を捕まえるのは無理。でも、せめて）

　焦りが、頭を回転させる。せめて次につながるなにかを摑つかまなければ、本物の間ま抜ぬけだ。

「待って！　待って、それは！　それは……不公平よ！　グレーテル！」

　咄とつ嗟さに、フレデリカは声をあげた。声をあげるのと同時に、一つの考えが閃ひらめいていた。

「不公平？　なにそれ」

　枝から飛び出す直前だった黒猫が、動きを止めてフレデリカをふり返る。

（引き留めた）

　フレデリカは、内心小こ躍おどりした。

「あなた、わたしが園遊会で慌てる様子を見るために来たのよね？　園遊会が終わるまでは、ここにいるのよね。だったらわたしは、絶対に、園遊会までにあなたを捕まえるわ」

「せいぜい、がんばりなさいよ。でも、それがなに？　なにが不公平だというの？」

「わたしだけ、チャンスをもらえるのは不公平よ」

「どういうこと？」

「あなたを捕まえることは、わたしには大きな成果よ。けれどあなたは逃げ切っても、なんの成果も得られない。あなたはわたしに追い回されるだけで、逃げ損でしょう？　不公平じゃない？　逃げ切ったあなたに、ご褒ほう美びがないなんて。だからあなたが逃げ切ったら、わたしがご褒美をあげる。あなたの望むものを」

　金の瞳で、黒猫はまじまじとフレデリカを見つめた。そして次の瞬しゆん間かん、笑いを爆ばく発はつさせた。

「なんてあなたらしい、馬ば鹿か馬ば鹿かしい、人のいい理論なの！」

「駄目？」

「いいわ！　あなたの言うように、逃げ損よりは、ご褒美をもらった方がいいものね。じゃあ、わたしが逃げ切ったら、ご褒美をちょうだい。わたしの勝ちは見えてるけど」

「なにが欲しいの？」

　しばし考え、黒猫は告げた。

「イザークが、肌はだにつけているものが欲しい。あれがいいわ、彼のピアス」

　その要求の意味するところを悟さとり、フレデリカの胸が、ずきりとした。

「わかった。じゃあ、あなたが逃げ切ったら、わたしが責任を持ってイザークからピアスをもらい受けて、それをあなたにあげる」

「約束よ」

「うん。約束する」

「わたしに会ったことは、イザークに言わないで。彼に、変な気を遣つかわれたくないから」

「でもイザークは、あなたのことを心配してる。ここにいるとわかれば、安心するはずなのに」

「わたしが嫌いやなの。いい？　もし話したら、わたしはすぐに宮殿から出て行くから。じゃあね、フレデリカ。ご褒美があるんだもの、わたしは捕まらないわよ」

　黒猫は枝から勢いよく跳ちよう躍やくし、生け垣の向こうへ飛び降りて消えた。

「……約束をした」

　安あん堵どの息をつく。この約束が、きっと次につながるはず。

（でも）

　眩まぶしい夏の太陽が、植え込みの葉に反射する。それを見つめつつ、フレデリカの心は痛む。

（イザークのピアスが欲しいって、グレーテルは言った。グレーテルは、きっととても、イザークが好き。彼が肌につけていたものを欲しがったのは、彼の側そばにいたいから。なのに逃げる。彼の側に行こうとしない）

　フレデリカは今、イザークの側にいられる。彼の気配や、声を感じていられることで安心するし、そのことが嬉うれしい。

　だからフレデリカと同じ思いを抱いだくグレーテルが、イザークと一緒にいられないことが苦しい。彼女の寂さみしさを思うと、胸が苦しい。

（どうしてなの？　グレーテル）

　この胸の痛みは、きっとグレーテルの痛みだ。彼女の痛みを感じてしまっている。

　痛みを抱くように胸の前で手を組む。すると、ふと疑問を感じた。

　グレーテルの痛みを感じる自分の胸の中には、どんな思いや望みがあるのだろうかと。

　グレーテルの望みは、フレデリカが王になること。そしてイザークのことが、とても好きなのだ。

　フレデリカは、どうだろうか。苦しいほどの恋こい心ごころが自分の中にあるだろうか。それが、よくわからない。イザークのことが、ほんのりと慕したわしいのは確かだ。彼が目的を果たせば、フレデリカの側からいなくなることを考えると、切ない。でもこれは恋なのだろうか。

　そして望みはと問われれば、これがよくわからない。

　今まで王女らしくあろうと努めてきたが、それは望みではなく義務だ。元のフレデリカに戻りたいとは思うが、真っ正面から本当にそう思うかと問われれば、目をそらしたくなる。グレーテルという庶しよ民みんの少女として生きることにも、フレデリカはたまに誘ゆう惑わくを感じるのだから。

（わたしは、なにを望んでいるの？）

　グレーテルに王になれと言われた。そして生まれながらに背負った義務を投げだしたくないから、王になりたいとは思う。だがそれは、本当にフレデリカ自身の望みなのだろうか。

　自分の思いも望みも、フレデリカはあやふやなままだ。







　翌日からは、体調不良ですと天使宮に引きこもってばかりはいられなかった。

　お披露目園遊会当日の、出で迎むかえや挨あい拶さつや、演奏される舞ぶ踏とう曲の順序など、段取りの確かく認にん。出席する予定の、他国の外交官や王族の名前と特とく徴ちようの暗記。身につけるドレスの仮かり縫ぬい。やってくる外国の客に失礼にならない程度の、最低限の挨拶をするための外国語のレッスン。

　ありとあらゆる、煩はん雑ざつな準備が目白押しだ。

「これから天使宮に、外務大臣エアハルト公こう爵しやくが来る。公爵が到とう着ちやくしたら、おまえはフレデリカ殿でん下かの姿に戻れ」

「はい」

「公爵からは、国外の来らい賓ひんについての説明がある。だが、それをまともに聞いていたら二時間は経たっちまうから、始まって二十分経った頃ころに、グロスハイムがおまえを呼びに行く」

　ベッドの上に座ったフレデリカは神しん妙みように頷うなずく。そして隣となりに座るイザークが差し出す、手書きの段取り表を覗のぞきこむ。

　今のフレデリカは、一日一時間しか王女フレデリカでいられない。そのためイザークとユリウスが、やるべきことリストを作成し、一日一時間のみ他人と接せつ触しよくするだけで、園遊会の準備を進めようと試みていた。

　今日から始まるのは綱つな渡わたりだ。一日一時間を有効に活用し、必要な段取りを誰だれにも怪あやしまれることなく、こなしていく必要がある。

「グロスハイムは、ドレスのことで王おう妃ひ様が至急フレデリカを呼んでいると言う。おまえはエアハルト公爵から、来賓について書かれた書類をもらい受けて退出しろ。当日までにこの書類を暗記しておくと約束すれば、この件は片付く」

「わかりました。それで終わりですか？」

「いや、エアハルト公爵が来るのと同じ時刻に、ドセット語の教師を呼んである」

「同時に？　なぜですか」

「エアハルト公爵の前から退室したら、部屋に来ているドセット語の教師から十分だけレッスンを受けろ。十分経ったら、疲つかれたから、自分の代わりにグレーテルという友人がレッスンを受けると言え。彼女は語学の天才だから、彼女がドセット語を習得すれば、ゆっくりと彼女からレッスンを受けると約束して、おまえは寝しん室しつにさがる。ちょうどその頃に時間切れになるはずだ。そこでグレーテルの姿で、入れ代わりにレッスンを受ける。教師は、このために雇やとわれた宮きゆう殿でんの外から通ってくる学者だ。グレーテルが何者か知らないから、いける」

　段取りを聞くだけで、不安の大だい洪こう水ずいだ。

（もし仮に、誰かの前でフレデリカ王女の体からグレーテルに引き戻もどされたら、大変なことになる。七日間死んだ後に生き返った王女というだけでも、曰いわくつきなのに。その上に度たび々たび、仮死状態になる奇き病びようの持ち主……という噂うわさでもたてば、そんな危あやうい王女に王位継けい承しようをさせることに疑問の声があがるはず）

　王位継承権を剝はく奪だつされたなら、フレデリカは生しよう涯がい、もとのフレデリカには戻れなくなる可能性が高い。王女の器うつわは、空のままだ。そしてフレデリカは、グレーテルとして生きるしかない。

（グレーテルとして生きることは、もしかしたら幸福なのかもしれない。けれどそんなことをすれば、グレーテルももとに戻れない。グレーテルの両親は、ずっと本物のグレーテルを抱だきしめられない。そしてわたしは、生まれながらに背負った義務を放ほうり出すことになり、誰かに押しつけてしまう）

　それは選んではならない道だ。けれど義務感から来る思いだ。自分の望みではない気もする。

（わたしは、自分の望みすらもこんなにあやふやだから、馬に対してすら主あるじらしくできないのかもしれない。強気になれなくて、自信も持てないのかもしれない）

　すこし考え込んでしまったらしい。

「できるか？」

　心配げに顔を覗きこんで問われた。彼の瞳ひとみの薄うす紫むらさきは、とても美しい。その美しさが、急に切なくなった。昨日やっと姿を見せたグレーテルは、イザークを求めながら、なぜか彼に近づこうとしない。そのことを思い出す。

「グレーテルに……」

　思わず口にすると、イザークが不ふ審しんげに片かた眉まゆをあげる。

「グレーテル？　あいつが、どうした」

「い、いえ。なんでもありません。がんばります、わたし。うまくやります」

　約束のことを思い出し、慌あわてて首を振ふった。

　イザークは無言でフレデリカの横顔を見つめていたが、ベッドから下りると、彼女の前に跪ひざまずく。フレデリカの手を握にぎる。そうされると、いつもどきりとする。

「不安か？」

　訊きかれた声がとても優やさしく感じて、フレデリカの頰ほおがうっすら染まる。

「いいえ……。いえ、はい。……すこし……」

「不安はわかる。だがうまくやれるだろうと信じてる。俺がついている。何かがあれば、俺がなんとかしてやれる。俺は魔ま術じゆつ師しだ、任せろ」

「ありがとうございます。あの……、はい。わたしも、信じます」

　毎回、こうやって互たがいの思いを言葉で確認するのは恥はずかしい。だが同時に、嬉しくて舞まいあがりそうなのだ。イザークはどんな気分で、こんな言葉をくれるのかわからない。けれど彼の言葉は本心だからこそ、毎回フレデリカはもとのフレデリカに戻れるのだ。

（できれば、ずっと彼にいてほしい……）

　そんな思いが心に浮うかぶが、贅ぜい沢たくだと首を振る。ずっと側にいて欲しいなんて、図ずう々ずうしく頼たのめる度胸はない。

　フレデリカの心の乱れもしらぬげに、イザークは恭うやうやしく、フレデリカの手に口づけた。







　そして、それから三十分後。天使宮の一室で、ある攻こう防ぼうがはじまった。







「エアハルト公爵。この書類は頂いて参りますから」

「いえいえ、フレデリカ殿下。わたくしめが、また参上してご説明しますから、お持ちにならなくて結構です。次の機会に」

「再びご足労頂くのは気の毒です。大だい丈じよう夫ぶです。わたし一人で暗記しますから」

「そんなお可哀かわい想そうな」

「平気です。だから頂きます！」

「そんな、殿下」

「頂きます！　というか、ください！」

　微レツ笑ヒエのルン天使エンゲルの末まつ裔えい、外務大臣エアハルト公爵は、丸顔に微笑は浮かべていたが、明らかに困こん惑わくしている。その困惑顔の微笑の天使と、エーデルクライン王国王女フレデリカは、数枚の資料の端はしと端を握って、ぎりぎりと引っぱりあっていた。

　来賓たちの資料を手に、エアハルト公爵は天使宮にやってきた。フレデリカはエアハルト公爵から説明を受けはじめ、それが始まって十分後、手はず通りユリウスが、フレデリカを呼びにやって来た。

　ここまでは順調だった。

　しかし退出を機に資料を受け取ろうとしたフレデリカに、エアハルト公爵は無用な（この場合、迷めい惑わくな）気き遣づかいをして、いっこうに資料を渡わたしてくれないのだ。

　互いに譲ゆずらぬその様子を目の前で見ていたユリウスは、小首を傾かしげる。

「いっそ、半分に破っちゃいますか？」

「ユリウス君！　これは、わたしの部下が作成した、血と汗あせと涙なみだの結けつ晶しようの、外交官や王族たちの名前や容姿、性格、趣しゆ味み嗜し好こう、愛人の数までも詳しよう細さいに記録された資料ですよ！」

　天てん真しん爛らん漫まんで阿あ呆ほうの騎き士し団長として噂の高いユリウスが、本気で資料を引きちぎると思ったらしいエアハルト公こう爵しやくは、蒼そう白はくになる。まん丸い顔とあいまって、真冬の青ざめた月に見える。

　テーブルに置かれた時計に目をやり、フレデリカは焦あせった。フレデリカ王女の体に戻って、既すでに四十分が経過している。このままでは、この後のドセット語教師に会えなくなる。

「とにかく、頂きます[image: ]」

　焦りのあまり、フレデリカは力任せに資料を引っぱった。そのままでは破れると思ったらしいエアハルト公爵が力を緩ゆるめ、フレデリカは見事に資料を勝ち取った。

　フレデリカは小鼻を膨ふくらませ、内心で「やった！」と、拳こぶしを突つき上げる。

　が、エアハルト公爵が、

「で、殿でん下か？」

　と、困惑ここに極きわまったような顔で呆ぼう然ぜんとしているので、はっとした。

　資料を胸に抱かかえると、フレデリカは可愛かわいらしい微笑を作って小首を傾げる。背中には冷や汗をかいていたが、とりあえず取り繕つくろう。

「エアハルト公爵。ありがとうございます。お気遣い、感謝いたします。でも、ご迷惑はおかけできませんもの。わたし一人で、覚えます」

　目をぱちぱちさせ、無む邪じや気きな表情をすると、困惑顔だったエアハルト公爵の目がとろりと嬉うれしそうに細まった。それを好機とばかり、

「では、ごきげんよう！」

　フレデリカはきびすを返し、ユリウスと共に部屋を飛び出す。

　扉とびらの外には仮面をつけたイザークがいた。彼は焦ったように、鋭するどく囁ささやく。

「ドセット語教師は部屋にいる。残り時間、十分だ。すぐにきりあげろ」

「はい！」

　階段を駆かけあがり、早足に自分の部屋に飛びこむ。するとそこには、小こ柄がらで、目をしょぼしょぼさせた白はく髪はつの老人がいた。ドセット語の教師だろう。

「遅おくれて申し訳ございません、先生。フレデリカです。ご教授、よろしくお願いいたします」

　乱れる息を悟さとられないように、躾しつけられた仕草でドレスの裾すそを摘つまんで優ゆう雅がに礼をする。

　が、白髪の教師は、動かない。

「あ、あの？　……先生？」

　寝ねているのかと思えたが、しっかり目は開いているし、フレデリカを見ている。

　と、やっと教師が口を開く。

「ああ、はい。小生が」

　そこで言葉を切り、教師は沈ちん黙もくした。「はて？」とフレデリカが首を傾げると、

「ドセット語研究者……」

　そこでまた、間があり、

「カーンと申します」

　と、続いた。

　フレデリカは青ざめる。

（大変！　このお方は、とってもゆっくりテンポなお方だわ！）

　十分間レッスンを受けるふりをして「ああ、集中できません」「疲つかれました」と理由をつけて席を立ち、グレーテルと交代する。そんな計画が総そう崩くずれだ。この調子では、レッスンが始まるまでに十五分はかかる。急がねばならない。

「では、さっそくで申し訳ないのですが、先生。レッスンをお願いいたします。わたし、疲れているものですから」

　フレデリカが先導し、さっさと段取り通りにすすめる必要がある。そう判断し、退席の布石を打ちつつも促うながした。

　しかし教師は、またしばし動かない。

「あ、あの？　先生？」

「ええ。はい。では」

　教師はゆっくりゆっくりとテーブルに近づくと、「はてな？」と、のんびり首を傾げ、重ねられたテキストをぱらぱらっとめくり、顔をあげ、フレデリカを見る。

「では、殿でん下か。どちらのお席にお座りに？」

（ああああっ、これは確実に、レッスン開始まで三十分！）

　イザークもユリウスも、扉の外に控ひかえている。相談する暇ひまはない。

（これでは、レッスンをうける時間はない。無礼だけれど、仕方ない）

　そう判断したフレデリカは、強きよう硬こう手段に出ることにした。

「申し訳ありません。先生。なんだか、だんだんと疲れが増してきました！　わたしはレッスンを受けられそうにありませんから、代わりに……」

　そこまで口にしたとき、いきなり背後に力任せに突き飛ばされるような衝しよう撃げきに襲おそわれ、目の前が真っ暗になった。この感覚は、ここ数日で慣れていた。

（引き戻もどされる！）

　フレデリカはその場に突とつ然ぜん、ばったり倒たおれた。これにはさすがののんびり教師も焦ったらしく、慌あわてて走りより、フレデリカを抱だき起こした。だが当然、フレデリカの呼吸は止まり、脈もなくなっていた。教師は蒼白になり、震ふるえる声で悲鳴をあげた。

「だ、だ、誰だれか……！　殿下がっ……！」







　勢いよく突き飛ばされ、真っ暗な場所に放ほうりこまれた感覚の後に、フレデリカは急いで目を開く。フレデリカは、寝しん室しつのベッドの上にあるグレーテルの体に戻っていた。

　続きの間になっている居間から、ドセット語教師の慌てふためく声が聞こえた。

（しまった！）

　どう対処するべきかわからなかったが、フレデリカはベッドを飛び降りて居間へ走った。

　フレデリカが居間へ飛びこむのと、廊ろう下か側の扉から、イザークとユリウスが駆け込んできたのは同時だった。

「イザーク！」

　半泣きでフレデリカが助けを求めると、状じよう況きようを見て取ったイザークは鋭く命じた。

「グロスハイム、部屋の前で見張れ！　誰も近づけるな！」

　天使宮には、イザークとユリウスしか常じよう駐ちゆうする臣下はいない。しかし人の出入りを皆かい無むにはできない。召めし使いや侍じ女じよ、侍じ従じゆうたちが、用事のために頻ひん繁ぱんに顔を出す。

　こんな状況を見られれば、一大事だ。

　イザークがなにをするつもりか、フレデリカにはわからない。きっとユリウスにもわからないだろうが、彼はイザークの言葉に頷うなずき、廊下へ出ると、外側から扉を閉める。

　大混乱で、ひぃひぃと悲鳴のような声をあげているドセット語教師に、イザークは近づく。そして跪ひざまずいている教師の首筋に、右手人差し指で触ふれた。

「汝なんじの魂たましいに告げる。鎮しずまれ！」

　静かで鋭い声に反応し、イザークの薄うす紫むらさきの瞳ひとみがアメジストの濃こさになる。

　それと同時に、ドセット語教師の声が止やみ、震えている体の動きが止まる。

「イザーク、これは」

　フレデリカが問いかけると、イザークが左手で唇くちびるに触れる。沈黙を要求する仕草に、フレデリカは口を噤つぐみ、壁かべに背をつけた。

（そうだ。彼は、湖水の魔ま術じゆつ師し。人の魂に働きかけ、精神や記き憶おくを操あやつる）

　イザークは動きの止まった教師の前に回り込み、教師が支えるフレデリカの体を抱だき上げ、寝室のベッドの上へ移した。そしてまた居間へと戻ってきたが、その間もドセット語教師は、ぼんやりと目を開き動かないままだった。

　その教師の前に再び膝ひざをつくと、イザークは人差し指で相手の額に触れる。目を半眼にする。瞳の輝かがやきが増す。

「我の教えるものこそ、真実。記憶し、信じよ」

　操られるように、教師がゆっくりと頷く。

「王女フレデリカは、疲れのために退出した。そのかわり王女の友人グレーテルが、あなたのレッスンを受ける。レッスンは、友人グレーテルから王女へと行われる。よってあなたは、グレーテルにレッスンをすることで、職務をまっとうできる」

　また、ゆっくりと教師は頷いた。するとイザークはふと息をつき、立ちあがり、フレデリカに向かって顎あごをしゃくる。

「おい、着席しろ。これでレッスンが受けられるはずだ。こいつが正気に戻ったら、レッスンを始めろと、当然のような顔をして促せ。自然にな」

　フレデリカは命じられるまま、テキストの置かれたテーブルの椅い子すに着席した。

　イザークは廊下側の扉とびらの前へと移動した。そして床ゆかに座る教師の背中を見つめながら、一つ大きく手を打ち鳴らす。

　その音に、教師がびくりとして立ちあがった。そして、

「あ、あれ？」

　と、目を瞬またたく。イザークは一礼し、扉を出た。

　教師と目が合ったフレデリカは、引きつる笑え顔がおで口を開く。

「先生？　どうされましたか？　レッスンをお願いいたします」

「あ、ああ。はい」

　教師はテーブルに近づくと、テキストを手にする。

「グレーテル様、でしたね」

「はい」

　安あん堵どしながら返事をし、フレデリカはイザークが出ていった扉をちらりと見やる。

（先生は完かん璧ぺきに記憶を操られている。助かった。魔術師の力というのは、すごい。でも彼が味方でいてくれるからこそ、すごいなんて喜んでいられる……）

　イザークはフレデリカに悪意を抱かないと、信しん頼らいしている。だから怖こわいとは思わない。けれど彼の能力が、実際の人間にどのように作用するかを目まの当たりにすると、その能力が有効なだけに、能力に対する畏い怖ふを感じる。

　建国伝説の湖水地方の魔術師が、なぜ悪あく魔まになぞらえられたのか、わかった気がした。

（人々は、魔術師を恐おそれたんだ。きっと）




　　　　[image: ]




「感心したよ、シュルツ！　見直しちゃったね。魔術師って、死神と漫まん才ざいするくらいしか能力がないと思ってたから！」

　イザークが部屋を出ると、扉の前にいたユリウスが、明るい笑顔ではしゃいだ声を出す。すこし頭痛がするイザークは、腕うで組ぐみして壁にもたれる。眉まゆ根ねを寄せた。

「それは、褒ほめてるのか。馬ば鹿かにしてるのか」

「やだなぁ、褒めてるに決まってるじゃない。こんなに簡単に記憶を操れるなら、ミュラー公こう爵しやくの記憶もちょいちょいっと操ってよ。フレデリカを全面的に信頼するように」

「簡単な記憶の改ざんなら、矛む盾じゆんを起こさない。だが複雑な事情がある記憶の改ざんには、どんなに慎しん重ちようを期しても矛盾が生じる。本人が矛盾に気がつけば、矛盾を修正しようと試みるから、結局、改ざんも無に帰する。ミュラー公爵の記憶の改ざんは無理だ」

「なんだ残念。あ、でも僕がミュラー公爵に向かって『バーカ、バーカ。間ま抜ぬけー』とか言って逃にげても、その記憶なら消してくれるんだ」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔に、げんなりする。

「したくはないが、可能だ」

　するとユリウスの瞳が、すっと冷える。

「なら、公爵を殺した現場を誰かに見られても、目もく撃げき者の記憶を消すこともできるわけだよね」

　イザークは狂きよう犬けんの目を睨にらむ。

「グロスハイム。俺は無む闇やみに、おまえの後始末をする気はない」

「そうだろうね。でも、始末せざるをえない状況ってのも、あるよね。シュルツ」

　舌打ちし、イザークは壁から背を離はなす。

「おまえと話していると頭痛がひどくなる。フレデリカの部屋の見張りを、頼たのんだ。外の空気を吸ってくる」

　イザークは天使宮を出ると、裏手に広がるバラ園に踏ふみこんだ。

　バラの花はすっかりなくなっていたが、青々とした葉が美しく庭園内を満たしていた。眩まぶしい日ひ射ざしをさけ、イザークは白大理石の四阿あずまやに入り、椅子に座りこむ。

　頭痛がしていた。魔ま法ほう陣じんや水すい晶しよう、聖石など、文字の力や道具の力を借りる魔ま術じゆつは、魔術師には負担が少ない。文字や道具が、力を増ぞう幅ふくするからだ。

　しかしさっきの場合のように、咄とつ嗟さに魔術を使おうとしたとき、文字や道具を準備できなければ、魔術師そのものの力を使うしかない。それは魔術師には、かなりの負担だ。

　この頭痛は、自らに負担をかけた結果だ。

　魔術はそれほど便利ではなく、また魔術師にとって安全ではない。

「おっと、これは。アンドレ・アフリア様、だったかな？」

　声がした。背後をふり返ると、癖くせの強い黒くろ髪かみと黒い瞳の商人、グスタフ・カウスマンがにやけた顔で、バラ園の通路をこちらに向かって来る。

「カウスマン。なぜリリエンシルト宮きゆう殿でんにいる？」

　頭痛のせいもあり、彼の気配に気づけなかった。不覚に舌打ちしながら立ちあがり、顔に手をやり、仮面の感かん触しよくを確かめる。顔を隠かくしていたのは幸いだった。

「あんたたちと一いつ緒しよに、宮殿に入ったろう？」

「商品の運び入れは、一日で充じゆう分ぶんなはずだが」

「園遊会の準備で、不足するものが日々、山のように出てくる。俺は園遊会の準備が整うまで宮殿に留とどまり、注文される品を日々、カウスマン商会へ発注する仕事がある。暫しばらく留まるようにと、仰おおせつかっているんでね」

　隊列を組んで商品を運んでいたとき彼は武装していたが、今は丸まる腰ごしだ。宮殿内なのだから当然だろう。しかし平民であるとはいえ、下手な貴族よりも財力があると言われる商人だけあり、貴族に対して、へりくだりがない。彼が礼れい儀ぎ正しく振ふる舞まう相手は、六公爵と王族以外にはないのだろう。そしてそれを許されるだけの財力があるのだ。

　宮殿内へ留まるはからいを鑑かんがみても、貴族ではないにしても、それと同等の扱あつかいを受けている。

　イザークも第三騎き士し団に勤めていたときは、名めい誉よ騎き士しという称しよう号ごうを与あたえられていた。きっとカウスマンは、事実上の名誉貴族だ。

「商人が、こんな奥まった場所にある天使宮に来る用事はないと思うが」

「グレーテルが、フレデリカ王女殿でん下かに仕えていると聞いてね。顔を見に来たんだ。近ちか頃ごろ、彼女に避さけられているみたいでね」

「恋こい人びとなのか？」

「口説いてるんだが、駄だ目めだな。どうしても諦あきらめきれない男がいるみたいだ」

　わずかだがイザークの心が痛む。イザークは気がつかないふりをしていたが、グレーテルがずっと好きな男が誰だれなのか、薄うす々うすわかっていた。

「グレーテルとは、いつ知り合った。どこでだ」

「おやや、なんでそんなことを気にするんだ。アンドレ・アフリア。あんたたちは、やたらとグレーテルを気にしてるよな」

　探さぐるような言葉に、イザークは口元を歪ゆがめて笑う。

「さあな。おまえと同じかもしれないぞ」

「おっと、そう来るかい？　お貴族様が、台所番に恋こいをしたか？　ロマンティックだな」

　笑うと、グスタフはひらりと身をひるがえす。

「やめた。退散する。恋こい敵がたきがいたんじゃ、グレーテルに会えそうもないからな。グレーテルによろしく伝えてくれ」

　グスタフの広い背中を見送りながら、様々な疑念が渦うず巻まく。

　カウスマンとグレーテルは、どんな関係なのか。そしてカウスマンと遭そう遇ぐうするきっかけになった、盗とう賊ぞくに見せかけた何者かの襲しゆう撃げき。彼らの目的は、フレデリカかグレーテルか。

　もしフレデリカやグレーテルの命を狙ねらう者があるとするならば、先のケルナー事件と関かかわりがないとは思えない。

（ケルナー事件の黒幕はわからずじまいだ。……そして、奴やつの生きている可能性が捨てきれない……カルステンス侯こう爵しやく。グレーテルに疑ぎ惑わくを抱いだき続けているミュラー公爵の動きにも、注意が必要だ。そしてフレデリカの一時間王女の有様も、隠し通さなくてはならないとはな）

　疑念と、山積みの問題を前に、頭痛がひどくなりそうだった。
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「……疲つかれた」

　フレデリカは、ぐったりと長なが椅い子すに伏ふせていた。本当ならばベッドで眠ねむりたいところだが、自分の空っぽの体がベッドを占せん領りようしているので、長椅子で眠ることを余よ儀ぎなくされていた。空っぽの自分の体と一緒に寝ねてもいいのだが、正直、自分と添そい寝はあまり夢見がよくない。

　リリエンシルト宮殿に帰って、既すでに十一日。

　一時間王女として、周囲の目を誤ご魔ま化かす方法にも慣れてきた。だがやはり、毎日が冷や汗あせの連続。今日もドレスの仮かり縫ぬいが長引き、あわやというところで、ユリウスが仮縫い現場に乱入してフレデリカを連れ去るという、荒あら技わざをやってのけてしまった。

　仕立屋や侍じ女じよはぎゃあぎゃあ騒さわぐし、その後、フレデリカ殿下とユリウスは情熱的に愛し合っているとか、わけのわからない噂うわさ話ばなしになったが、致いたし方ない。

（でもこの綱つな渡わたりも、あと二日。明後日あさつての園遊会さえ乗り切れば、コーゼル城へ帰れる）

　園遊会の準備で右往左往しているので、黒くろ猫ねこを捜さがしに行く時間がほとんどない。隙すき間まの時間を見つけ、あちこちうろついてみても、黒猫の影も形もない。考えてみれば広大なリリエンシルト宮殿内で、猫一いつ匹ぴき捜すのがどれほど困難か。

（それでも、捕つかまえるって約束したんだもの。捜さなきゃ）

　明日は、フレデリカとしての仕事がない。明後日の園遊会へ向け、体と気持ちを休める時間がとれるように、イザークが調整してくれたのだ。

　しかし時間があるのだから、明日は一日かけて、執しゆう念ねん深くグレーテルを捜そうと決心する。

　顔をあげて窓の方へ視線を向けると、夏の星座が瞬またたく夜空が見えた。

　開け放たれている窓の外から、バラ園で鳴く虫の音が涼すずしげに聞こえる。

　突とつ然ぜん、虫の音が止やんだ。不ふ審しんに感じ、長椅子の上に四つん這ばいになり窓の外を覗のぞく。するとバラ園の通路を歩む人ひと影かげが見えたので、身を縮めて長椅子の背もたれに隠れた。

「あれは……ミュラー公こう爵しやく」

　天使宮の窓という窓に目を配り、ゆっくりと歩んでいたのは天秤の天使。陸軍大臣ミュラー公爵だった。彼はまだ、グレーテルを追つい及きゆうすることを諦めていないのだ。だからこうやって、天使宮を監かん視ししているのだろう。

（でもだからこそ、ミュラー公爵は王国に必要なお方。忠実すぎるほどの臣下なんだ）

　フレデリカとグレーテルに疑いの目を向け、追及の手をゆるめないのは、ひとえに彼が、王国の安あん泰たいを願っているからだろう。だからこそ王女にすら疑いの目を向ける。

（わたしを監視するのはミュラー公爵の責務で、王国にとって必要なことなのだとわかってる。わかっていても、やっぱり……こうやって見張られるというのは……すこし、怖こわい）

　神経が、ぴりぴりと震ふるえるようだ。監視を続けられる緊きん張ちよう感かんと、一日一時間の自分に戻もどり、周囲を欺あざむくために気を張り続ける緊張感。

　フレデリカは幼い頃ころから、天使だ宝石だと褒ほめそやされ、美しい箱の中で眠らされていたようなものだった。ぽつりと孤こ独どくで、感情が激しく揺ゆさぶられることもなかった。

　ちょっとした不安や哀かなしみを感じれば、そら豆人形を抱だいていれば治まった。

（だめだ、心を落ち着けないと。そうだ、そら豆人形。そら豆を抱けば……）

　長椅子を下り、衣装ケースをあさる。するとドレスの海の中から、伝説の海かい獣じゆうのように、ぽかりとそら豆人形が顔を出す。抱き上げると長椅子に戻り、抱きしめて毛布にくるまる。

　ユリウスとイザークは、毎晩交代でフレデリカの部屋の前で、寝ずの番をしている。リリエンシルト宮殿へ帰き還かんする道中に賊ぞくに襲おそわれたことを、彼らは気にしているようだった。彼らが宮殿内部でも警けい戒かいを怠おこたらないのは、あの賊が、ただの盗賊ではないからなのだ。

（わたしか、もしくはグレーテルの命を狙う者がいる。どちらが狙われているにしても、理由は？　いったい、なんのために）

　いくらそら豆人形を抱きしめても、眠ねむ気けはやってこない。

　いくらそら豆人形を抱きしめても、以前のような安あん堵ど感かんがやってこない。

　不安が大きすぎて、自分が務めるべき役目が大変すぎて、そら豆人形の力ではもはやどうしようもないのかもしれない。

　そら豆人形の癒いやしの力がおよばないことが、哀しい。そら豆人形に、そっぽをむかれた気がする。

（ねぇ。なんでなの、そら豆人形？　抱きしめてるのに。どうして安心できないの？）

　じわりと涙なみだが出る。すんすんと洟はなをすすり、一層強く、そら豆を抱きしめる。

　その時、扉とびらが開いた。丸まって洟をすすっていたので、扉の開く音にも、人が部屋に入ってきた気配にも気がつかなかったが、

「どうした？」

　イザークの声がしたので、びくりとして長椅子の上で体を縮めた。

　今夜はイザークが、扉の前で寝ずの番をする日だ。扉の外にいた彼に、洟をすすり上げる音が聞こえてしまったのだろう。

「……なんでも、ありません」

　何が起こったわけでない。ただフレデリカは疲れていて、不安で、眠れないだけだ。

　眠れないことが情けなくて、思わず涙が出ただけだ。呆あきれるほどに、他愛たわいない涙なのだ。

　そんな涙を流していたことを知られるのが恥はずかしくて、フレデリカは毛布に顔を埋うずめた。そしてそら豆人形も、しっかり毛布の中に隠かくす。これだけは見られたくない。

「泣いていたのか？」

「大だい丈じよう夫ぶです。たいしたことではないんです。ただ眠れないのが、哀しくて」

「子供みたいだな」

　呆れたようなため息に、フレデリカは一層申し訳なくなり、身を縮めた。

「すみません。おとなしく寝ます」

「グレーテルも昔、寝られないと泣きべそをかいてたな。まあ、たいがいすぐに寝たけどな」

「……そんなとき、グレーテルはどうやって眠っていましたか？」

「俺が添い寝してやった」

　がっかりした。フレデリカが眠るための参考にはならない。しかし、添い寝とは。フレデリカにとっては未知の経験だ。単なる好こう奇き心しんから質問する。

「添い寝なんて、狭せま苦くるしくないんですか？」

「子供だからな。小さいから邪じや魔まじゃない。王女殿でん下かのベッドは、そんなに小さかったのか？」

「添い寝なんて、してもらったことはありません。小さな頃は、乳母うばがわたしをベッドにいれて灯あかりを消して、部屋を出ます。すこし大きくなってからは、教育係の公爵夫人か侍女が、わたしをベッドにいれて、灯りを消して部屋を出ます」

「暗くら闇やみで一人か？　小さな子供が、よく怖こわがりもしなかったな」

「怖かったです……とても」

　今は暗闇なんて怖くない。けれど幼い頃は、とても怖かった。ベッドの中でよく泣いた。時には大きな声をあげて、乳母や侍女や、公爵夫人の名前を呼んだ。けれど誰だれも扉を開けて入ってくることはなかった。それはしきたりで、王女は夜、一人で眠らなければならなかったからだ。灯りをつけて眠ることも許されない。

　様々な人の名前を呼び続け、けれど誰も来ることはなくて、フレデリカはたいがい夜明け前に疲れて眠っていた。

　そら豆人形をグレーテルにもらってからは、心強かった。そら豆人形を抱だいていれば、怖さがやわらいだ。怖がらずに眠れるようになった。

　けれど今は、そら豆人形を抱いていてすら眠れない。

　またあの時の暗闇に、時間を超こえて迷いこんでしまったような気さえする。

　丸まっていると、イザークの靴くつ音おとが長椅子に近づいてきた。長椅子が軋きしんだ。イザークは長椅子に上がると横になり、フレデリカの体を背後から、毛布越ごしに抱き込んだ。

「……えっ!?」

　驚おどろきのあまり飛び起きようとしたが、イザークが背後からしっかりフレデリカの体を抱きしめているので動けなかった。

「イザーク……、い、いったい。これは……？」

　声が震えた。対してイザークは、淡たん々たんと答える。

「俺が一いつ緒しよにいてやる、朝まで」

　淡々としていても、答えた彼の吐と息いきが首筋に触ふれ、背中にぞくりと快感に似たものが走る。フレデリカはそれに狼狽うろたえた。

「な、なんで。一緒に……？」

「ただの添い寝ねだ」

「あ、添い寝。でもでも、わたしは子供ではありませんし」

「子供の頃の分だ。ごちゃごちゃ言わずに寝ろ。俺も、椅い子すの上に一晩座っているよりは楽だ」

　恥ずかしさに全身が火ほ照てり、密ひそかに抱かかえたそら豆人形が燃え尽つきるのではと心配になるほどだった。ハーブの香かおりがする。彼の吐息の香りを強く感じる。こんな状態では寝るどころではないと思った。

　しかし暫しばらくすると、不思議と全身の力が抜ぬける。イザークが、小さな子供をあやすようにフレデリカの頭を撫なでてくれたからだ。

「おまえが疲つかれているのも、気を張っているのも知ってる。眠ねむる時くらい、安心して眠れ」

「イザークは、グレーテルが元の姿に戻れば、もうわたしの側そば仕づかえをしなくてすみますよね」

　包み込まれる感覚が甘えを許してくれる気がして、普ふ段だんは確かめられないことを訊きいていた。

「そうだな。コーゼル村に帰って、細々と暮らす」

「でも、もしできるなら。グレーテルが元に戻っても、ずっと……」

　ねだるように言いかけて、自分の甘える声が恥ずかしくなる。自分は、こんな贅ぜい沢たくが言える立場ではない。

[image: ]

「グレーテルが元に戻っても、なんだ？」

「なんでもありません。忘れて下さい」

「疲れてるはずだ。眠れ」

　囁ささやかれたときには、とろりと瞼まぶたが重くなっていた。心地ここちよかった。

　魔ま術じゆつ師しは、幼かった頃ころの、過去のフレデリカを慰なぐさめようとしていると感じた。彼の声は優やさしい。きっとこれは彼の魔術に違ちがいない。
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　毛布にくるまり泣いているフレデリカが、幼子のように思えた。

　寂さみしい王女殿下の「怖こわかったです」という、たった一言の告白が胸に響ひびいた。幼い彼女は、たくさんの怖い夜を過ごしたのだ。だから彼女が満たされないままに成長し、その満たされない部分が幼さとして彼女の中に残っているような気がした。

　抱きしめてやりたくなったのは、イザークもまた、幼い妹をあやしていた頃のことを思い出したからだ。もっと可愛かわいがってやりたかったのに、妹は死んでしまった。可愛がってやれなかった分はイザークの中で満たされない部分となって、残っている。

（だからこれは、お互たがい様だ）

　そう結論づけ、フレデリカを抱きしめることを自分に許していた。
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　どのくらい眠った頃だったろうか。心地よい温かさが、ふと消えたことで目が覚めた。

「……イザーク？」

　と、呼びかけたとき、手で口を塞ふさがれた。わずかな星明かりのおかげで、イザークがフレデリカの口を手で塞いでいる姿が見えた。彼は、続きの間になっている隣りん室しつの扉を睨にらんでいる。

「バルコニーに、人の気配がした。ここを動くなよ」

　イザークは小声で囁き、長なが椅い子すからおりると寝しん室しつの扉へと向かった。イザークの動きはすべるようで、一いつ切さい音を立てない。

　フレデリカは長椅子の上に縮こまって座り、物音に耳を澄すました。隣室のバルコニーあたりで、囁きかわす声がする。数は二人か。

「行くぞ」と、何者かのひそめた声がして、窓を開く気配がした。

　風が寝室の中に吹ふきこみ、カーテンが煽あおられて壁かべに擦こすれる音がした。

（賊ぞくが!?　寝室には、わたしの体が……！）

　イザークは胸の脇わきに隠してあるホルスターから拳けん銃じゆうを抜き、撃げき鉄てつを起こして右手に構える。左手は寝しん室しつの扉とびらのノブにかかり、いつでも飛び出せる体勢を作る。その時、

「これは、死んでいるのか!?」

「まさか誰かが先に!?」

　寝室から、賊の驚きの声があがる。その瞬しゆん間かん、イザークは扉を開き、同時に拳銃を撃うった。

　悲鳴が上がり、乱れた足音がバルコニーへ向けて駆かけた。

　フレデリカももはや我が慢まんならず、長椅子から飛び下りて寝室の出入り口へ向かった。

　イザークが拳銃を構え、ベッドに横たわるフレデリカの体を守りつつ、逃にげ去る二つの影かげに向かって、もう一発銃を撃つ。弾たまは外れ、バルコニーの手すりに当たって弾はじける。賊は、のぼるときに使ったらしい縄なわをつたって、一気に地面へ下りる。

　イザークはバルコニーまで追ったが、その場にフレデリカを残しておけないと思ったのか、賊を目で追いながら大声で叫さけぶ。

「グロスハイム！　起きろ！　賊だ、追え！　バラ園だ！」

　すると一階の掃はき出し窓まどから、シャツ一枚の軽装ながらも、サーベルを手にしたユリウスが飛び出してきた。彼はバラ園を逃げる二つの人ひと影かげを見つけたらしく、俊しゆん敏びんに駆け出す。

　フレデリカは膝ひざが震ふるえていた。

　まさかリリエンシルト宮きゆう殿でんの、しかも天使宮に、侵しん入にゆう者があったなど信じられなかった。

　しかも賊の会話の断だん片ぺんから、彼らは、フレデリカの命を狙ねらっていたとわかったからだ。

　彼らはフレデリカの命を狙うために侵入した。しかし空っぽのフレデリカの体を見て、死んでいると勘かん違ちがいした。その動どう揺ようがあったからこそ、フレデリカの体は無傷でいられたのだろう。

「わたしの……。フレデリカ王女の命が、狙われたんですね……」

　扉にしがみつきながら、フレデリカは問う。

　イザークはバルコニーから室内に入り、フレデリカの空っぽの体が無傷なのを確かめる。そしてフレデリカの方へ歩いてくるが、その途と中ちゆう、床ゆかに落ちていた白っぽい布を拾う。

「そうだな。おまえを狙った。リリエンシルト宮殿へ帰き還かんするときに盗とう賊ぞくに襲おそわれたが、あれは盗賊に見せかけた何者かの手先。狙ったのは王女殿でん下かかグレーテルか、どちらか。そう考えていたが、今のではっきりした。おそらく今の連中は、先に襲ってきた連中と同じだろう。奴やつらの目的はフレデリカ王女殿下の暗殺だ」

「国王陛下暗殺の次は、わたしが？　誰だれが、いったい。ケルナー伯はく爵しやくは死んだのに」

「この紋もん章しように覚えはないか。さっきの奴が、落としていった」

　イザークは、床から拾い上げた布をフレデリカにさしだした。それは騎き士したちが、自らの主君が誰かを示すために、肩かたに縫ぬい留める小さなスカーフだ。そこには主君の家か紋もんが刺し繡しゆうされるのが常だ。そしてそこに刺繡されている紋章に、フレデリカは覚えがあった。

「これは……、これは。カルステンス侯こう爵しやく家の家紋です」

　背筋が寒くなる。五年前、国王への反逆の罪で当時の当主、カルステンス侯爵がロートタール監かん獄ごくに収しゆう監かんされ、カルステンス侯爵家は断絶となった。そしてカルステンス侯爵はロートタールで、つい先さき頃ごろ、獄ごく死ししたのだ。五年前まだ十一歳だったフレデリカの耳には、カルステンス侯爵の犯おかした罪がどんなものなのか、知らされることはなかった。

　しかし王国に仇あだなす者と判じられたのは確かであり、そしてイザークの妹を殺したかもしれない人物なのだ。その人物の家紋を、なぜ暗殺者が持っているのか。主君を示す印となる、スカーフという形で。

「これは、わざと落としていったのでしょうか」

「存在を誇こ示じするためだろう。なぜ誇示しようとしているかは、謎なぞだが……。ただ、やはり。カルステンス候か」

　フレデリカは不ふ穏おんな事実に恐きよう怖ふを感じていた。

　沈ちん黙もくが落ちた。するとその沈黙を破る声が聞こえた。

「何事かあったのか！　銃じゆう声せいがしたぞ。グロスハイムはいるのか!?」

　階段下のあたりから聞こえたのは、ミュラー公こう爵しやくの声だった。

「なぜミュラー公爵が」

　イザークの呟つぶやきに、フレデリカは思い出す。

「眠る前に、バラ園を歩いている公爵を見ました。天使宮を監かん視ししているようでしたが」

「くそ。とにかく、何事もなかったように振ふる舞まわないと。王女殿下に暗殺者の手が伸のびたとなれば、おまえは二十四時間監視される。一時間王女が、瞬またたく間に露ろ見けんする」

「どうすれば!?」

「寝室に隠かくれてろ。俺がこの場所で、ミュラー公爵と話をする」

　ミュラーの足音が階段をのぼってきた。

　イザークは棚たなの上に置かれていた仮面をつけ、フレデリカは寝室へ駆け込み、内側から鍵かぎをかける。窓も閉め鍵をかけた。そして扉に耳をつけ、外の会話に聞き耳を立てる。

「ミュラー公爵閣下。夜間、王女殿下の私室への立ち入りは許可されておりません。お引き取りください」

　廊ろう下かでイザークの声がした。

「アンドレ・アフリアか。しかし銃声がしたぞ」

「失礼しました。わたしが銃の手入れをしていましたら、暴発しました。殿下にはお詫わび申しあげ、ご安心いただいた上で、寝室に引き取っていただきましたが」

「叫び声がしたぞ」

「さあ、野の良ら猫ねこでは？」

「……おまえたちは、何を隠している」

「なにも、閣下」

「何を隠していると訊きいているんだ、イザーク・シュルツ！」

　苛いら立だち怒ど鳴なったミュラーの言葉に、フレデリカは息を吞のむ。

（ばれてるんだ。イザークのこと）

　そのことが余計に、ミュラーの存在を脅きよう威いに感じさせた。

　しかし答えたイザークの声は落ち着いていた。

「イザーク・シュルツとは誰だれでしょうか？　わたしは、アンドレ・アフリアです」

　イザークの薄うす笑わらいが想像できそうな声に、ミュラー公爵が呻うめく。

「おまえもグルなのか？　おまえが貴族階級に良い感情を抱いだいていないことは、薄うす々うす感じてはいたが。おまえたちは王女殿下に、なにをしようとしている」

「なにも。わたしは王女殿下に心からお仕えする、忠実な臣下です」

「なるほど。だがわたしは、信じないぞ。必ずおまえたちの尻尾しつぽを捕つかまえよう」

　ミュラー公爵の足音が遠ざかる。
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（残念。こんな時に限って、寝ねているなんて）

　飛ぶように身軽に駆けながらも、ユリウスはほぞをかむ。リリエンシルト宮殿へ向かう途中、奇き妙みような賊に襲われてから、イザーク共々、再度の襲しゆう撃げきには警けい戒かいしていた。しかしこうも大だい胆たんにやって来るとは思わなかったので、見張りを交代制にしていた。

　こんなことならば、ユリウスも一いつ緒しよに見張りをしておけばよかったのだ。

　追う影は、はるか先を走っていた。バラ園を抜ぬけたところで、その影が消えた。

　ユリウスは影が消えたあたりにまで来ると、周囲を見回した。人の気配を感じる。

　炊すい事じ棟とうへと続く林の中に踏ふみこむと、道の向こう側から、のんびりした足取りでやって来る人物がいた。

「おや、これは。グロスハイム公爵家の、第一騎士団長」

　暗い林の中でも夜目がきくらしい相手は、気軽に手を上げる。黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみの商人、グスタフ・カウスマンだった。ユリウスは微笑ほほえむ。

「やあ、カウスマン。僕は天使宮に侵入した賊ぞくを捜さがしているんだけれど、それは君なのかな？　君だったら、今、殺していいかい？」

　明るく声をかけると、グスタフは冗じよう談だんだと思ったらしく、目を丸くした後に爆ばく笑しようした。

「騎士団長！　あんた、おもしろいな！」

　ゲラゲラ笑いながら近づいてくると、微笑むユリウスの肩を馴なれ馴れしく叩たたく。ユリウスは笑え顔がおで言う。

「それ以上、僕に触ふれないでね。僕は君を怪あやしんで、君を斬きろうかと思ってるんだから。下手に近づかれて、僕の服が血で汚けがれるのは困る」

　ようやく冗談ではないと悟さとったらしいグスタフは、ふざけた表情を消した。

「ふぅん、何事かあったようだなぁ」

　何気なく数歩、ユリウスから距きよ離りを取り、腕うで組ぐみする。

「しかし俺は、なにもしてないぜ。証しよう拠こもなく、俺を斬るのは得策じゃないぞ」

「なぜ？」

「カウスマン商会の連中が黙だまっちゃいない。お貴族様も、言動には注意すべきだぜ。このご時世いつなんどき、なにをきっかけに、革命が起こるともしれないからな。オレリアンの革命の引き金は、貴族の子息が、街の子供を殺したことだ」

「王国が崩ほう壊かいすることは、僕の王も守れなくなるということだね。それはまずいか」

　ユリウスは肩をすくめた。

「わかったよ。じゃあ、証拠が揃そろったら殺すね」

　その言葉にグスタフは声を殺して笑い出す。

「まったく、いい性格してるな。貴族の若様」
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「グスタフ・カウスマンもいたのですか？　天使宮の近くに」

　翌朝。フレデリカとイザーク、ユリウスは、天使宮のフレデリカの私室で朝食をとっていた。

　コーゼル城にいたときもそうだったが、天使宮に戻もどってからも、食事は必ずフレデリカの私室に三人分を運ばせ、そこでとることになっている。

　なにしろこの食事風景は、台所番の召めし使いが、公爵家の嫡ちやく男なんである騎き士し団長と、以前は地じ獄ごくの番犬として恐おそれられた、今は平民にしか過ぎないはずの青年と一緒に、フレデリカ殿でん下かのために用意された食事を平らげている図、だからだ。

　堂々とダイニングで食事をするわけにはいかない。

　上品にカットされたひらひらのベーコンを、フォークで突つき回していたフレデリカは、ユリウスの報告に驚おどろいた。

「天使宮の近くには、ミュラー公こう爵しやくもいたんです。銃声をききつけて、やってきました」

「ミュラー公爵もいたんだねぇ。閣下の目的は何かな？　グレーテルの監視かな？」

「わかりません。けれどイザークの正体にも気がついていますし……」

「まさか、ミュラー公爵閣下が黒幕？　でも、それはないかな。それよりもカウスマンの方が怪しいよね。どう思う？　シュルツ。フレデリカを襲おそった奴やつらは、カルステンス侯こう爵しやくの紋もん章しようを残していったんだよね？　本当にカルステンス侯爵が生きていて、指示を出しているのかな」

　ユリウスは優ゆう雅がにパンをちぎって、口に運びながら問う。

　イザークは手にしたカップを受け皿に戻し、難しい顔をする。

「紋章を残したのは、顕けん示じ欲よくか、あるいは挑ちよう発はつかだ。黒幕が誰だれかは正直わからねぇな、今は。カルステンス侯爵の紋章を使っているだけの可能性もあるから、黒幕はミュラー公爵か、カウスマンか。……あるいは、本当にカルステンス侯爵本人が生きているか。もしくは俺たちが想像もしない、まったくの別人か」

「でも、はっきりしました。狙ねらわれているのは王女のフレデリカなんですね。そして狙っているのは、カルステンス侯爵の紋章を使う者。国王陛下に続いて、わたしまで狙われるなんて」

　朝日を浴びて朝食を食べ始めると、やっと三人とも、昨夜の出来事を吟ぎん味みする余よ裕ゆうができたようだった。昨夜は襲撃の後、三人とも言葉少なだった。ほとんど会話がないまま、三人ともフレデリカの寝しん室しつで、長なが椅い子すやベッドを使って横になり、朝を待っていた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。守ってあげるよ、僕の王女様。まあ、君の抜け殻がらはベッドの上にいるだけだから、とっても守りやすいよね。グレーテルの姿であれは、君の中身は安全だし」

　ユリウスの軽口に、フレデリカの笑顔が引きつる。

「抜け殻と中身って……昆こん虫ちゆうか、は虫類みたい……」

　イザークは今朝も、言葉少なだ。今も沈ちん黙もくして窓の外に目を向けている。明るい夏の日ひ射ざしが、彼の睫まつげを白く輝かがやかせている。いつもと変わらず綺き麗れいな横顔ではあったが、苛立ち混じりの不ふ機き嫌げんさが漂ただよっていた。

（カルステンス侯爵の紋章を身につけて、暗あん躍やくする者たちがいる。もしカルステンス侯爵本人が生きているとしたら、イザークは許せないはず……きっと）

　イザークは、グレーテルを元の姿に戻すためにフレデリカと一緒にいる。その目的のためだとしても、彼はフレデリカを労いたわり、協力し、助力を惜おしまない。

　そのことがとても嬉うれしいし、感謝している。

　彼が側そばにいてくれることに、フレデリカは報むくいたい。そうするためには、まずはグレーテルを見つけ出し、元に戻すために力を尽つくすことだ。そしてもし可能なら、カルステンス侯爵の紋章を使う者たちの正体をつきとめる。カルステンス侯爵本人が生きているとするならば、イザークが仇かたきを討うてるようにする。

　グレーテルの件もカルステンス侯爵の件も、フレデリカ自身にも関かかわる問題だ。

　命を狙われるなんて、怖こわい。敵の正体が見えないのだから、余計に不気味だ。

　十六年間、想像すらしたことなかった危険や陰いん謀ぼうが、フレデリカに向けてじりじりと這はい寄る現実を直視すると、恐きよう怖ふにすくみそうになる。

　でもだからといってコーゼル城に引き返し、ユリウスたちに守られた部屋の中で震ふるえていては、何も解決しない。いい加減な死神のいい加減な所業により、この災難に見み舞まわれてから、フレデリカは身に沁しみて知った。闇やみ雲くもでも、無様でも、怖くても、自分が行動しなければ何も解決しないし、一歩だって進めないのだ。

（力をつくそう。自分ができることは、すべてやってみよう）

　考えながら、ぐしゃぐしゃとベーコンを突き回していると、イザークが嫌いやな顔をした。

「おい、突き回すな。ベーコンが気の毒だ。天使宮に帰ってから、食しよく欲よくが落ちてるのか？」

「いえ、大丈夫です。食べます」

　慌あわててベーコンを口に運んだ。実は、食欲が落ちているわけではなく、その反対だった。

　コーゼル城では、宮きゆう廷てい用の料理は出なかった。イザークやユリウスもいるので、庶しよ民みん的なたっぷりと量のある食事が出されていた。そのため、天使宮に戻ってから供される上品な宮廷料理では、ひもじくて仕方ない。だから薄うすっぺらいベーコンや、ちょっぴりのゆで野菜を突き回して、目で楽しみ、感かん触しよくを楽しみ、すこしでも満腹になるように五感をフル活用して食べるという技わざを身につけていたのだ。

（山さん賊ぞく料理が食べたいな……）

　皿の上のものを平らげた直後に、ぐうっとお腹なかが鳴る。その音にイザークとユリウスがふり返ったので、フレデリカは慌てて席を立つ。

「ああ、あらっ!?　なにかしら、子ネズミが鳴いた!?　ところで、わたしは食事が済みましたから、散歩に行ってきます！」

「一人でか？」

　イザークが咎とがめるように言うので、フレデリカは笑顔を返した。

「だって狙われているのは王女フレデリカですもの。今のわたしは、グレーテルですから、狙われる心配はありません。せっかくお休みをもらったので、明日あしたに備えて気分転てん換かんしたいです。しかも宮きゆう殿でん内でグスタフ・カウスマンに会えれば、グレーテルとして、彼の口からなにか秘密が聞き出せるかもしれません。彼とグレーテルは、親しそうでしたから」

「気をつけろよ」

「無理はしません。明日の園遊会には、必ず出なければなりませんから」

　本当に、無理をするつもりはなかった。

　今日は、グレーテルとの約束を果たすため、黒くろ猫ねこの姿を捜さがすのだ。そしてもし可能ならば、自分が知りたいことを知っていそうなグスタフに近づければいい。そのくらいの思いだった。

（明日の園遊会では、けしてヘマできないから）

　明日の正午に、園遊会は開かい催さいされる。

　今日から明日の昼間にかけて、続々と、リリエンシルト宮殿には国外からの客がやって来る。

　集まる国外の王族や外交官たちの前に、フレデリカはエーデルクラインの後こう継けい者しやとして立つ。

　そして彼女の時代になったとしても、エーデルクラインと友好関係を保つのが賢けん明めいだと思わせるような、そんな堂々とした振ふる舞まいをする必要がある。たった一時間しかない。その一時間を有効に使って、園遊会で印象を残すように振る舞うのだ。

　フレデリカは、眠ねむれる王女の器うつわをユリウスとイザークに託たくし、天使宮を後にした。

「でも、グレーテルはどこにいるのかしら。彼女がいそうな場所……」

　まずは炊すい事じ棟とうに顔を出し、次にはバラ園の中を歩く。それから霊れい廟びようのあたりにも行った。最後には、宮殿の裏手に広がる狩しゆ猟りようの森まで探たん索さくし、また引き返した。

　召し使いや侍じ女じよたち、近衛このえ兵へいたちに行き逢あうだけで、猫ねこなんて影かげすらない。

　しかし時々、誰だれかに見られているような視線を感じる。もしその視線がグレーテルだとすれば、彼女は絶対にフレデリカに捕つかまるつもりはなく、器用に隠かくれているのだろう。うろつき回るフレデリカを見て、ほくそ笑えんでいるかもしれない。

（でも、見ていてくれているなら、わたしが約束を守っていると、わかってくれる。それに）

　そこでフレデリカは、うふっと、一人で笑いをこらえた。

（もし園遊会までに見つからなくても……大丈夫）

　フレデリカには、密ひそかな余裕があった。

　一いつ旦たん昼食のために天使宮に帰ろうと思ったが、グレーテルが廏うまやにも出入りしていたらしいことを思い出す。そこも確かく認にんしておいた方がいいだろう。

　頭の中にある宮殿見取り図と、実際に目に見える建物を比ひ較かくしながら、フレデリカは廏を目指していた。廏を隠すように配置された、小さな林の小道の中に踏ふみこむと、頭上の木の葉の隙すき間まからきらきらと光が降った。眩まぶしいと目をすがめたとき、

「捕まえたぜ！　グレーテル！」

　突とつ然ぜん、背後からぎゅっと抱だきしめられた。

　昨夜のことも記き憶おくに生々しいフレデリカは、一いつ瞬しゆん「死んだ！」っと覚かく悟ごするほど恐怖した。

「ひぃやぁぁああああああああああああああ[image: ]」

　断だん末まつ魔まのような悲鳴に、背後から抱きついた相手は飛びあがり、離はなれ、後あと退ずさった。

「悪い、悪かった！　脅おどかした俺が悪い！　俺だよ、俺！　グスタフだ！」

「グ、グググ……グスタフ……どうして。こんなところに……」

　フレデリカは、ふるふる震えながらふり返り、焦あせる商人の姿を認めた。

「悪かったよ。やっと会えたから嬉しくて。でも、どうしたんだグレーテル。こんなことで悲鳴をあげる、おまえじゃないだろう」

　フレデリカは、必死の努力で引きつり笑顔を作った。

「ちょ、ちょっと。怖い目にあったので」

　上手うまく演じようと思ったが、返した答えは、我ながらグレーテルとはほど遠い。

「仲間が見たら、別人かと疑うぜ。この数ヶ月なにがあったんだ。それを訊ききたくて、こうやっておまえを捜してたんだぞ。連れん絡らくもよこさないし、集会にも来ない。やっと会えたら、王女殿でん下かつきの召めし使いに収まって、公爵家の貴公子たちと訳ありな様子だ。おまえのことだ、なにかの準備か？　俺たちに相談なくか？　水くさいんじゃないか？　グレーテル」

　仲間、という単語が引っかかった。

（なんの仲間？　この人とグレーテルは、単なる知り合いじゃなく、なにかの仲間？）

　疑問が、冷静さを取り戻もどすのに役だった。

（探さぐるべきだ。これは、わたしが知らなければならない情報。そうに違ちがいない。冷静になって、冷静に……。グレーテルのしゃべり方を真似まねて。彼女に馬ば鹿かにされないように、うまくやらなきゃ。いろんなヘマをして、馬鹿呼ばわりされちゃうのは情けない……）

　フレデリカは必死に、黒猫の口調を思い出そうとした。

「ごめんなさい。近ちか頃ごろ、色々なことがあったから。大だい丈じよう夫ぶよ、わたしは。今はまだ、みんなには言えないけれど、時期が来たら話すわ」

「危ないことじゃないな？　我々の信念に、恥はじることでもないな？」

「はい……ええ」

　と、返事しながら、彼の言葉から、物事の輪りん郭かくを組み立てる。

　彼は「我々の信念」と口にした。ということは、彼やグレーテルが加わる「仲間」とやらには、なんらかの共通した思想があるのだ。

「わたしも、訊きいていいです……、訊いていいかしら？　昨夜の天使宮は、あなたたち？」

　口調に気をつけながら問うと、グスタフは肩かたをすくめた。

「天使宮に賊ぞくが入ったと、第一騎き士し団長が血相変えてたが、俺たちじゃない」

　これは噓うそか、本当か。確かめる方法を考え、フレデリカはミュラー公こう爵しやくにやられた手を思い出す。不意打ちに、重大な言葉を聞かせる方法だ。

「カルステンス侯こう爵しやくは？」

　その名を口にすると、グスタフが明らかに顔色を変えた。彼は間ま違ちがいなくカルステンス侯爵の名を知っているし、彼の中で重要な位置にある名前に違いない。

「カルステンス候が、なんだって？　もしかしておまえ、居所を知っているのか？」

「カルステンス候は獄ごく死ししたはずよ」

「そうじゃないからこそ、おまえは俺にその名前を聞かせたんだろう。グレーテル。奴やつは生きているんだな？　妙みような噂うわさがあるのは知っていたが。もしかしておまえ、それを調べるためにここにいるのか？」

　問い詰つめる真しん剣けんな声と目。彼がどんな思想で行動しているかはわからなかったが、唯ゆい一いつ、フレデリカにはわかったことがある。

　グスタフはカルステンス侯爵を知ってはいる。だがその生死については知らない。そしてその生死を、知りたがっている。

「今は、言えない」

　するとグスタフがついと手を伸のばし、フレデリカの顎あごに触ふれる。

「おまえはいつも、冗じよう談だんだと取りあわないが。俺は、本気でおまえが好きだぜ」

　突然の告白に、頰ほおが赤らんだ。他人の愛の告白を、盗ぬすみ聞きしてしまったようなものだ。狼狽うろたえて目が泳いだ。

「あ、そ、それに関しては、また、おいおい……」

「おまえの心の中に誰だれがいたとしても、かまわない。おまえへの気持ちは変わらない。だから心配しているんだ。危険は冒おかしていないよな？」

（この人は、グレーテルのことを思ってくれている）

　グレーテルを気き遣づかう真しん摯しな言葉が、嬉うれしかった。しかし、

「だ……大丈夫だから。行くわ」

　これ以上会話を続ければボロが出る。フレデリカはグスタフから離れると、廏へと走った。

（グスタフ・カウスマンは、カルステンス侯爵を知っている、でも生死は知らない。生死もわからないカルステンス侯爵の紋もん章しようを利用して活動するほど、彼がうかつだと思えない。しかも彼は、グレーテルと仲間だと。グレーテルが、わたしの暗殺を企くわだてる人と仲間だと思えない）

　グレーテルは意地悪だ。けれどフレデリカを王にしたいと言ってくれたし、不本意にもケルナーに脅おどされ、国王暗殺に荷か担たんした時も、巻きこまれたフレデリカを命がけで助けようとしたのだ。だからこそ今、フレデリカは災難の真っ只ただ中なかなのだ。

　なにを考えて行動しているのかわからないが、グレーテルを信じられると思う。意地悪な言葉とは裏腹に、彼女の行動が、彼女を信しん頼らいに足ると裏付けている。

（だとすると、昨夜、天使宮を襲おそったのはグスタフ・カウスマンじゃない）

　グスタフとの会話でしいられた緊きん張ちようのため汗あせばんだ掌てのひらを、エプロンドレスのスカートにこすりつけた。どきどきする。しかし、緊張したかいはあった。

　廏の出入り口に近づくと、馬の鼻息の音が聞こえ、そして獣けもの臭くささが漂ただよってきた。生き物の気配にほっとして、フレデリカは息をつく。

「あれ、グレーテル？」

　廏の中から、馬手見習いの少年が顔を出した。グレーテルの知り合いらしいが、フレデリカは初対面だ。戸と惑まどいながらも、不自然にならないように笑顔を作る。

「こんにちは」

「どうしたの？　なにか用事？」

「ううん。馬を見に来ただけなの。大変ね、盥たらい。重そう」

　少年が抱かかえている盥は、彼の頭の三倍の大きさがある。

「へっちゃらさ。トンダ様は、強いんだからな」

　胸を張る少年は、トンダという名前らしい。確かイザークは、知り合いの少年が廏にいて、彼の名前がトンダだと言っていた。以前、見えない黒くろ猫ねこの入った檻おりを預けたことがあるはずだ。信頼できる少年なのだろう。

「ねぇ、トンダ。用事を頼たのまれてくれない？　今から天使宮へ行って、アンドレ・アフリア様という方か、もしくは第一騎士団長のユリウス・グロスハイム様に、伝言して欲しいの」

「いいけど、なに？」

「グスタフ・カウスマンは、昨夜の一味ではない。カルステンス侯爵の生死を気にしているって。それから、もうすぐ天使宮へ戻りますからって」

　グスタフから聞き出した情報を、少しでも早くイザークに伝えておく必要があるはずだった。グスタフが天使宮を襲った犯人一味でなければ、警けい戒かいする相手が一人減る。フレデリカが天使宮に戻る以前に、情報を伝えるに越こしたことはない。

　彼らなら、簡単な伝言で内容を察してくれるはず。

　フレデリカが急ぎ天使宮に戻ってもいいのだが、せっかく奥まった廏うまやまで来たのだ。黒猫を捜さがさない手はない。しかもグスタフがこの近辺をうろついていたとなると、彼の仲間だったはずのグレーテルも、彼の動向を気にして、近辺にいないとも限らない。

「いいよ。おやすい御ご用ようだ」

　トンダは請うけ合うと、すぐに天使宮へ向けて走った。彼が去ると、廏の周囲にはひとけがなくなり静かになった。

　廏の裏手に回り込もうと歩き出したとき、背後から、藪やぶをかき分ける音がした。ふり返ろうとしたが、背後から伸びた手に口を塞ふさがれた。

「一いつ緒しよに来てもらう。グレーテル・コール」

　背後から囁ささやいた声には聞き覚えがあった。

（ミュラー公爵！）

　強ごう引いんに、背後に引きずられた。そして林の中に隠かくされていた、一頭立ての小さな馬車に押しこまれる。猿さるぐつわを嚙かまされ、後ろ手に縛しばられて床ゆかに転がされる。

　フレデリカを見おろし、ミュラー公爵は厳しい表情で告げた。

「おおっぴらに、フレデリカ殿でん下かのご命令には背そむけないので、やむを得ない手段だ。我が慢まんしろ。殿下のご命令さえなければ、正式に召しよう喚かん状を作成し、部下に命じ粛しゆく々しゆくと連行し、手続き通りの尋じん問もんをしてやれた。その方が、おまえにとっては楽だったかもしれない。だがそれが不可能な今、わたしの城へ連れて行く。公おおやけな尋問ではない。だから正式な手続きと手順のある、手加減された尋問だとは思うな」

　フレデリカはミュラーに、グレーテルに近づくことを禁じた。しかしミュラーは、グレーテルを放置できないと思い詰めたのだろう。部下も使わず、秘ひ密みつ裏りに単独で、グレーテルを捕とらえ尋問する方法に出てしまったのだ。しまったと思うが、後の祭りだ。

　ミュラー自身が馬車を操あやつるつもりらしく、馬車のステップを下りると、扉とびらを閉めようとした。しかしその扉の閉まる一いつ瞬しゆんの隙すきに、黒くて小さなものが馬車に飛びこんだ。ミュラーは気がつかなかったらしく、そのまま扉を閉め、御ぎよ者しや台だいに上がる。正面の小窓から、御者風のマントを頭から被かぶったミュラーが、馬に鞭むちをくれる後ろ姿が見えた。

　馬車が走り出すのと同時に、転がされているフレデリカの腹の上に、ずしっと、何かが飛び乗った。ぐぅっと、かまされた猿ぐつわの下でうめき声があがったが、フレデリカは必死に首を持ち上げ、自分の腹に乗ったものを見る。

　フレデリカの腹の上に、怒おこったように目をぎらつかせた黒猫が乗っていた。グレーテルだ。

「この、大おお間ま抜ぬけ！」

　背中の毛を逆立て、黒猫が罵ば倒とうした。
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　林から出てきた黒い小さな馬車が、徐じよ々じよに速度を上げ、宮きゆう殿でんの裏門へ続く路みちを走り去る。それを見つめる目があった。グスタフ・カウスマンだった。彼は奥歯を嚙む。

「陸軍大臣閣下が、人さらいか。洒落しやれにならんぞ！」







[image: 五章　園遊会が始まる]




　昨夜、ほとんど眠ねむれなかったイザークとユリウスは、交代で仮か眠みんをとった。

　先に仮眠をとったユリウスにフレデリカ王女の体の警護を任せ、イザークは数時間眠った。目が覚めると昼近くだった。すぐにフレデリカの寝しん室しつに向かうと、ユリウスが所在なげに、寝室のバルコニーの手すりにもたれ外を眺ながめていた。

「フレデリカは、まだ帰ってないか？」

「まだだよ。でも、そろそろじゃない？　お昼ご飯の時間だし」

　答えたユリウスの手には、ぶらりと気味の悪い人形がぶら下げられていた。年季の入った、そら豆人形だった。

「おい、なんでそんなもん持ってる。気味が悪い奴やつだな」

「魔ま術じゆつ師しの君がそんなこと言うの？　魔術道具でしょ、これ？　『ぱっぱらっぱら～、そら豆人形ぉ～』とかいって懐ふところから出して、呪じゆ文もんをかけたりするのに使うんじゃないの？」

「おまえ、間ま違ちがいなく俺を馬ば鹿かにしてるだろ。それは魔術道具じゃねぇよ。それは魔ま除よけと言われてるが、ただの気味が悪い民芸品だ。どっから持って来た」

「長なが椅い子すの下に押しこまれていたから」

「昨夜の賊ぞくの落とし物か？　そんな悪あく趣しゆ味みなもんを持って、暗殺に挑いどんだとは思えないが」

「悪趣味だよね、間違いなく。でも、賊の落とし物じゃないよ。きっとね」

　バルコニーから見下ろせるバラ園に、くせっ毛の少年がちょこちょこと入り込んできたのが目にとまった。馬手見習いのトンダだ。彼は天使宮の周囲を廻めぐり、何か探すような素そ振ぶりだ。

　トンダは、イザークが可愛かわいがっている子供だ。気になったのでユリウスにその場を任せ、仮面をつけて一階へと下りた。テラスから外へ出ると、うろうろしているトンダに声をかけた。

「天使宮になにか用か？」

　トンダは帽ぼう子しを取ってお辞じ儀ぎした。

「伝言を言いつかって来ました。国王陛下の廏にお仕えしてます、馬手見習いです。伝言は、台所番の召めし使いのグレーテルからです。こちらにいらっしゃるはずの、アンドレ・アフリア様というお方か、もしくは第一騎き士し団長様に伝えてくれと言われました」

「俺がアフリアだが。伝言の内容は？」

「はい。えっと。『グスタフ・カウスマンは、昨夜の一味ではない。カルステンス侯こう爵しやくの生死を気にしている』あと、それから、『もうすぐ天使宮へ戻もどります』って、言づてされました」

　フレデリカはこの数時間、散歩をすると言っていた。そしてできるならば、グスタフと接せつ触しよくしたいと。

　正直、あてにしていなかった。だが彼女は思おも惑わく通りグスタフと接触し、情報を摑つかんだに違ちがいない。涙なみだ目で震ふるえてばかりいる印象の強い王女殿下が、よく情報を摑めたものだと感心した。

　フレデリカはなんらかの根こん拠きよによって、グスタフが昨夜の、王女暗殺未み遂すい犯人ではないと知った。しかし同時にグスタフが、カルステンス侯爵の生死を気にしているという情報も摑んだ。カルステンス侯爵と、なんらかの繫つながりがあるに違いない。

「わかった。ありがとう、トンダ」

　礼を言うと、トンダは人なつこく笑って頭をさげて、きびすを返して駆かけ出した。しかしちょっと走るとふり返り、首を傾かしげた。

「俺の名前、なんで御ご存ぞん知じなんですか？」

　イザークは、己おのれのうかつさに苦く笑しようした。

「俺は魔術が使えるからな」

　冗じよう談だんだと思ったらしくトンダは笑って、走り去った。

「グスタフ・カウスマンか……」

　王女殿下の命を狙ねらう一味ではない。しかし、カルステンス侯爵となんらかの関かかわりがある。

「アンドレ・アフリア！」

　大声で呼ばれた。声の方をふり返ると、今、名前を聞いたばかりのグスタフ・カウスマンが、バラ園の通路を駆けてくるところだった。彼はイザークの前まで来ると、厳しい表情で告げた。

「グレーテルが、さらわれた！　陸軍大臣に！」

　なんの冗談かと、イザークは眉まゆをひそめる。

「グレーテルが、ミュラー公こう爵しやくに？　馬鹿なことを」

「本当だ！　廏の近くで陸軍大臣が待ち伏ぶせていた。グレーテルが一人になったのを見計らって、馬車に押しこんで、宮殿の裏門の方へ逃にげた。グレーテルに何かするつもりだ」

　焦あせるグスタフの声こわ音ねと、訴うつたえる表情の真しん剣けんさ。本当らしいと悟さとり、血の気が引く。

　ミュラー公爵はグレーテルへの接近を禁じられた。公おおやけにグレーテルを取り調べられないために、強きよう硬こう手段に出た。そういうことだろう。天使宮に賊が侵しん入にゆうしたことで不安が増し、もはや手段を選ばないと決心したのかもしれない。

「おまえ、ただ見ていたのか？　おまえはグレーテルを好きだとほざいていたようだが」

「俺はグレーテルと話をして、帰ろうとしてたんだ。だが妙みような気配がして引き返したら、グレーテルが馬車に押しこまれてた。馬車はすぐに出発して、間に合わなかった。しかも相手は六公爵だ！　六公爵が相手じゃ、問答無用で斬きり捨てられても文句は言えない！　それよりもあんたたちの方が、奴を追って強ごう引いんな手段に出られるはずだ。王女殿下の側近で、しかも六公爵家のグロスハイム家ゆかりの者だ！　ミュラー公爵家も、下手なことはしないはずだ！」

　グスタフが歯ぎしりする。

「身分だ、結局。金をうなるほど握にぎっていても、肝かん心じんな所では身分がものを言う。俺がどんな思いであんたたちを頼たよるか、わかるか？　なんだか知らんが、あんたたちはグレーテルを気にしてる。助けてくれると思うから、頭をさげる。だがもし相手が六公爵でなければ、俺はあんたたちに頼るなんて、まどろっこしいことはしないぜ。カウスマン商会の全勢力で、奴を追ってやる」

　調子のいい商人。そんな印象は消えていた。不満に呻うめく庶しよ民みんの目だ。そして戦う者の気配だ。

（絶好のチャンス）

　イザークは神経を臨戦態勢に整えて、問う。相手が焦るこの時こそ、情報を引き出す機会だ。

（だが、早くしなければ、フレデリカの身が）

　イザークの方も、焦っている。だがこの数すう瞬しゆんを惜おしみ、敵の正体も、周囲の状じよう況きようも理解出来ないで動くのは危険だ。

「おまえは、何者だ。グスタフ・カウスマン。教えるならすぐに俺はおまえの希望通り、ミュラー公爵を追い、グレーテルを連れ戻す」

「おまえたちだって、あんなにグレーテルを気にしていた！　グレーテルを助けたいだろう！　何かの理由があって、グレーテルが必要なんだろう！」

「必要だ。だが、グレーテルが俺たちの思っているような人間でなかった場合、助ける必要はない。おまえとグレーテルは、どんな関係だ。おまえはカルステンス侯爵と関わりがあるのか。それを教えろ」

　グスタフは押し黙だまった。そしてイザークを睨にらみつけ、どう猛もうな獣けものの笑え顔がおみたいに唇くちびるを歪ゆがめて笑った。

「わかったよ、アフリア。教えてやる。俺もグレーテルも、同じ組織の仲間だ。シュバルツノイマン党。聞いたことくらいあるだろう」

　衝しよう撃げきに、イザークは息を吞のむ。

（啓けい蒙もう思想家集団か！　まさか、グレーテルもか）

　懐に隠かくしたホルスターの拳けん銃じゆうに手をかけようとしたが、グスタフの声がそれを止める。

「だが、カルステンス侯爵とシュバルツノイマン党は、今は関わりがない！　カルステンス侯爵は十五年ほど前、シュバルツノイマン党と関わりをもっていた。その頃ころは啓蒙貴族として、我々の活動に頻ひん繁ぱんに参加していたが、五年前に我々と袂たもとを分かち、それきりだ。俺たちは、侯爵の思想に賛同できなくなった」

「どういうことだ」

「カルステンス侯爵は、国王や王族の暗殺で、国を変革するのが手っ取り早いと主張するようになった。だが、俺たちはそんな思想にはついていけない。だから関係を切ったが、その後の侯爵がどんな動きをするのかは注視していた。関わりがあったぶん、妙な動きをされれば、こちらにも影えい響きようが出かねないからだ。カルステンス候が投とう獄ごくされたのも獄ごく死ししたのも、情報は入ってる。だが、あいつは生きているという噂うわさも、まことしやかに流れてる。シュバルツノイマン党は、奴の存在が我々の活動に悪あく影えい響きようをおよぼさないか、今も気が気じゃない」

　そこでグスタフは、にやりとした。

「わかったか？　俺たちはカルステンス侯爵と関係ない。だが、シュバルツノイマン党の党員だ。これはおまえたちが望んでいる、グレーテルの姿か？　それとも思い違いだったか？　思い違いだった場合は、助けに行かないんだな？　仕方ないさ。俺が命をかけて、六公爵に殴なぐり込みだ。どのみちシュバルツノイマン党の党員だと、あんたたちが陸軍大臣に訴えれば、即そく座ざに捕ほ縛ばくされるだろうからな、大差ない」

　ぎらつく黒い瞳ひとみで、グスタフは続ける。

「だがもし、おまえたちが望んでいる姿であれば、グレーテルを助けてくれるんだろう？　そうなればグレーテルを助けるために、シュバルツノイマン党の党員であることは口外しないはず。俺のことも、必然的に黙っていることになるだろう。俺が逮たい捕ほされてやけを起こして、グレーテルを道連れにしてやろうと、グレーテルの名前を出さないとも限らないから、その危険は避さけるはず。さあ、答えろよ。どうする、アフリア。俺は命をかけて告白してんだぜ」

　さすがは商人だ。その度胸と駆け引きの強したたかさ。

（カルステンス侯爵とシュバルツノイマン党は無関係。ミュラー公爵がグレーテルを拉ら致ちしたとなると、公爵もフレデリカを襲おそったカルステンス侯爵の紋もん章しようを使う者たちとは、無関係）

　グスタフたちのシュバルツノイマン党とも、ミュラー公爵とも違う、別の何者かが存在するのは確からしい。そしてその別の何かが、カルステンス侯爵の紋章を使うのだ。

　ようやく、周囲で蠢うごめくものたちの関係性が見えた。

（シュバルツノイマン党も、王国としては放置できない組織だろう。だが俺には関係ない）

　王国の体制がどう変化しようが、首を突つっこむ気はさらさらない。ただイザークは、自分が守りたい者を守りたいだけだ。

「グレーテルを助ける」

　イザークは告げ、グスタフを見み据すえる。

「必ず助ける。シュバルツノイマン党のことは、聞かなかったことにする」

　グスタフの全身から発せられていた、殺気にも似た緊きん張ちよう感かんが、急激に緩ゆるむ。

「本当か……？」

「ああ、助ける。必ず助けると約束する代わりに、おまえはリリエンシルト宮きゆう殿でんを引き払はらって、商会へ戻もどれ。面めん倒どうごとが起こったとき、宮殿にいることで、とばっちりを受けかねないからな。気に入らない状況になったとき、狂きよう犬けんが暴れるかもしれない。見境なく、理り屈くつなく。ただ関わりがあったというだけでな」

　イザークは、二階のバルコニーの方へ目を向けた。バルコニーにはユリウスがいた。彼の目が冷たく光っている。

　グスタフもそちらに目を向けると、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「あんたの言う狂犬が、彼かい？　確かに、あの騎き士し団長はくせ者だ」

　そこでカウスマンは、真っ直すぐイザークの目を見つめた。

「グレーテルを助けてくれ。頼たのむ。大切な仲間だ。誓ちかってくれ、助けると。その誓いを聞けば、俺はリリエンシルト宮殿から出ていく。今すぐ」

「誓うまでもないが、必要ならいくらでも誓ってやる。俺にとってあいつは、必要な奴やつだ。助ける。約束する」

「……頼んだ」

　必死の思いをこめ、グスタフは一言それだけ言うと、きびすを返した。

（シュバルツノイマン党、グスタフ・カウスマンか）

　後々、面倒な関かかわりができそうな予感はする。しかし今は、啓蒙思想だとか革命だとか、そんなことを考えている場合ではない。今はすくなくとも、グレーテルにとって敵ではない。そのことが重要だ。

　早くフレデリカを取り戻さなければならない。ミュラー公こう爵しやくは、こうと決めたら、けして手を抜ぬかない。フレデリカに対する尋じん問もんも、苛か烈れつになることだろう。そんなことが彼女の身に起こる前に、助け出さなければならない。

「聞いたとおりだ、グロスハイム」

　今一度バルコニーを見あげる。

「俺がフレデリカを捜さがしにいく。おまえはそこで、彼女の体を守れ。ミュラー公爵もカウスマンも無関係だとわかったが、王女の命を狙ねらう組織は存在する。また狙われる可能性はある」

「いいよ」

　ユリウスは冷静な表情で答えた。

「僕がここを守る。君はフレデリカを、是ぜが非でも見つけて。もし彼女の身になにかあったら、ミュラー公爵閣下はもちろん、君にだって償つぐないをしてもらうから」
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「間ま抜ぬけも、間抜け。大間抜けじゃないの」

　黒くろ猫ねこのグレーテルはぶつぶつと小さな声で文句を言いながら、後ろ手に縛しばられているフレデリカの縄なわを解ほどこうと、鋭するどい牙きばで齧かじり続けている。フレデリカは起き上がり、御ぎよ者しや台だいから背中が見えないように座り、黒猫の作業に協力していた。

「ごめんなさい」

　小声で謝るが、黒猫は憤ふん然ぜんと罵ば倒とうを返す。

「馬ば鹿か！　でも、助けてあげるわよ！」

「馬鹿とか間抜けとか、言いすぎだと思うけれど……。でもなんで、こんなにタイミングよく助けに来てくれたの？」

「ずっと、あなたの様子は観察してたからね。あのドセット語教師とか、笑わせてもらったわ。今日もグスタフに捕つかまって、子ウサギみたいな悲鳴をあげてたわよね」

「グレーテルって、心の底から意地が悪いのね。そしてわたしは、永久にあなたを捕まえられないだろうって思ったわ、今」

「今いま更さらね」

「そんなにわたしに意地悪したいのに、なんで助けてくれるの？　あ、そうか。この体はあなたのものだから、傷つけられたら困るわよね。ごめんなさい、うかつで……わたし」

「別にどうでもいいわ、こんな体。イザークに抱だいてもらえもしないのに、こんな体があっても虚むなしいだけよ」

　あけすけな吐はき捨てるような言葉に、どきりとした。

「それよりも、あなたがミュラー公爵に捕まったままじゃ、明日の園遊会にフレデリカ殿でん下かが出席できないじゃない。王女殿下が姿を見せなければ、天使宮にも人が来る。そして仮死状態の王女殿下を見つけたら、大おお騒さわぎよ。お披ひ露ろ目めでそんな騒そう動どうが起これば、あなたは確実に王位継けい承しよう権を剝はく奪だつされる。あなたがもとに戻ったとしても、度たび々たび仮死状態になる王女に王が務まるはずはないと判断される」

「なんであなたが、それを気にしてくれるの？」

「馬鹿な上に物忘れも激しいの!?　あなたを王様にしたいって、前に言わなかったかしら！」

「言った！　はい！　言ったわ」

　グレーテルの望む国のために、フレデリカは良き王にならなければいけない。そういうことだ。そしてそうすればきっと、本当の意味で自分の体に戻り、本当の自分に戻れるのだ。

　ただフレデリカは、グレーテルが望んでくれているからとか、自分の義務だからとかで、自分の王位継承権を守ろうとしている。それが本当にフレデリカ自身の望みなのかは、まだ自分にはわからない。

　しかし今は、本当の自分の望みだとか、そんなことを考えている場合じゃない。

「さあ、解けた」

　背後で黒猫が囁ささやくと、急に手首が自由になった。しかし手は後ろに回したまま、動かないようにつとめた。

「逃にげる手立てを考えなきゃ。下手したら拷ごう問もんされるわよ、あなた」

「拷問!?」

　不気味な物好きのフレデリカだが、拷問道具だけは苦手だ。不気味なだけで可愛かわいらしくもないし、愛あい嬌きようもない。だからその手の本は熟読したことがない。しかしパラパラめくったその手の本には、そら恐おそろしい単語と図解が山と載のっていた記き憶おくがある。

「拷問はいや……、可愛くない……」

「なに悠ゆう長ちようなこと言ってんの。可愛かったらいいの？」

　可愛い拷問器具。フリルのついた鉄の処女とか、七色の編み込みの鞭むちだとか、そんなものがぽっと頭に浮うかぶと、ちょっと好みに合う気がした。

「ちょっと……いいかも」

「あなた変態!?」

「えっ！　いえ、それは、ものの喩たとえで！」

「なんの喩え!?」

　馬車はリリエンシルト宮殿を出ると、南に進路を取っているようだった。ミュラー公爵の居城も南の方角だから、そこへ向かっているに違ちがいない。周囲には草原が広がり、林が点在している。道は小石が多いらしく、馬車の車輪が小刻みに跳はねる。

「こんな速度で走ってる馬車から、飛び降りるのは無理よね？　どうしたら……」

　問うと、黒猫はしれっと言う。

「そこの小窓から腕うでを突つき出して、公爵の首を絞しめれば？」

「絞めるっ!?」

　突とつ然ぜんだった。ミュラー公爵が手た綱づなを引き絞しぼり、馬車が砂すな埃ぼこりをあげて急停止した。

　フレデリカは座席に手をついて衝しよう撃げきに耐たえ、それから、窓の外へ目を向けた。ミュラーの背中が緊きん張ちようしている。そして道の前方には、馬に乗った農民風の身なりをした男たちが二人いた。

　農民の服装をしていても、農民ではないとすぐにわかる。姿勢のよさや、手に光るサーベルの輝かがやきが、農民らしさとそぐわない。

　フレデリカはリリエンシルト宮殿へ帰き還かんする際、盗とう賊ぞくたちに襲おそわれた。その彼らと目の前の二騎きの人馬は、雰ふん囲い気きがそっくりだった。

　天使宮に出現した暗殺者も、盗賊を装った襲しゆう撃げき者も、同じカルステンス侯こう爵しやくの紋もん章しように関わりのある者たちなのだ。とすると、目の前にいる彼らも、フレデリカを狙った一味だ。

（けれど、待って？　今のわたしは、グレーテル。この馬車にはグレーテルしか乗っていない。じゃあ、彼らが狙っているのは？）

　すると、落ち着いた声でミュラーが口を開く。

「何者だ。見たところ、ただの盗賊ではないな」

「ローレンツ・ミュラー公爵だな」

「だとすると、なんだ？」

「命を頂く。こんな場所で、供も連れずに一人になった自らのうかつさを、呪のろうがいい」

「そして、いらぬことを暴あばき立てようとする、己おのれの生き真面目まじめさもな」

　二人の男の言葉に、ミュラーは不快げに鼻を鳴らした。そして、

「なるほど。わたしの宣戦布告に応じたか、死人の侯爵が！」

　声を荒あららげるのと同時に、ミュラーは馬に鞭を入れた。大きく道を外れ草原に突っこむように見えたが、そこには細い脇わき道みちがあった。ミュラーの馬車は、その道を全速力で走り始める。

　その道を辿たどれば王都ザルツシュタインだ。

　激しく揺ゆれる馬車の中で、右左に転がされながらフレデリカは混乱した。

（王女の命を狙ってるカルステンス侯爵の紋章を使う一味が、ミュラー公こう爵しやくの命も狙っているの!?　なぜ!?）

　黒猫も一いつ緒しよに転がされながら、みぎゃ、ふぎゃっと声をあげている。

　馬車の揺れと車輪の音が、変化する。上下していた車体が、小刻みに震ふるえる動きになり、車輪の音も硬こう質しつなものになる。石敷じきの道に入ったらしい。王都に辿り着いたに違いない。

　馬車が止まった。

「今よ、逃げるのよ！」

　黒猫が叫さけんだ声に突き飛ばされるように、なにを考える余よ裕ゆうもなく、フレデリカは馬車の扉とびらを開いて外へまろび出た。

　そこは幅はばの狭せまい石敷きの街路で、左右に煉れん瓦が造りの家が迫せまっていた。馬車はうっかり隘あい路ろに入り込んだため、動けなくなったらしい。

「貴様、縄を切ったのか!?」

　ミュラー公爵が御者台から飛び降り、フレデリカに向かって来る。

「逃げなさい！」

　黒猫の命じるまま、フレデリカは脇わきの路地へ飛びこんだ。飛びこむ直前、ミュラー公爵の背後で、馬を乗り捨てこちらに向かって走ってくる、男二人の姿が見えた。

「奥へ走って！」

　黒猫はフレデリカと一緒に走りながら指示する。だが、目前に煉れん瓦が塀べいが立ちふさがった。行き止まりになっている。フレデリカは恐きよう怖ふに息を吞のむ。

「待て、コール！」

　追って来るミュラーの声が背中に当たる。

　周囲に目を走らせると、行き止まりの煉瓦塀に沿って、空あき樽だるが積みあげられていた。それによじ登れば、塀を越こえられる。そう判断したフレデリカは、ぐらぐらと不安定に積み上げられた空樽をよじ登り、塀のてっぺんに上がった。俊しゆん敏びんなグレーテルの体に感謝した。

「待て！」

　ミュラーが樽に手をかけた瞬しゆん間かん、黒くろ猫ねこが一番上の空樽を、二本の後ろ足を使い、全身のばねを使って蹴けり出した。不安定だった空樽が一気に崩くずれたので、ミュラー公爵は後あと退ずさった。

「この……っ！」

　塀の上にいるフレデリカを睨にらみつけたミュラー公爵だったが、その背後から、ひたひたと二つの足音が迫っていた。あの襲撃者だ。彼らの手にはサーベルが光っている。

「危ない、ミュラー公爵！」

　フレデリカは叫ぶ。

　だが一いつ瞬しゆん、遅おそかった。ミュラーは声に反応して身をかわしたが、右みぎ肩かたから背中にかけて、サーベルの刃やいばが走った。ミュラーは声をあげ、それでも気き丈じように腰こしのサーベルを抜ぬくのと同時に、背を煉瓦塀につけて襲撃者と対たい峙じした。

　分が悪い。ミュラーは左手で肩かたを押さえていたが、その手が見る見る赤く染まる。そして相手は二人。

（ミュラー公爵が殺される！）

　ぞっとした。黒猫が命じる。

「なにしてるの！　逃げるのよ！」

「駄だ目め！　いや！」

　咄とつ嗟さに拒きよ絶ぜつした。黒猫は目を瞬またたく。

「なに言ってるの!?」

　それに答える余裕がなかった。必死にあたりを見回し、目についた、塀のてっぺんに並べられている飾かざり石を、両手で持ち上げた。そして手負いのミュラーをなぶるように、ゆっくりと近づいてくる襲撃者めがけて投げつけた。

　手て応ごたえがあり、悲鳴が上がった。襲撃者の一人の肩を直ちよく撃げきしたらしく、一人が肩を押さえてうずくまる。残りの一人が驚おどろいた顔でフレデリカを見あげる。

「なんだ、おまえは！」

　黒猫も悲鳴のような声をあげる。

「馬ば鹿か、なにしてるの！　逃げなさい！」

「助けるの！　殺させては駄目！」

　声をあげながら、別の飾り石を手に取り投げつける。

（あのお方は、六公爵！）

　また、別の石を投げつける。

　理性的で正義感にあふれ、そして王国を守るために力をつくしている人だ。

　フレデリカに疑ぎ惑わくを向けたことも、グレーテルを尋じん問もんしようとしたことも、全すべては、王国に仇あだなす者を警けい戒かいしての事なのだ。フレデリカがその彼のまっとうな正義感に応えられない、厄やつ介かいな事情を抱かかえているというだけなのだ。

　ミュラーのような家臣を失うのは、王国にとって損失だ。仮にも王女であるフレデリカが、大切な家臣が目の前で殺されようとしているのを、見過ごすわけにはいかない。

「ミュラー公爵、のぼってください！　はやく、塀に！　はやく！」

　襲撃者が、頭上の攻こう撃げきに怯ひるんでいるその隙すきに、ミュラーはサーベルを投げ捨てた。そして半分崩れた空樽に足をかける。背中の血の染しみが一気に広がり、彼は苦しそうに顔を歪ゆがめたが、それでも俊敏に樽を蹴り、塀のてっぺんに手をかけた。そして利口にも、自分が足場にしていた空樽を蹴り崩す。襲しゆう撃げき者が空樽を積み直す必要を作るように、時間をかせいだのだ。

　塀にかかったミュラーの手を、フレデリカは必死に引っ張り上げた。

「おまえは……なぜだ。コール。なぜ助ける」

「あなたが大切な人だからです。逃にげましょう！」

　黒猫は呆あきれ顔だったが、すぐに自らが先に塀の向こう側に飛び降りて、ふり返る。

「こっちに飛び降りなさい！」

　その声に、ミュラーはぎくりとしたように体を強こわばらせた。

「今、誰だれもいないのに、声がした」

「気にしないでください、行きましょう！」

　フレデリカとミュラーは塀から地面に飛び降りた。グレーテルの身軽で俊敏な体は、フレデリカならば絶対に塀の下でべちゃりと潰つぶれそうな跳ちよう躍やくでも、軽々とやってのけられた。

　手負いのミュラーも飛び降りたが、衝しよう撃げきが傷に響ひびいたらしく、うずくまってしまう。

「急ぎましょう、公爵。肩をお貸しします」

　フレデリカは手負いのミュラーに肩を貸し、歩き出す。

　襲撃者たちから身を隠かくさねばならない。追っ手は人数を増やし、捜そう索さくにかかるはずだ。

　なにしろ手負いのミュラーと少女一人。彼らは諦あきらめず、執しゆう念ねん深く捜さがすに違ちがいない。

　煉瓦の塀の隙すき間まから、家並みの上へと沈しずんでいくオレンジ色の太陽が見えた。陽ひが沈む。
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　イザークは馬を走らせていた。

　ミュラー公爵は今日、休きゆう暇かと称しようし、誰にも行き先を告げていない。供を一人もつれていなかったという。公爵としてはあるまじき行動だが、彼にそうまでさせるほど、グレーテルへの疑念は大きくなっていたのだろう。

　ミュラーが秘ひ密みつ裏りに行動していたため、足取りは摑つかめない。

　一いつ旦たんミュラーの居城まで行って探さぐりを入れたが、そちらも、主あるじが帰き還かんしないと不安がっている様子だった。宮きゆう殿でんにもいない。

「どこに行った。フレデリカ……」

　草原の中を街かい道どうが蛇だ行こうしている。その街道を、巨きよ大だいな朱しゆ色いろの蛇へびのように赤く染め、太陽は沈む。イザークは沈みゆく太陽を睨む。不安で、どうしようもない。

　あの頼たよりない、世間知らずの少女が消えたのだ。彼女一人では一時間も、無事にこの世界を渡わたっていけないような気さえするのに。

（フレデリカ。どこだ、フレデリカ）

　暗くら闇やみで、幼い妹にするように抱だきしめた彼女の温ぬくもりを思い出すと、一層焦しよう燥そう感かんがせりあがる。あの温もりが消えたら……。

（俺一人で捜さがすのには限界がある）

　それを認にん識しきすると、決断は早かった。

　馬に鞭むちを入れなおし、街道を外れて草原の中を走らせる。

　周囲は見る見る暗闇に沈んでいくが、かまわずに走る。

　ようやく馬を止めたのは、人がうずくまったような大きさの石が点在する、窪くぼ地ちだった。

　立ち木に馬を繫つなぐと、イザークは窪地に踏ふみこんだ。

　ブーツの底で夏草を踏み分けると、青あお臭くさい香かおりが立つ。イザークの目は歩む一歩ごとに、青臭い香りと共に大地から立ちのぼる、赤い燐りん光こうを放つ粒りゆう子しを捉とらえていた。普ふ通つうの人間には見えないのだろうが、意識を集中すると、イザークには見える。

　これは土地に住む精せい霊れいのエネルギーだ。

　精霊は自然界の力が凝こった存在だ。死神や悪あく魔まのように形を持たないゆえに、精霊には確固とした意識はない。

　しかしながら、人に害をおよぼす性質と、人に優やさしい性質がある。それは自然が、厳しさと優しさを同居させているからこそ当然のことで、善悪ではない。

　だが人に害をなす性質のものは、扱あつかいが厄介だ。

　イザークの足元から立ちのぼる赤い燐光は、扱いにくそうだ。

（だが、利用するしかない）

　イザークは魔ま術じゆつを使い、フレデリカの居場所を捜そうとしていた。しかし特定の人間を捜し出すような、便利な魔術はない。そこで考えついたのが、精霊の力を利用する方法だ。

　精霊は特定の場所に力を凝らせているが、本来は、自然界にあまねく広く存在しているものだ。その精霊と同化することにより、広い範はん囲いの物事を、イザーク自身が感じ取れる。

　要するに、この土地にいる精霊と融ゆう合ごうする試みだった。

　しかし広い範囲の物事を感じ取れるというだけで、確実にフレデリカの存在を発見できるとは限らない。それでも、人間が闇やみ雲くもに捜し歩くよりは、よっぽど効率がいいのだ。

　魔術を駆く使しするというのに、魔ま術じゆつ師しの力を増ぞう幅ふくする道具はない。魔ま法ほう陣じんを描えがけばいいのだが、複雑な魔法陣を描くには数時間必要だ。夜が明けてしまう。そんな時間は惜おしい。

（きついはずだが。やるしかない）

　ブーツの爪つま先さきにまとわりつく赤い光を見おろし、イザークは深く息を吐はく。目を閉じる。

「我、湖水の魔術師の血を引く者。湖水の天地と狭はざ間まにある、全ての精霊と契けい約やくする者」

　さわっと風が吹ふき、蒸むし暑い闇の中で夏草が揺ゆれる。イザークの銀の髪かみは、その風とは逆の方向へと、ふわりとなびいてほのかに輝かがやく。目を開くと、彼の瞳ひとみはアメジストのように濃こく輝く紫むらさき色いろだった。

「この地の精霊を、我が肉体へ誘いざなう」
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　イザークの爪先に絡からんでいた赤い光が、イザークの両方の足首、両りよう膝ひざ、腿ももと、絡みつく蔦つたのように這はい上がり、胴どうをゆるく抱だき込み、首をはいのぼる。そして、軽く開いたイザークの唇くちびるへと流れ込む。

　それに伴ともない全身を、熱い針がちくちくと刺し激げきしてくるような感覚がした。こめかみが鋭するどく痛む。呻うめき、その場に膝ひざをついたが、赤い光は容よう赦しやなくイザークの中に入り込む。

（それでいい。入れ）

　苦痛に顔を歪めながら、イザークは徐じよ々じよに、自分の視覚や聴ちよう覚かくが広がっていくのを感じる。まるで自分が巨大になったような感覚だ。リリエンシルト宮殿や王都までもすっぽり包む広大な範囲が、自分の半径数メートルにあるように感じる。

　たくさんの景色、音、人の声が一気に押し寄せる。混こん沌とんとした情報の渦うずが押し寄せ、その情報量の多さに吐き気がした。全身が痛い。

　この感覚に慣れ、そして見分けて、聞き分け、捜すのだ。彼女を。

　なぜ自分がこれほど力をつくして、フレデリカを助けているのか。それを疑問に思わなかった。彼女にしかグレーテルの姿が見えないのだから、彼女を助けるのはグレーテルを助けるのと同じだ。そうとしか思っていなかった。

　自分の必死さの理由を、イザークはそう理解していた。

（フレデリカ。待っていろ）

　歯を食いしばる。
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　薄暗い中で、ミュラー公こう爵しやくは傷の痛みに耐たえている。フレデリカはミュラー公爵の傍かたわらに寄り添そっていた。エプロンドレスの裾すそを裂さき、公爵の傷を固く縛しばった。出血は止まっていたが、ミュラーにはきちんとした手当てが必要だ。けれど動けなかった。

　塀へいから飛び降りたフレデリカたちは、貸し馬車屋の廏うまやに身を潜ひそめた。暗くなるのを待って外へ出るつもりだった。だが陽ひが落ち、移動しようと試みたとき、周囲をうろつく不ふ審しんな男たちを目もく撃げきした。そして慌あわててもとの廏へ戻もどったのだ。

　グレーテルが見張りを買って出て、一時間おきに周囲を警けい戒かいして戻ってきた。そして彼女は、襲撃者たちがしつこく、周囲をうろついていると教えてくれた。

　夜は長かった。しかしいつまで経たっても、襲撃者たちが消える気配はない。

「かなり執念深いわ。なにがなんでも、公爵を殺したいみたいね」

　干し草と馬の臭においが混じりあった、蒸し暑い空間で、黒くろ猫ねこはうんざりしたような顔で言う。

　時間は刻々と過ぎていた。

（朝が来てしまう。朝が来たら、わたしのお披ひ露ろ目めの園遊会の日）

　園遊会は正午に始まる。

　頻ひん繁ぱんに開かい催さいされる舞ぶ踏とう会は、たいがい夕暮れから始まる。それは舞踏会が余興であるという認識から、遊びの延長上にある行事として扱われるからだ。

　昼間に行われる園遊会は、舞踏会よりも格式が高い。

　特に今回の園遊会は、国の後こう継けい者しやを披ひ露ろうする公式行事だ。

　それまでに天使宮に帰り着き、フレデリカ王女として美しく着き飾かざり、その場に立っていなければならない。

　朝になったら、襲撃者たちが諦あきらめてくれる可能性にかけるしかない。

「まだ彼らは、諦めていないみたいです。もうすこしここで、身を潜めていた方がよさそうです。おつらいでしょうが我が慢まんしてください、公爵」

　天窓から洩もれ入ってくる月明かりで、ミュラーが血の気の失うせた顔で、皮肉に笑ったのが見て取れた。

「おまえは魔ま女じよか？　コール。あの声は、なんだ。わたしは魔女を相手にしていたのか？」

「魔女ではありません。事情があって、姿が見えないですけれど、わたしの友だちなんです」

　黒猫が、ぴくんと不ふ機き嫌げんそうに尻尾しつぽを揺らす。

「友だちなんかじゃないわよ」

　つんとそっぽを向かれてしまう。

（そうかしら？）

　確かにグレーテルにとってフレデリカは、友だちではないのかも知れない。

　けれどフレデリカにとってグレーテルは何かと問われれば、知り合いよりも、やっぱり友だちと表現するのが一番近いと思う。

「しかしなんであれ、おまえのような怪あやしげな者が、王女殿でん下かの周囲にいていいわけがない。何を企たくらんでいる……。それなのに、なぜ……わたしを助けた」

　熱があるらしく、ミュラーの体は、隣となりに寄り添うフレデリカにもわかるほどに熱い。

「怪しまれて当然だと思います。けれど信じてください。わたしは、王国に仇あだなすつもりはありません。もちろん、王女に何かするつもりもないんです」

「ならば、何が起こっている。おまえのような怪しげな者が、フレデリカ殿下に仕えている。イザーク・シュルツが騎き士し団を辞し、身分を隠かくし、名前を変え身分を偽いつわり、殿下の臣下と名乗っている」

「それは……」

　六公爵の中で最も若いながら、最も切れ者と言われるこの公爵に真実を打ちあけてしまったら、どうなるだろうか。こんな珍ちん妙みような災難を背負った王女を、国の後継者として認めてくれるとは思えない。事実を知った途と端たん、六公爵の合議を即そく座ざに開催し、フレデリカの王位継けい承しよう権剝はく奪だつを主張しかねない。

　でも、そうなってしまえば楽になれるのかもしれないと、ふと思う。

　おまえは王にふさわしくないと、周囲から認められれば、フレデリカの背負ってきた責任はなくなる。グレーテルはフレデリカを王にしたいと言ってくれているが、それも「ごめんなさい。わたしには無理でした」と言ってしまえばおしまいだ。

（こんなことを度たび々たび考えてしまうということは……、王になることは、わたしの本当の望みと言えない。きっと）

　心から、王になりたいと思っているわけではない。逆に、自分のような王女が王になってよいものかと、疑問すら感じているのだ。

「なんで公爵を助けちゃったのよ？　あのままにしておけば、こうやって責められることもなかったでしょう」

　干し草の中に寝ねそべり毛け繕づくろいしながら、黒猫がせせら笑うように言う。その声に、ミュラーは口元を歪ゆがめて笑う。

「そうだ、コール。その声が言うとおり。なぜ助けた。その答えを聞いていない」

「あなたが……」

　そこで言葉を切り、フレデリカは押し黙だまった。しばし己おのれの心を覗のぞき込み、間ま違ちがいのない自分の心を、正しく言葉にしようと試みた。

　一日に一時間しか、本来の自分でいられないという現実。馬ば鹿か馬ば鹿かしい、けれど露ろ見けんすれば王位継承権を失いかねない状じよう況きよう。心からの望みではないとはいえ、自分に負わされた責任のために王位継承権を守ろうとした。

　不安を抱かかえ、焦あせり、懸けん命めいに、右往左往するなかで、何度もフレデリカは取捨選せん択たくを迫せまられた。咄とつ嗟さの判断で、状況を切り抜ぬけた。

　その反射力でミュラーを助けてしまったのだ。けれどなぜ、助ける方を選んだのか。

（きっと、わたしにとって必要だから）

　それはフレデリカ自身が必要な場合もあるだろうし、フレデリカが守りたいと願うものを守るために、必要な場合もあるだろう。

「あなたのことを、大切な存在だと思うからです。あなたは、王国にとって必要な人だと思います。正義感にあふれ、賢かしこくて、行動力がある。そしてなによりも、国のことを一番に考えて行動している。そのためには王女を問い詰つめることだってする。国のために、必要なことは躊躇ためらわずにする。そんな人は、国にとって、とても大切な人で、絶対に必要だと思うからです」

　ミュラーが、目を瞬またたく。

「なぜおまえが、そんな理由でわたしを助ける？」

　問われれば、確かにそうだ。台所番の召めし使いが、国に必要な人間だからと、自分を拉ら致ちして尋じん問もんしようとまでした人間を助けるのは不可思議だろう。

「そうですね」

　フレデリカは苦く笑しようして、話題を変えた。

「わたしの質問にも答えてくださいますか？　なぜ公爵が、お命を狙ねらわれているんですか？　彼らはカルステンス侯こう爵しやくの紋もん章しようを使う一味です。彼らは二度、王女を衝しよう撃げきしました」

「なんだと？　王女殿下を二度も？　おまえたちはそれを、なぜ隠していた。そんなことであれば、警備を強化したのに」

　痛みに潤うるむミュラーの瞳ひとみに、怒いかりが見えた。

「事情があって……公爵に警備して欲しくなかったんです。すみません」

「過ぎたことを糾きゆう弾だんしても仕方ないが……。国王陛下に続き、王女殿下にも魔まの手を伸のばすか。わたしは六公爵の合議でカルステンス侯爵が生きていて、多数の者を操あやつっている可能性があると告発したんだ。宮きゆう殿でんの中ちゆう枢すうには、そのカルステンス候を助け、国王陛下の命を狙う者が存在していると。宣戦布告のつもりだったが。それに反応し、嗅かぎまわるわたしを始末しようとしたのだろう。やはりカルステンス侯爵が……」

　言葉の最後は疲つかれのために細くなり、ため息のようだった。かなり傷が痛むのだ。ミュラーは、フレデリカと目を合わせた。確かめるように訊きく。

「おまえは、……敵ではないな。わたしにとっても、王女殿下にとっても」

「はい。誓ちかって」

　ミュラーはカルステンス侯爵の生存を示し唆さし、公おおやけにした。そのことで、カルステンス侯爵を中心に蠢うごめく連中が動き出したのだろう。公にされたことで身を潜めるどころか、大だい胆たんになっているのが不気味だ。

（もっと不気味なのはカルステンス侯爵は生きている可能性があり、彼に動かされている襲しゆう撃げき者たちがいて、紋章までひけらかして存在を誇こ示じしているのに、侯爵本人の存在が、まるで煙けむりみたいにぼんやりしていて、実体が摑つかめないことだわ）

　フレデリカはこれから、そんな真っ黒い煙のような得体のしれない相手と、対たい峙じしなくてはならないはず。

　徐じよ々じよに廏うまやの中が明るくなってきた。天窓を見あげると、夜明けの紫むらさき色いろの空が見えた。

（綺き麗れい。イザークの瞳の色……。わたしが帰らなければ、きっとイザークが捜さがしてくれている。でも、待っていても見つけてもらえない。見つからないように、隠れているんだもの）

　陽ひが昇のぼると、グレーテルはまた外へ様子を見に行った。そして帰ってくると、がっかりしたように首を振ふる。それを何度も繰くり返した。

　街が目覚める気配がする。馬車の車輪の音と、扉とびらの軋きしむ音。挨あい拶さつを交かわす声と、笑い声。

　もうすぐ、この廏にも人がやって来る。そして怪け我が人を抱えた不ふ審しん者を発見すれば、騒さわぎになって、襲撃者たちを呼び寄せる。

　ミュラーの顔色はますます悪くなっていた。気を失ったのか、眠ったのか、目を閉じて動かない。

（正午まで時間がない。ミュラー公こう爵しやくの怪我も、このままにしておくのは限界）

　焦りが募つのる。フレデリカは目を閉じる。胸の内側が、じりじりする。

　どうすればいいのか、わからない。

「公爵は寝てるわ。今のうちに、あなた一人で抜け出しなさいよ、ここから」

　いらいらと干し草の中を歩き回っていたグレーテルが、しびれを切らしたように言う。

「あいつらが狙っているのは公爵よ。公爵を連れていなければ、あなた一人逃にげ切れるわよ」

「わたしの姿を見たら、彼らは公爵の居所を喋しやべらせようと、わたしを捕つかまえようとするわ。わたし一人でも、同じよ」

「園遊会が始まるのよ！　あなたが行かなければ、あなた、自分がどうなるかわかってるの!?」

「ええ……。わかってる」

「わかってるなら、焦りなさいよ!!」

　黒くろ猫ねこは牙きばを剝むきだし毛を逆立て、悲鳴のように怒ど鳴なった。

　焦りを胸いっぱいに抱えているフレデリカだったが、それ以上に焦っている様子の黒猫の様子が意外で、だからこそすこし冷静になれた。

「なんでそんなに焦ってるの？　グレーテル」

「わたしの望みを忘れたの!?　あなたがいなければ、わたしの望みは叶かなわないの！」

　怒鳴り声に、ぽかんとした。こんなにグレーテルは焦っている。

「それに、あなたはこのまま、わたしの体なんかで一生過ごすはめになっていいの!?　両親にかまわれなくても我が慢まんして、厳しい躾しつけも我慢して、暗くら闇やみに置いて行かれても我慢して。そんなに我慢をしたんだから、わたしの人生と入れ替かわったら、あなたは我慢損じゃない！　もっと上等な人生を望みなさい！」

　黒猫の瞳がぎらつく。

「わたしの思いも、あなたの我慢も、全部無む駄だにしないで！」

（グレーテルは、……わたしを必要としてくれている……？　わたしに我慢を無駄にするなと怒おこってくれてる……？）

　この時やっと、フレデリカは気がついた。

（そうなの？　わたしのために、そして同時に自分のために、わたしが王女として必要だって、焦ってくれている？）

　苛いら立だつ黒猫の様子を見つめていると、じんわりと何かが胸に染しみこむように理解できた。

（グレーテルは、わたしに望むことがある。自分の望みを叶えたいと願ってるから、焦ってる。こんな、わたしに……望んでくれている。王様になりなさいって。わたしのためにも）

　自信がなくて臆おく病びようで、派手なことは嫌きらいで、不気味なものがひっそり大好きだ。幼い頃ころから寂さみしさばかり感じていた。そのフレデリカを一人ぼっちから助けてくれたのは、そら豆人形と、そしてそれをくれた少女だった。暗闇が怖こわくなくなったのも、そら豆人形を抱だいたからだった。

（あ……わたし……嬉うれしい）

　フレデリカにそら豆人形をくれた秘密の友だちが、フレデリカを必要としている。そういうことなのだ。そのことが嬉しい。自分に自信がなくて、王女らしくない臆病な自分のことが、フレデリカは好きではない。けれどそんなフレデリカを、グレーテルは、必要としてくれているということ。フレデリカに求めていることがあるのだ。

　それは王女に生まれたから、王女らしくあれと求められることと、似ているようで、決定的に違ちがう。グレーテルはてんで王女らしくないフレデリカを良く知っていて、なおかつ、求めてくれているのだ。フレデリカだからこそ、求めてくれているものがあるのだ。

　王になることは、フレデリカ自身の望みではないかも知れない。けれど。

（応こたえたい）

　強くそう思った。求められることが、嬉しかった。

　すると自分がすこしだけ強くなれる気がした。

（望まれているなら、応えたい）

　胸の奥に、しなやかで強いなにかが、大地から芽め吹ぶくもののように、ゆっくりと顔を出す。

　フレデリカは立ちあがった。

　考えても答えが出ないのなら、考えても無駄だと思った。胸の中に生まれたしなやかなもののおかげで、すっきりと思い切ることができた。だから今必要なのは、冷静さや理論ではなく、闇やみ雲くもな決断だと理解する。

「わかったわ。わたし……宮殿へ帰る」

　告げると、黒猫が金の目を光らせる。

「どうやって？」

「馬で」

　答えると、ミュラーの肩に触れて彼を起こした。目を開いても、まだぼんやりしているミュラーに、フレデリカは安心させるように静かに知らせる。

「ミュラー公爵、朝です。まだ襲撃者の包ほう囲い網もうはとけません。でもわたしは、是ぜが非でも正午までにリリエンシルト宮殿に帰らなければなりません。ですから強きよう硬こう手段に出ます。馬で突っ切ります。公爵は、わたしの馬に同乗してください。傷は痛むでしょうが、しっかり摑まってください」

　これしか方法はない。

　隠かくれていてもいずれ見つかる。ミュラーの手当てもしなくては、彼の命も危あやうい。

「なに言ってるの、あなた！　そんな危険なことをするつもりなの？」

　黒猫は驚おどろき呆あきれたように声をあげた。

「だってそれしか、方法はないもの」

　フレデリカは、黒猫の金の瞳ひとみを見み据すえた。

「逃げきれるか、わからない。けれど安全で確実な策がないからと諦あきらめるくらいなら、一か八かにかけてみようと思うの」

「馬ば鹿かね本当に！　成功するわけないでしょ！」

「でも、他ほかに方法がないの！　だからよ！　わたしにはこれしか思いつかないんだもの、だから他に方法があるならば教えて！」

「ないわよ、他の方法なんて！　八方ふさがりなんだから！」

「だったら、やるわ！」

　フレデリカの必死の言葉に、黒猫は言葉を失ったようだ。しかしすぐにむっとした表情になり、目をつり上げる。

「……わかったわよ。そうね。それしかない。だったら、すこしでも成功率をあげてあげるわよ、このわたしが」

「え？」

「ここは王都の南の外れ。廏を出ると、すぐに大通りよ。その大通りを、山脈の影かげが見える方向へ走りなさい。そうすれば王都を抜ぬけて、リリエンシルト宮きゆう殿でんへ向かう街かい道どうへ出る。その道を行きなさい。わたしは、イザークか第一騎き士し団長、どちらかを呼びに行ってあげる。きっとあなたを捜して、どちらかが動いているはず。宮殿へ向かう道を来るなら、迎むかえに来させるわ、彼らを」

「ありがとう」

「あなたが正午までに戻もどらなきゃ、わたしの望みだって終わるからよ」

　グレーテルはつんと尻尾しつぽを立てると、廏から飛び出していった。

　ミュラーには黒猫の姿が見えていないので、フレデリカと黒猫の会話を、なんとも気味悪そうに眺ながめていた。だがその会話の内容はしっかり聞いているらしく、見えない声の主の気配が消えたとわかると、探さぐるように訊きく。

「なぜ、おまえたちは正午までに宮殿に帰ろうとしている……？　なにか企たくらんでいるのか？」

　掠かすれた声で問うミュラーに、フレデリカは微笑ほほえんだ。

「わたしは今、ちょっと複雑な災難にみまわれているので、そのためにです。でも、安心してください。公爵のことは守ります。大切な臣下です。わたしが守ります」

　フレデリカは廏の中をぐるりと見回し、筋肉質で足のしっかりと太い馬を選んだ。二人の人間を乗せて走るには、体力と筋力が必要だ。

　しかし馬のくせに、ひねくれた目つきをしていた。そのことに多少の不安は覚えたが、それでも、この馬が最良なのは間ま違ちがいない。

（できるかしら、乗馬……）

　守りますと言ってみたものの、馬に馬鹿にされ、振ふり落とされ続けていたフレデリカだ。馬を操あやつれる自信はなかった。けれどイザークは、馬術で最も大切なのは、主あるじとして馬に接することだと言っていた。主らしく振る舞まえば、きっと馬もフレデリカのいうことを聞いてくれる。

「わたしたちを、乗せてください」

　馬の鼻はな面づらに手を伸のばし、ゆっくりと撫なで、フレデリカは馬の瞳を見つめる。

　主らしくするとは、どういうことなのかわからない。低い声を出しても、睨にらみつけても、馬はフレデリカを馬鹿にした。だからもう、そんな態度に出るのは馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　ただフレデリカは、真しん摯しに向き合おうと思った。それは馬に対してではなく、自分の心にだ。

　フレデリカには、守らなければならないものがある。そのことを心の中に強く感じながら、馬に囁ささやく。

「いいですね。乗せてください。わたしには守りたい人も、守りたいものもあるんです。あなたが必要です」

　ぶるっと、馬が胴どう震ぶるいした。

「乗せてください」
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（何者だ）

　朝の光が天窓から射さしこむ下で、グレーテル・コールは馬の鼻面を撫でた。そして静かに、「乗せてください」と言っただけだ。それなのにミュラーは、彼女の言葉に逆らいがたいものを感じる。

　彼女はミュラーに、「わたしが守ります」と告げた。その言葉と、微笑みに、体の内側から沸わきあがるものを感じた。それはこんな少女に感じるはずもない、畏い怖ふの念だった。あるいは尊敬だったかもしれない。

　自分は彼女を拉ら致ちし、手て荒あらな尋じん問もんをしようとしていた。なのに彼女はミュラーを助け、今も、助けようとしている。理由はただ、必要な人間だからと。そして守ると、あんなに頼たよりない細い体で、堂々と告げた。高潔な判断と言葉だった。

　その姿はまるで、自分の主のようだ。

　そう思った瞬しゆん間かん、体の内側から、熱く沸ふつ騰とうするような激しい感情の昂たかぶりが起こった。それは何に対する、どんな感情なのか、自分でも判然としなかった。しかし傷のために起こる発熱とは全く種類の違う、胸の奥底が沸き立つような魂たましいの発熱のようだった。

（彼女は何者だ）

　その疑問が、口をついて出た。

「あなたは、何者だ」

　すると彼女は驚いたようにふり返り、躊躇ためらう素そ振ぶりをした。
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（秘密を告白したら、公こう爵しやくはどう出るだろうか。それが……怖こわい）

　フレデリカとグレーテルの間になんらかの秘密があり、さらにイザークたちも巻きこんで、何事かをやっているのを、ミュラーはわかっている。ここまで知られてしまっては、もはや誤ご魔ま化かしもきかないはず。

　告白するか。もしくは、ミュラー公爵の口を塞ふさぐか。二つに一つしかない。だがミュラーを殺すことは、まずできない。彼は王国にとって大切な家臣だ。

　告白するしか道はない。だがその告白の結果がどう出るか、わからない。

「いずれ、お話しします」

　フレデリカは答えを先延ばしにした。ミュラーから視線をそらし、馬の準備を始めた。

　馬に鞍くらをつけると、馬ば房ぼうから引き出す。廏うまやの出入り口で、信しん頼らいをこめて馬の首筋を叩たたくと、鐙あぶみに足をかけて鞍に跨またがる。ミュラーに手をさしだした。

「どうぞ、公爵。わたしの後ろに乗ってください。わたし、とても乗馬が下手ですから。振り落とされないようにしっかりと、摑つかまっていてください」

「なんと安心できる告白だ」

　傷を庇かばいながら苦笑いし、ミュラーはフレデリカの後ろに乗った。

（手た綱づなは強すぎず、ゆるすぎず。これは馬に、わたしの意思を伝えるためのものだから、方向を示すときには、馬が迷わないように、でも脅おどさないように、適度な力で引く）

　イザークと一いつ緒しよにした乗馬の練習を思い出す。彼は背後からフレデリカの手に手を添そえ、フレデリカに指示をくれた。

「行きます」

　フレデリカは馬の腹を蹴けった。馬が駆かけ出した。

　突とつ然ぜんの動きに息を吞のむ。廏と大通りを隔へだてる柵さくが前方にはある。それを認めて焦あせった。どうにか迂う回かいしようと、無意識に手綱を右に引く。すると馬がゆるやかに柵にそって、走り出す。

（あれで動いてくれた？　ああ、そうか。操るのではなく、伝えるんだ。わたしの意思を）

　柵の切れ目を確かく認にんすると、手綱を軽く引く。馬が承知したように、柵の切れ目を駆け抜ける。

（やった！）

　はじめて、フレデリカは手綱の役目を理解した。

　大通りに駆け出ると、通行人たちが驚いたようにふり返った。いきなり大通りに飛び出し、駆け出した馬は目立つ。

　フレデリカたちを追っているらしい、マント姿の男たちが二、三人いた。彼らは驚おどろいたように立ち止まり、フレデリカの操る馬を認めて何事か叫さけんだ。彼らは馬をどこかへ預け、徒歩で探たん索さくしていたようだ。これは幸運だった。彼らが馬に乗るまでの間に、距きよ離りを稼かせげる。

　フレデリカは強く、馬の腹を蹴った。ミュラーがフレデリカの後ろで、加速の勢いに耐たえるように呻うめく。

　ぐんとあがる馬の速度に、腹のあたりがヒヤリとするほどの恐きよう怖ふを感じる。

（速い！　怖い）

　しかし自分の恐怖を、馬に気取られてはならない。歯を食いしばり、悲鳴をあげたいのをこらえると涙なみだがにじむ。

（落馬だけは、できない……！　わたしが馬を操り損そこなったら、ミュラー公爵も死ぬ）
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「王女殿でん下かは就しゆう寝しん中だよ」

　天使宮のフレデリカの部屋の前で、ユリウスはいつものように微笑んで、三人の侍じ女じよたちに告げた。夜明けと共に侍女たちはやって来た。園遊会の準備で、フレデリカの身み支じ度たくを手伝うためだった。

　侍女たちがフレデリカの身支度のために派は遣けんされることは、事前に決まっていた。なのでユリウスが、侍女たちを適当に追い払はらい、フレデリカ自身で手早く身支度するようにと段取りを組んでいた。なにしろ一時間しか王女でいられないのだ。身支度を人に手伝わせてしまえば、それだけで一時間経たってしまう。

「ではいつ、お支度に参りましょうか」

　侍女が困こん惑わく気味に言うので、ユリウスは明るい笑え顔がおで片目をつぶる。

「僕が君たちを、呼びに行ってあげる。王女殿下はお疲つかれだから、ぎりぎりまで寝ねかせてあげたいじゃない？　わかってくれるかい？」

「まあ、お優やさしい」

　侍女たちは顔を見合わせ、頷うなずきあうと「では、お願いいたします」と頭をさげ、去って行った。それを見送ったユリウスは、肩かたをすくめた。

「ほんと、お寝ね坊ぼうだからねぇ。僕の王女殿でん下かは」

　彼はフレデリカの部屋に入ると、寝しん室しつへ向かった。窓は開けられていた。朝の光の中で、レースのカーテンを巡めぐらせたベッドに横になるフレデリカの体に、ユリウスは近づいた。レースをかき分けベッドに座ると、眠ねむれるフレデリカの顔を見おろす。

「さて、シュルツも帰らない。君も帰らない。いよいよこれは君の体をさらって、王女殿下誘ゆう拐かい事件をでっちあげなきゃいけないかな？　そうでもしなきゃ、園遊会に王女不在は許されないしね」

　手を伸のばし、フレデリカの頰ほおに触ふれ、問いかけるように小首を傾かしげる。

「もちろん、犯人はシュルツにやってもらうけれどね。君は怒おこるかな？　でも仕方ないよね。君が今、いないんだから」
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　精せい霊れいとの融ゆう合ごうを、夜に始めたのが幸いした。

　魔道具や魔ま法ほう陣じんの助けなく行使するには、好ましくない程ほどの魔ま力りよくを必要とする魔術だった。

　だが夜は魔術師の力が強くなる。しかも夜に入ると、人間の活動が極きよく端たんに少なくなるので、声や音が少なくなり、感覚に慣れるにはうってつけの静けさになってくれた。

　それでもイザークは膝ひざをついた姿勢のまま、その場から動けなかったし、嫌いやな冷や汗あせが背筋をつたう。こめかみと全身の痛みが続くので、それを耐えるだけでも大変だった。

　苦痛に耐えながら、あらゆる場所を、巨きよ大だいになった自分は見回し続けている。

　広い視野と大きな耳を手に入れたために、人の声や音は相対的に微かすかで、見えるものも小さくぼんやりしている。だからその微かな音や、存在を逃のがさないように、集中していた。

　夜は長く、永久に終わらないかと思えるほどだった。

　フレデリカの気配を見つけられないままに、山の稜りよう線せんが薄うす紫むらさきに染まる。

（なぜ、まったくなんの気配もないんだ）

　騒そう動どうが起こっているならば、きっと感じられる。しかしひっそりとした夜が続いているだけで、人が時折、王都や宮きゆう殿でん内で歩き回る程度。

（身を潜ひそめているのか。もしくは既すでに……）

　最悪の想像が脳のう裏りをよぎる。朝あさ陽ひがイザークを照らす。

　朝陽の明るさに焦りと絶望を感じはじめていた。

　陽はぐんぐん高くなる。太陽が進む速度に苛いら立だった。太陽の熱が、徐じよ々じよに強さを増し、背に当たる光を熱いと感じる。その時だった。

「イザーク！　助けて！」

　はっきりと声が聞こえた。自分の名を呼ぶ誰だれかがいる。

　イザークは声の方向へ、精霊の視界を向ける。声がした方向は王都の南の外れだ。

「イザーク、イザーク！　あの子が！」

　王都の外れの街かい道どうの上。声だけがする。

　一いつ瞬しゆん、その奇き妙みようさに混乱する。精霊と融合し、全身の痛みに耐えている今の状態だからこそ、その現象が現実なのか否いなかさえ、理解出来なかった。

「あの子が、フレデリカが！　イザーク！　来て、早く！　あの子を助けて！」

　フレデリカの名前は、混乱しかけた意識にひやりと冷水を浴びせたようだった。

　思考が鮮せん明めいになる。

　姿が見えない。声だけがする。フレデリカを、あの子と呼ぶ。その者は、誰だ。

（グレーテルか!?）

　グレーテルがイザークを呼んでいる。そしてフレデリカを助けろと叫んでいる。

　なぜそんなことになったのか、理由はわからなかった。だが考えている場合ではないはず。

　グレーテルがどこにいるのか、イザークは今一度、精霊の耳で聞き分けた。

　そして全身を苛さいなむ精霊の力に向かって、命じた。

「我が身より散れ！」

　激しい一いつ喝かつに、全身が内側から破は裂れつしたような衝しよう撃げきがあった。その衝撃のために、地面に両手をつく。融合していた精霊は、一瞬で逃にげ散った。肩で息をしながら、イザークは立ちあがった。よろけながらも馬まで戻もどると、すぐさま騎き乗じようし、駆け出した。

　向かうは王都の南。王都を外れた街道だ。一晩魔力を駆く使ししたせいで、激しい頭痛と吐はき気がした。それに耐え、全速力で駆ける。空に王都の影かげが浮うく。

　街道を駆けていると、突然、声がした。

「イザーク！」

　声のした場所より、勢い余って走り過ぎた。慌あわてて馬を止め、馬首を巡らせ、声を張った。

「グレーテルだな!?　どこにいる、おまえ！」

「イザーク。真っ直すぐザルツシュタインへ向かって！　フレデリカが大通りを、馬で南へ下ってくるはずよ！　追っ手がいるの！　早く、急いで！」

「あいつが馬で!?」

　仰ぎよう天てんした。イザークが手取り足取り教えても、フレデリカの乗馬は上達しなかった。技術が身についていないのではなく、馬に遠えん慮りよ気味で、怯おびえていたので、賢かしこい動物に見み透すかされて馬ば鹿かにされていたからだ。あの状態で馬に乗れるとは思えなかった。

「急いで！」

　あんな乗馬術のフレデリカが追われれば、すぐさま捕つかまる。最悪落馬。

　しかし何者に追われているのか。そしてなぜグレーテルが、ここにいるのか。

「グレーテル、何がどうなってる。フレデリカが誰に追われている!?　ミュラー公こう爵しやくはどうした!?　俺は、ずっとおまえを捜さがしていたんだぞ、この馬鹿！」

「ミュラー公爵を追っているのは、カルステンス侯こう爵しやくの紋もん章しようを使う一味よ。彼らが公爵を狙ねらったのに、フレデリカは巻きこまれたの！　わたしのことは、いいから。早く、行って！」

「グレーテル！」

「フレデリカが危ないのよ!?」

　歯ぎしりした。

　やっと見つけたグレーテルだ。イザークの目には見えないが、確かにここにいる。イザークがフレデリカと行動を共にし、彼女に協力しているのは、まさにこの瞬しゆん間かんのためではないか。ここにグレーテルがいるのだから、声の方向から推測し、見えない黒くろ猫ねこを捕ほ獲かくするのが当然だ。そのはずだ。

（だが、フレデリカ！）

　フレデリカを助けなくてはならない。その衝しよう動どうが、イザークを突つき動かす。

　迷いは一瞬だった。すぐにイザークは選んだ。

「くそっ！　そこにいろよ、グレーテル！」

　イザークは再び馬に鞭むちを入れ、駆かけ出した。

　そこにいろと命令したが、きっとグレーテルは、イザークの言葉なんか聞かない。イザークが駆け去ると、彼女はさっさと行ってしまうだろう。悔くやしかったし、腹立たしい。

　そうとわかっていても、フレデリカを助けに行く方が先だった。乗れもしない馬に乗り、彼女は逃げてくると言うのだから。

（フレデリカ！）

　イザークの目的は、グレーテルを捕まえて元に戻すことのはず。

　なのにフレデリカを助けることを選んだ自分の決断に、歯ぎしりする。

　今のフレデリカは、グレーテルの体を使っている。だから、その体を守るためにフレデリカを優先するというのも理由にならなかった。イザークは魔術師だ。人の体が、完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされない限り、死んだ体にさえ魂たましいを移すことが可能だ。もし仮に今、グレーテルの姿をしたフレデリカが落馬で息絶えても、なんらかの手はあるのだ。

　いや、いっそ、フレデリカが死に、グレーテルの体からフレデリカの魂が抜ぬけ出してくれた方が、グレーテルを元の姿に戻すためには有効でさえあるだろう。

　なのに。

（俺は、あいつを助けたいと思っている）

　そのことが自分でも意外で、驚おどろきだった。グレーテルよりもフレデリカを優先してしまった自分が、自分でもわからない。
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　馬を操あやつり駆け去るイザークの背中を見つめ、黒猫、グレーテルは長い尻尾しつぽをくたりと垂らす。

　イザークはフレデリカと信しん頼らいしあった。信頼する相手が一晩行方ゆくえ不明になれば、彼はきっと必死に捜す。普ふ通つうに捜しても無理であれば、魔術を駆使して捜す。

　信頼したほどの相手を、イザークは放ほうっておかない。彼は心優やさしい魔術師だから。

　そう思っていたから、グレーテルは走りながら空に向かってイザークを呼んだ。すると彼はやって来た。やはりフレデリカを必死に捜していたのだ。

　彼が姿を見せたとき、グレーテルは嬉うれしかった。嬉しかったけれど、同時に胸が苦しくなった。フレデリカとイザークは、確かな信頼関係で結ばれている。それを目まの当たりにしたのだから。

　イザークは、今、グレーテルよりもフレデリカを優先した。

「わたしは……イザークと信頼しあうことなんかできない」

　イザークはきっと、グレーテルを信頼してくれる。イザークはグレーテルを心配してくれるし、大切に思ってくれている。

　けれどグレーテルの方が、イザークとは心から打ち解けられない。心の全すべてをさらすには、グレーテルの中にあるわだかまりが、大きすぎる。

　心から打ち解けられない相手と、信頼など結べない。

　哀かなしいというよりも、運命の皮肉さに笑ってしまう。

　こんな運命を自分に与あたえた王国は、消えてなくなれば良いと思っていた。けれどイザークが愛しているこの国を、滅ほろぼしたくはないとも思っていた。グレーテルの心は、幼い頃ころからずっと揺ゆれていた。この王国を根こそぎ壊こわしてやりたい気持ちと、保ち続けたい気持ち。

　けれどグレーテルはある日、一人の少女と出会った。彼女に会ってグレーテルは、もう一つの方法を思いついたのだ。この国の形を保ち続けながら、時代にふさわしい、今と違ちがう中身の国になればいいと。

　しかし。国の形が変わっても、今と違う中身の王国になっても、どちらにしろグレーテルはきっと、安らげる朝を迎むかえることなどできない。フレデリカに向かって、いい朝が欲しいと言った。だがそれは叶かなわぬ望みを口にして、自分を慰なぐさめるのに近かった。

　安らげる日は来ない。けれどいい朝が欲しいと口にしていれば、なにかの奇き跡せきで、そんな朝が来るかも知れない。そんな絶望的な希望なのだ。ただの自分への慰めなのだ。

　そのためにグレーテルには、フレデリカが必要だった。

「イザーク。間に合って」
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「追っ手だ」

　同乗するミュラー公爵が、掠かすれた声で伝える。

　フレデリカは速度の恐きよう怖ふに耐たえながら、手た綱づなを握にぎりしめ、前方から目をそらさなかった。そらすことができなかった。王都ザルツシュタインの街を抜けると、石ころの多い街かい道どうに入ったが、道はゆるく蛇だ行こうして草原の中を続いており、下手に手綱をさばくと、馬が草原へ突っこみそうな恐怖がある。そのために背後をふり返ることもできない。

「何騎き追って来ますか!?」

　舌を嚙かみそうになりながらも、問う。背後から蹄ひづめの音が、いくつも聞こえる。

「三騎だ。速い。こちらは二人乗りで速度が出ない。すぐに追いつかれる」

　泣き出しそうなほど、馬の速度は速いと思っていた。けれど馬に慣れた人間からすれば、たいした速度ではないのだろう。

「馬を止めて、わたしを下ろすんだ。コール。彼らの狙いは、わたしなのだから」

「嫌いやです！　それじゃ、こんな馬鹿な真似まねをした意味がなくなるんです！」

　恐きよう怖ふ感かんと絶望感で、怒ど鳴なった声は震ふるえる涙なみだ声ごえになった。

「コール！」

「嫌です、嫌！　わたしは！」

　ふいに視界が滲にじむ。泣いては駄だ目めだと思う。泣いてしまったら、馬に侮あなどられる。だから視界は滲んでも、けして涙にするまいと歯を食いしばった。

　蹄の音が近づく。

（もう終わりなの!?）

　そう思った時だった。街道の正面から、全速力で駆けてくる一騎の人馬が見えた。明るい空を背景に、美しい銀の髪かみと紫むらさきの瞳ひとみをした、魔ま術じゆつ師しの姿だった。

「イザーク！」

「……シュルツ!?」

　背後でミュラーが苦しげに、しかし驚いたような声を出す。

　イザークもフレデリカたちを見つけたらしい。大声で怒鳴り返した。

「馬を止めろ！」

　そんなことできないと、咄とつ嗟さに思った。背後から追っ手が来ている。それなのに馬を止めてしまえば、すぐに捕つかまる。イザークにも追っ手の姿は見えているはずだ。なぜ止まれというのか、理解出来ない。

（でも、イザークがそうしろと！）

　理由はわからないが、絶対に彼はフレデリカを守ってくれる。そう信じているから、手綱を引き絞しぼった。馬は砂すな埃ぼこりを巻き上げて急停止したが、ミュラーが焦あせったように声をあげた。

「なぜ馬を止めた!?　追っ手が！」

　ぐんぐんと馬を走らせ、こちらに近づいてくるイザークは、馬上で懐ふところに手を入れ拳けん銃じゆうを取り出す。姿勢を低くすると銃じゆう口こうをこちらに向け、正面に構えた。

　それを目にしたフレデリカは息を吞のみ、ミュラーも馬上で身を縮めた。

　銃じゆう声せいが響ひびく。

　銃じゆう弾だんはフレデリカたちの馬の後方地面に当たったらしく、小石が弾はじける。その音に、フレデリカの乗っていた馬が動どう揺ようし、二、三歩足あし踏ぶみして馬体を揺らした。

　同時に、背後から馬のいななきがして、男の悲鳴が上がる。

　ふり返ると、竿さお立だちになった馬から、男が振ふり落とされる瞬しゆん間かんだった。

（だからイザークは、馬を止めろと！）

　銃声に慣れていない馬は、その音に驚き暴れることがある。全速力で走っていれば、振り落とされる危険がある。それを見み越こして、彼はフレデリカたちの馬を止めさせたのだ。

　馬上からイザークは、もう一発撃うつ。すると竿立ちになった馬を避よけようとしていた一騎の乗り手が、声をあげて馬から転げ落ちた。

　イザークの馬が、フレデリカの馬の隣となりまで駆かけてくる。彼は手綱を引いて馬を止めた。そして馬を止めた瞬間に、追っ手の残り一騎に向かって、もう一発を撃った。

　もう一騎の乗り手も、落馬した。落馬した追っ手三人とも、地面に伏ふせて動かなかった。

　一人は落馬の衝しよう撃げきで、首があらぬ方向に曲がっていたし、残り二人は、首と頭に銃弾が命中したらしく、細い血の筋が流れている。

「うまく生かしておけば、情報を引き出せたのにな。馬の上じゃ、狙ねらいが定まらねぇ」

　イザークは舌打ちしたが、すぐにフレデリカの馬の方へ馬を寄せる。

　緊きん張ちようと恐怖が一気に解けて、フレデリカは、ただぼんやりとイザークを見つめていた。しかしミュラーは、混乱の極きわみらしい。呻うめくような声を出す。

「シュルツ……。なぜ、おまえが。いや、コールの仲間なのは確かだが……」

「お久しぶりですとご挨あい拶さつするのも白々しいですね、閣下。ひどい有様ですね。怪け我がを……」

　そこでイザークはフレデリカの方へ視線を移し、全身を確かめる。そしてほっと息をつく。

「おまえは、怪我はないらしいな。ただぼけっとしてるだけかよ、ひやっとした」

「イザーク……。来てくれたんですね……」

「呼ばれたんだ。あいつが俺を呼んだ。おまえのために」

　胸の奥が、温かくなる。グレーテルが約束通り、イザークを呼んでくれたことが嬉しい。彼女が、フレデリカを助けてくれた事実が嬉しい。

「彼女はどこにいますか」

「さあな。行き合った場所でそこにいろよと声だけはかけたが、逃にげ回ってるあいつが、俺のいうことを聞くとも思えない。逃げただろうな」

　周囲を見回してみたが、グレーテルの姿はなかった。彼女はイザークに会うことすら嫌がっていたのに、フレデリカの危機にイザークを呼んでくれた。そのことは嬉しいが、それでも、グレーテルはやっぱりイザークに会いたくないのだろう。

（また姿を消してしまった……）

「えらく時間がかかったが、なんにしても良かった。見つけられた」

　イザークが微笑ほほえんだ。その微笑みの優やさしげなのを目にすると、もう我が慢まんできなかった。ずっと我慢していた涙がどっと流れ出す。

「イザーク……。わたし、馬に乗りました……」

「よくやったよ。だがな、おまえ……ほんとに、なんて人を連れてるんだか……」

　そこでイザークは、げんなりしたように再びミュラーに目をやる。ミュラーは痛みをこらえるように顔を歪ゆがめていたが、不ふ審しんと不可解が入り交じったような目でイザークを睨にらむ。

「シュルツ……。わたしには、なにがどうなっているのか、わからなくなりそうだ……」

　イザークはフレデリカに目をやる。

「どこまで、この人は知ってるんだ？」

「なにも、ほとんど御ご存ぞん知じないです」

「なるほどな。まぁ、見たところ閣下は大変な怪我をされているようだ。ここからだとリリエンシルト宮殿の方が、閣下の城よりも近いので、お送りしますよ。俺は今から、大急ぎで、こいつをリリエンシルト宮殿に連れ戻もどさなければならないので」

「説明をしろ、シュルツ」

「言えることと、言えないことがあります」

「全すべてを話せ！　そうでなければわたしは、王女殿でん下かも含ふくめ、おまえやコールのことも、徹てつ底てい的に調べるようにと、国王陛下に直じき訴そするぞ！　王女殿下がコールの調査を禁じたとは言え、王女殿下自身が調査の対象となれば、もはや禁じるも何もないのだから！　だが！」

　ミュラーはそこで、肩かたを摑つかんで歯を食いしばる。大きな声を出して、痛みがひどくなったのだろう。脂あぶら汗あせを額に滲ませながら顔をあげる。

「だがわたしは、コールに助けられた。コールを尋じん問もんしようとしていたわたしを、コールは助けたのだ。だからもし、なんらかのまっとうな理由があり、おまえたちがこんなことをしているのだとすれば、聞きたい。隠かくさなければならないことを、無む理り矢や理りに白日の下もとに引きずり出したくはない。それが、隠しておかねばならないことであったとしたら、なおさら」

　フレデリカは背後のミュラーをふり返り、彼の瞳を見つめた。

（きっともう、このお方を誤ご魔ま化かしきれない。でも……）

　フレデリカはここに至っても、まだ迷っていた。真実を話すのが怖こわい。公こう爵しやくがどう出るか、予想がつかないから怖い。先延ばしにするしか、方法を思いつかなかった。

「ミュラー公爵。フレデリカ王女は、あなたに、すべてをお話しする用意をすると思います。ですからまずは、園遊会の後まで待って下さい」

「なぜ園遊会が終わるまで待たねばならん」

「園遊会がとても大切な行事だからです。ですから待って下さい。お願いです。わたしたちに、王女に対する害意も、王国に対する害意もないのだと、わかって下さったと思います。ですから待って下さい。お願い」

　懇こん願がんの言葉に、ミュラーは沈ちん黙もくした。だがすぐに、疲つかれたようにため息をつく。

「園遊会の後だな。コール」

「はい」

「いい。待とう」

　フレデリカは顔を正面に向け、街かい道どうを睨む。

「急ぎ戻ります。正午に間に合うように」

　太陽はどんどん昇のぼっていく。

（間に合うはず……違ちがう。間に合わせなきゃ！）
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「さて、もう待てないよね」

　ユリウス・グロスハイムはベッドに腰こし掛かけ、懐かい中ちゆう時計を確かく認にんした。彼は懐中時計を内ポケットに戻し、立ちあがると、眠ねむれる王女に微笑みかける。

「正午まで一時間を切った。いくらなんでも、もう侍じ女じよたちが怪あやしんで天使宮に来てしまう。フレデリカ王女は失しつ踪そうしないとね」

　かがみこんで、聞こえるはずもないその耳に優しく囁ささやきかけると、ベッドから体を抱だき上げる。フレデリカを抱いたまま扉とびらへ向かう。

　天使宮のバラ園と炊すい事じ棟とうを隔へだてる林の中に、馬を用意してある。それに乗り、フレデリカの体を抱かかえて、コーゼル村のイザークの自宅へでも向かえばいい。そこから先は、また改めて考えることにして、とりあえずは目の前の危機を回かい避ひするつもりだった。

　ユリウスは、未来の国王たるフレデリカを守っているのだ。彼女が王となる資格を失えば、守るべき人ではなくなる。そうなったとき、ユリウスはあっさりフレデリカを見限るだろう。しかし今、こうやって次期王の資格を有する限りは、その資格を守ることも含め、彼女の全てを守るのが使命だ。

「待ちなさいよ、第一騎き士し団長」

　扉の前まで来たとき、どこからか声がした。ユリウスはぴたりと立ち止まった。その目が細まり、ゆっくりと周囲を確認するように眼球だけが動く。

「声はすれども、姿は見えず。これは悪あく霊りようかな？」

　薄うす笑わらいで口にすると、その場に膝ひざをつき、抱えていたフレデリカの体を床ゆかに下ろす。

「もうすぐ、フレデリカは帰ってくるわ。イザークと一いつ緒しよにね。ただ正午までに身み支じ度たくを終え、国こく賓ひんたちの前に立てるかはわからない。だからあなたが一足先に園遊会へ向かって、フレデリカは間もなく来ると言って、時間を稼かせぎなさい」

「へぇ、そうなの。とりあえず君は、グレーテル？　見えない黒猫？」

「そうよ」

「確か僕たち、初対面だよね？」

「だから？」

　ユリウスは突とつ然ぜんサーベルを抜ぬいて、その鞘さや走りの勢いで右側の空間を勢いよく薙ないだ。ぎゃっと猫ねこの悲鳴があがり、手て応ごたえがあった。ぽたり、と床に血の滴しずくが一つ落ちる。

「なにするの!?」

「おや。その元気さなら、かすり傷だよね。残念」

　立ちあがったユリウスは、周囲の気配を探さぐる。

「わたしはフレデリカの帰き還かんを知らせに来たのよ！　彼女が王女として園遊会に出るために！」

「僕でもそれくらいわかるよ。君が、なんの気まぐれかは知らないけれど、フレデリカに協力しているんだってことくらい」

「それなのになんで!?」

「初対面の僕に、偉えらそうに命令したからに決まってるじゃない？　失敬だよ、君。グレーテル・コール」

「危ない奴やつね。とんだ貴公子だわ。それじゃ、わたしの命令なんかきかないってわけ？」

「いいや、きくけどね。そうしなければフレデリカが、王位継けい承しよう権を剝はく奪だつされかねない」

　サーベルを収めると、ユリウスは肩をすくめた。しばしの沈黙の後、黒猫が呆あきれた声を出す。

「馬ば鹿かなのか利口なのか、分からないわね。騎士団長」

「君は利口だよね、グレーテル。喋しやべっていない時は、傷を舐なめ続けてるでしょう？　血の臭においを消して、僕が君の位置を特定するのを防いでる。しかも喋りながら移動してるから、声から位置が割り出しにくい」

　床に寝ねかせたフレデリカを、ユリウスは再び抱き上げた。そのままベッドに戻すと、見えない黒猫に告げた。

「君の言うとおりにするよ、グレーテル」

「任せたわよ」

　微び風ふうに揺ゆれる窓のカーテンの裾すそに、するりと赤い血の染しみが浮うかぶ。それを見ていたユリウスは、そちらに向かって声をかける。

「そうだ、君。なんで元に戻りたがらないの？　君が戻らないのが、結構迷めい惑わくなんだけど。フレデリカが君のことを気き遣づかって、あれこれやりたがるのが困るんだ」

「あなたには関係ないわ」

　カーテン越ごしに声が聞こえた。

「もしかしてシュルツに関係あるの？　彼に失しつ恋れんでもした？」

「さあね」

「ま、いいか。とりあえず初めまして。グレーテル・コール。僕がユリウス・グロスハイムだ」

　ユリウスが窓辺へ送った優ゆう雅がな一礼に、黒猫が諦あきらめたようにため息混じりに返した。

「グレーテル・コールよ。初めまして、危ない貴公子様」

　声が消えるのと同時に気配が消える。

「フレデリカ殿下」

　部屋の扉がノックされ、焦あせったような侍女の声がした。

「殿下。おいでですか？　そろそろ身支度をしなければ、正午に間に合いません」

　ユリウスはおっと、と、目を丸くすると、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおになって、寝しん室しつを抜け、廊ろう下かに面した居間の扉を開く。

「やぁ！　皆みなさん。お仕事ご苦労様だね」

「グロスハイム様。殿下のお支度をしなければ。どうぞ、殿下をお起こしくださいませ」

　懇願する三人の侍女に、ユリウスはけろりと返す。

「ああ、フレデリカはもう、一人で身支度をして王宮へ行ってしまったよ！」

「ええ、そんなっ！」

　侍女たちが一いつ斉せいに声をあげ、非難の視線をユリウスに集中させる。

「わたくしどもをお呼びくださるとお約束くださいましたのに、グロスハイム様！」

「わたしたちの仕事が、まっとうできません！」

「お叱しかりを受けますわ！」

　ユリウスはへらへらっと笑い、両手をあげて降参のポーズを取る。

「ごめん、ごめん～。僕からフレデリカに言っておくよ。侍女頭がしらに君たちの仕事ぶりを確認されたら、君たちはきちんと支度を手伝ってくれたって言うようにって。ね、勘かん弁べんして」

　侍女たちはすこし拗すねたようではあったが、容姿端たん麗れいな貴公子に朗ほがらかに謝られると、それ以上なにも言えないらしく、「お願いいたします」と頭をさげて、きびすを返す。

　それを見送ったユリウスは、また寝室にとって返すと、サイドテーブルに置かれた便びん箋せんと羽根ペンをつかい、さらさらと文字をしたためる。

　その便箋を、眠るフレデリカの枕まくら元もとに置く。それから寝室を出た。

　残された便箋には、こう書かれていた。

『園遊会への遅ち参さんは僕が取り繕つくろう。だが、それには限界がある。早く来られたし。君を待っているよ、僕の王女様』
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　エーデルクラインの夏は、爽さわやかな季節だ。大陸南方の国々のように、暑さにうだるような日もない。湖水を吹ふき渡わたる風が微かすかな冷たさをはらみ、強い日ひ射ざしの熱を地表が蓄たくわえる前に、散らしてしまう。

　ただ日射しだけが、どんな季節よりも明るく、きらめいている。

　夏の正午に開かれる園遊会は、まさに爽やかで輝かがやかしい者をお披ひ露ろ目めするのにはうってつけの趣しゆ向こうだ。流りゆう行こうの発信地でもなく大国でもないエーデルクラインだが、何かにつけ風土を生かす趣しゆ味みのよさから、周辺国からは、美意識の高い国と評価されている。

　王宮の前庭は刈かり込まれた生け垣がきが、幾き何か学がく模様に配置されている。王宮正面から大理石の幅はば広ひろの階段を使い、庭園へ下りられる。

　庭園へ下りるために、階段の上に次々と貴族たちが姿を現す。姿を見せた人の名を、階段端はしに控ひかえた侍じ従じゆうが高らかに、歌うような調子で告げる。すると庭園にいる人々が、その声に反応しふり返る。あるいは無視を決めこんで、庭園内に配置されたテーブルから、ワインのグラスを取りあげたりするのだ。

　太陽は人々の真上にあった。

　短い影かげを足元に落とし、さざめく人々は交差する。

　夏の園遊会だ。男性の上着は薄うす手での生き地じだ。女性のドレスは、軽いレースを重ね、通気の良い仕立てにしてある。軽かろやかで薄手のレースのドレスは、普ふ段だんよりも女性を無防備に見せているのか、男たちは女性を追い回すのに忙いそがしそうだった。

「しかし、遅おそいな」

　エーデルクライン国内の貴族たちは、園遊会を大いに楽しんでいる。

　しかし国外から招かれた王族たち、外交官たちは、頭上の太陽を見あげて眉まゆをひそめた。

「王女殿でん下かはまだご登場ではないのか。これは、王女殿下のお披露目ではないのか」

　南方の国から来た外交官が、いらいらと口にする。と、近くにいた隣りん国ごく、ホーヘンザイツの王子が苦く笑しようした。

「エーデルクラインの宝石でしたかね？　お美しいとの評判は聞きますから、はやくお目にかかりたいものですね。なにを、じらしておいでなのか。さっき、まだ王女殿下はおみえではないのかと話していたら、白い軍服の騎き士し団たちが、間もなくですと言っていた」

　王子の連れの青年貴族が、鼻で笑う。

「騎士団が、もうすぐ、もうすぐと触ふれ回っているのが奇き妙みようですね。必死でなにかを取り繕っているみたいだ」

　すると、北方の国の王族らしき一人が、声をひそめる。

「わたしは、奇妙な噂うわさを耳にしましたぞ。王女殿下について」

「おや、どんな？」

「亡なくなられたと」

「まさか！」

「いや、亡くなられたはずなのに、生き返ったとか。とにかく気味の悪い話で。そんなことができたら、魔ま女じよですよ」

「それはちと、不ふ愉ゆ快かいですな。エーデルクラインは次期王が魔女ですか？　魔女の国とは」

「この十八世紀に魔女ですか？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「いや、湖水地方を抱かかえるエーデルクラインは、昔から魔ま術じゆつ魔道の盛んな国ですよ」

「しかし」

　美しいと評判の王位継承者の登場を待ちわびていただけに、期待の大きさが不ふ審しんになり、賓ひん客きやくたちは不ふ穏おんな噂話を囁ささやきはじめていた。
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　正午を過ぎていた。もう園遊会は始まっている。

　フレデリカは裏門から馬で宮きゆう殿でんへ飛びこみ、天使宮へ走った。イザークはミュラー公こう爵しやくを守護宮の彼の部屋へと送って行くため、途と中ちゆうで別れた。

　天使宮は無人だった。フレデリカは馬を乗り捨てると、自分の寝室に駆かけ込んだ。そして園遊会のために準備されたドレス、靴くつ、宝石類などを寝室の床ゆかに乱暴に放ほうり出す。

　身み支じ度たくに必要なものを全部床に広げ終わったときに、イザークが来た。

「わっ、なんだこりゃ!?　汚お部べ屋やか!?」

　床にぶちまけられたドレスやアクセサリーに、イザークは目を丸くした。

「汚部屋って……、汚きたなくありません！　園遊会で身につけるものの準備です。そうやれば、どこになにがあるか一いち目もく瞭りよう然ぜんです」

「に、しても……、まあ、急ぐぞ」

　イザークはドレスの海をまたぎ越こすと、フレデリカの手を握にぎって引く。そして一直線にベッドに向かって、そこに彼女を座らせた。

　フレデリカの前に跪ひざまずくと、イザークは焦りを隠かくしもせず、すぐにフレデリカの手を握った。しかし握ったその手に視線を落とし、何かに気がついたかのように顔をあげた。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　フレデリカ」

「え、なにが？」

「血が出てる」

　言われて気がついたが、両掌てのひらが横に細く裂さけ、うっすら血が滲にじんでいる。手た綱づなを強く握りすぎたのだろう。手綱の縁ふちがささくれ立っていたので、掌で滑すべらせた時に皮が裂けたのだ。しかしそんなことに気がつく余よ裕ゆうもなかった。

「ええ、痛くないです。不思議と」

「こんな生傷を作って痛くない？　しかも王女殿下が……馬ば糞ふんくさいぞ……」

「えっ!?　そそそ、それは一晩廏うまやにいたのですから不ふ可か抗こう力りよくです！」

「もっと言えば血なまぐさい。肩かたと袖そでに血がついている」

「これも不可抗力です。ミュラー公爵の血です。公爵に肩を貸したとき……」

　言葉の半ばで、声が出なくなった。イザークが握っていたフレデリカの手を離はなし、そのかわりに両手を伸のばし、フレデリカの両頰ほほを包むようにしたのだ。両掌で優やさしく頰を撫なでる。

「箱入り王女様が、なんて様だ。廏で寝ねて、公爵を助けて。強したたかな街の娘むすめでも疲ひ労ろう困こん憊ぱいするぞ。おまえは大丈夫なのか？　これから一時間、王女殿下になれるか？」

　触れられると耳が熱くなった。けれどそれ以上に、頰に触れる労いたわりの仕草や、声が優しすぎて、嬉うれしかった。こんな労りに触れると、なんでもできそうな気がした。

　フレデリカは頰を染めながらも、微笑ほほえんだ。

「できます。わたしは王女です。自らの王位継けい承しよう権を守ります。グレーテルが、こんなわたしに望んでくれていることがあるんです。そのために、自分の手にあるものは守り通します」




　　　　[image: ]




（責任と、覚かく悟ごの言葉）

　フレデリカは、天使宮で育てられた箱入り王女だ。だからこそ素す直なおで善良な、本来の性質のままでいられた。でも大切にされてきた王女だからこそ、一晩の苦痛が、彼女にどんな傷を与あたえたのか不安だった。

　拷ごう問もんまがいの取り調べをすると脅おどされ拉ら致ちされて、襲しゆう撃げきされた。しかもその襲撃者から、自分を拉致した公爵を守った。廏に一晩身を潜ひそめ、泣き出すほどに苦手な馬に、一か八か乗った。

　精神的に限界で、なにもかも投げ出したくなってもおかしくない。けれどフレデリカは、自分の手にあるものは守ると言った。それは自覚と責任感からだろう。そして覚悟からだろう。

「おまえは……王女なんだな。王女の言葉だ」

　頰に添そえていた両手をゆっくりと下に滑らせ、両の人さし指で唇くちびるに触れる。覚悟を口にした唇に軽く触れると、フレデリカはびくりと体を緊きん張ちようさせた。

　王女の責任と覚悟を口にした彼女が、こうやって初うぶな反応を見せる。それは彼女の中に生まれているだろう王女としての偉い大だいな芽め吹ぶきとはちぐはぐで、愛らしい。

　触れるか触れないかの軽さで、首筋から鎖さ骨こつ、肩に手を滑らせる。存在を確かめるように。

「イザーク？」

　戸と惑まどったように、フレデリカは頰を染めてイザークの名を呼んだ。

　しかしイザークは構わず、彼女の両りよう腕うでに両手を滑らせ、そして最後には両手を握る。

　紫むらさきの瞳ひとみで真っ直すぐ彼女を見あげた。

（俺はどうやら、……この王女を守りたいと思っているらしい）

　自分がグレーテルのためにここにいるのではなく、フレデリカを助けたい思いからここにいるのだと、イザークはやっと自らの心を認めた。

　それは彼女が、未来の王になることにとてつもない不安を抱えながらも、それでも良き王になろうとしている覚悟が好ましいからだ。

　王たるべき資質を持って生まれた者が、良き王になる道よりも、よっぽど苦しいはずだ。

　その苦しい道を、寂さみしがり屋の王女が、涙なみだ目で怯おびえながら必死に歩こうとするありように、心こころ惹ひかれているからだ。

　イザークは床に左手をつき、右手で、フレデリカの右手を握る。

「フレデリカ。おまえがおまえである限り、俺はおまえを信しん頼らいし続ける」

　すこしだけ、グレーテルがフレデリカを王にしたいと願う気持ちがわかった。そしてイザークもまた、彼女の王国をみたいと思った。涙目で歩きながらも、彼女はけして責任を逃のがれないし、覚悟を持って歩んでいくはず。そんな王が作る国は、どんな国になるのか。

　こうやって手を取り、何度か繰くり返した信頼を確かめる行こう為いに、今まで特別な感かん慨がいを抱いだいたことはなかった。とんでもなく恥はずかしいと思っていただけだ。

　だが今は、すこしだけ厳おごそかな気配を感じる。それはイザークが握る手から感じる、フレデリカの魂たましいの厳かさなのだろう。

　この行為は誓ちかいの儀ぎ式しきだ。

「湖水の魔ま術じゆつ師しの血にかけて、誓う」

　そして、フレデリカの手に口づけた。いつもより、長く。
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　ファンファーレのような、特別な演出はなかった。ただ他ほかの大勢と同じように、侍じ従じゆうが高らかにその名を告げただけだ。

　だが庭園に散らばるほぼ全員の視線が、一いつ斉せいに大理石の階段へと向かった。

「エーデルクライン王国王女。第一位王位継承者、フレデリカ王女殿でん下か！」

　そう告げる声と共に、フレデリカは大理石の階段の上へと踏ふみ出した。

（間に合った……！　良かった。切り抜ぬけた、無事に！）

　笑え顔がおがあふれた。危機を切り抜けられた安あん堵ど感かんと、そして自分がその危機を切り抜けたという事実に対する自信。それが自然とあふれて笑顔になったのだ。

（これが、告知）

　侍従はフレデリカを紹しよう介かいするとき「第一位王位継承者」と付け加えた。その肩かた書がきを名乗り、各国の大使や王族が集つどう園遊会へ踏み出すこの行為こそ、王位継承者として、対外的に正式に登場するということだった。

　たった一時間しか王女でいられない自分が、この一時間でどの程度、各国の要人たちに良い印象を残せるか。そんな不安を抱かかえていたが、正直、今はどうでもよかった。

　こうやって正式に紹介されることすらきわどかったのだ。だから、もう、この場に王女として現れることができただけで満足だ。

　その満足感に満たされ、いつもの王女の虚きよ像ぞうを演じながらも、笑みは内側からあふれる。今まで感じたことがない爽そう快かい感かんだった。笑顔を無理に作る必要がないだけで、気持ちがほぐれる。

（ユリウスもイザークも、あそこにいる）

　階段の上から庭園を見み渡わたすと、二人の青年の姿がある。第一騎き士し団の白い軍服を身につけた貴公子。そしてその隣となりには、仮面をつけた、銀の髪かみと薄うす紫むらさきの瞳が美しい青年。

　夏の正午の園遊会だ。それにふさわしく、フレデリカが身につけているのは、軽いレースを何層にも重ねた優ゆう雅がで軽いドレス。風が吹ふけばドレスの裾すそは、幾いく重えにも重なったレースを巻きこみふわりと膨ふくれる。品良くゆるく開かれた胸むな元もとだけが、ほんのりとした大人らしさを醸かもし出す。髪にちりばめて飾かざる小さな輝かがやきは、とりどりの小こ粒つぶの宝石。涼すずやかな夏の光の眩まぶしさが、彼女の髪にまとわりついたようだった。

　フレデリカは意識していなかったが、微笑み階段の上に姿を現した彼女は、眩しいほどに美しかった。自然にあふれる笑顔が、自らを次期女王と信じる者のように、堂々としていた。

　幾いく度どとなく危機を切り抜け、この場に立った自信が、フレデリカの表情にあふれていた。

　王位継承者であることを印象づけるための策を、弄ろうする必要はなかった。

　宝石と称しようされる王女が、堂々と微笑みながら姿を現すだけで、その姿を絶対に忘れられないほどに、人々に強い印象を与えていた。

　彼女こそ、王女だと。エーデルクラインの宝石だと。

　フレデリカはゆっくりと階段を下りると、階段下に集まった人々に優雅に会え釈しやくし、微笑む。

　人の輪の中心へと歩みいる。

　真っ先に出で迎むかえたのは、国王ハインツと王おう妃ひヘレネだった。二人は天幕の下で寄り添い、挨あい拶さつに訪おとずれる貴族たちの応対をしていた。だがフレデリカが階段を下りきると、国王と王妃の方から天幕を出て、彼女へと歩み寄った。フレデリカは膝ひざを折る。

「参上が遅おくれましたこと、お詫わび申し上げます。国王陛下、お母様」

「気にする必要はない、王女よ。姫ひめ君ぎみの身み支じ度たくは、いつの時代にも時間がかかるものだ」

　国王の軽口に、周囲の貴族たちがどっと笑った。

　フレデリカは顔をあげると、国王である父と微笑をかわした。父国王は今、フレデリカを「王女」と呼んだ。この場でフレデリカを、国の後こう継けい者しやとして扱あつかう意志の表れだった。

　母王妃のヘレネは、すこし心配そうにフレデリカを見ているが、フレデリカは逆に安心させるように微笑ほほえみ返す。

「では、皆みな様さまにご挨拶をして参ります」

　今一度頭をさげると、フレデリカは庭園の中を歩き出す。するとユリウスとイザークが、何気なく植え込みの陰かげから姿を現し、フレデリカの背後に付き従う。

　二人の青年を連れて歩む王女は、王女の中の王女だ。誰だれもがフレデリカに近づきたい素そ振ぶりだったが、挨拶には順序がある。まずフレデリカは国外からの来らい賓ひんに挨拶をする必要がある。彼らに良い印象を与えることこそ、園遊会の目的だった。

　庭園の中心には、ひときわ大きなテーブルがしつらえられ、絹のクロスが掛かけられている。

　テーブルには夏特有の鮮あざやかな色の花が飾られ、シャンパンのグラスや、小さな宝石のようなケーキや軽食が並んでいた。

　そこが海外からの賓ひん客きやくが集まるテーブルだった。

　準備期間が始まってからずっと、この場面を想像すると心臓が縮こまったようになっていた。見ず知らずの国外の賓客たちと、フレデリカは一人で相対さねばならないのだ。

　しかし今は、自分でも驚おどろくほどに落ち着いていた。なにしろ相手は、サーベルを振ふり回している得体のしれない男たちでもないし、フレデリカを振り落とそうと鼻息を荒あらくする馬でもない。この庭園など、昨夜の廏うまやに比べれば天国だ。

　そして背後には、イザークとユリウスもいる。

　一時間の枷かせはあるものの、こんな場所で何を恐おそれることがあるのだろうか。

　フレデリカが、しっかりとした振る舞まいをすればいいだけなのだ。

　それはとても単純で簡単なことだ。

「皆様、エーデルクラインへようこそお運び下さいました。感謝申し上げます。わたしがエーデルクライン王国王女フレデリカです」

　習い覚えた作法に従い、フレデリカはドレスの裾を摘つまむと優雅に、軽く一度だけ膝を折る。頭こうべは垂れない。それは彼女が、王位継けい承しよう者しやであり、次代の王となる者だからだ。

　賓客たちはざわめき、互たがいに目配せし、ひそひそと囁ささやく。

「誰が魔ま女じよだなどと……」

「まるで天使」

「眩しいほど美しい」

　王女が姿を見せない不安と不ふ審しんは、一気に、天に駆かけ上るほどの興奮に取って代わっていた。

　テーブルの周囲に集まる客たちに、フレデリカは微笑みかける。

　庭園の一角から、ゆったりとした円舞曲ワルツが流れ始める。楽団が演奏を始めたのだ。

　その曲は隣りん国ごくホーヘンザイツの民みん謡ようをアレンジした曲だ。これは段取りの中に組み込まれた楽曲だ。次々と、各国にゆかりの円舞曲が演奏され、フレデリカはそれにあわせ、各国の代表たちと踊おどる趣しゆ向こうだ。

　自国の曲の演奏が始まったことで、ホーヘンザイツの王子も、エーデルクライン側の意図をくんだらしい。フレデリカの前へ出ると、綺き麗れいに腰こしを折る。

「一曲踊っていただけますか？　王女殿下。わたしはホーヘンザイツ王国王子、エーリヒです」

「はい。喜んで。エーリヒ様」

　見ず知らずの王子と手を取りあうなど、今までのフレデリカなら緊きん張ちようのあまり、ドレスの裾を踏んで転てん倒とう確実だった。

　だが今は、ひどく落ち着いていたので、するりと滑すべるように踊り出すことができた。

（走る馬にしがみついているのに比べたら、人間相手に踊るのは簡単だわ）

　王子は、フレデリカが内心王子と馬を比ひ較かくしていることなど知るよしもなく、うっとりと微笑みながら踊り続ける。王女の踊る姿を、周囲の者は羨うらやましげに眺ながめていた。次は自分が王女と踊るのだと、はやる心を抑おさえるような視線が、フレデリカの姿を追う。

　曲調が変わった。それを機に、フレデリカとホーヘンザイツ王子の躍りが一いつ旦たん止まるが、王子は未練がましくフレデリカの手を握にぎっていた。

「王女殿下。もしよろしければ……」

　と、王子が言いかけた。しかし、新しく始まった、明るく陽気な楽曲に勇み立つように、南方王国の外交官がフレデリカへと近寄り、王子との間に割って入る。

「一曲一いつ緒しよに踊って下さい。王女殿でん下か。わたしはイルリアの外交官。ピエク公こう爵しやくと申します」

「ええ、はい。ピエク様」

　ここは曲にあわせ、各国の客たちと踊る場面だ。フレデリカが応じると、相手の方が緊張した様子でフレデリカの手を握る。
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　イザークは懐かい中ちゆう時計を懐ふところから取り出し、時間を確かく認にんした。フレデリカが王女に戻もどって、既すでに三十分が経たっていた。そろそろ、フレデリカを引きあげさせるタイミングを計る必要がある。

　次々と変わる曲にあわせ、フレデリカは各国の賓客たちと踊っている。

　あと一人と踊れば、招かれた客全員と踊ったことになる。それが終われば、この園遊会でフレデリカが果たすべき最も大切な役目を果たせたことになる。

　そうやって踊ることで友好関係を確かめる。その意味があった。そしてフレデリカはそれをそつなくこなしているばかりか、思った以上の効果を発揮しているようだった。賓客たちは、天使のような美少女の虜とりこになったように、目を細めている。

　美しく可か憐れんで愛らしく、しかし王女の品格と威い厳げんを備えた理想の王女。

　今のフレデリカは、そんな完かん璧ぺきな王女に見えた。

（本当のあいつは、夜に眠ねむれないと泣きべそをかくような奴やつだが）

　それを知っているイザークですら、踊るフレデリカを美しく可憐だと思う。

　ユリウスは目を細めている。

「ねぇ、シュルツ。僕は本物の王女様を見ているような気がする。不思議だ」

　夢見るような口調で言うユリウスの口元が笑っていた。いつものふざけ顔ではなく、怜れい悧りささえ感じる微笑だった。

「狂きよう犬けんのお気に召めしたか？　愛を捧ささげる気にでもなったのか？」

「彼女の大半はまだ、僕に言わせれば王女もどきだ。でも今、この瞬しゆん間かんは、悪くないと思うだけ。今の彼女になら口づけできそうだ。にしても、狂犬は失礼だよ？」

　ユリウスのあけすけな告白に、イザークは胸の奥がざわつく。

（口づけだと？）

　そしてふと、我が身のことを思う。

（俺はどうなんだ？　あいつに、何を感じている？）

　彼女のことは信しん頼らいしている。守ってやろうとも思っているし、彼女の統治する王国を見てみたいとも思う。ただその前に、根本的に、彼女対して抱いだく感情はなんだろうか。

　楽団が演奏する音楽が途と切ぎれた。それに思考を中断されたイザークは、再び時計を確認した。

「フレデリカ王女に戻って、四十五分。頃ころ合あいだ。行くぞ、グロスハイム」

「いいよ」

　楽曲が終われば、ひととおりの客と踊ったことになる。それを潮時に、イザークとユリウスがフレデリカに寄り添そい、庭園の外へと導く手はずだった。

　イザークとユリウスは植え込みの陰から、賓客たちが集まるテーブルへと早足で向かった。フレデリカの後ろ姿に近づく。彼女は段取り通り、最後のダンスの相手と踊り終わると、周囲に微笑みかけ、会え釈しやくし、こちらに向かって来るイザークとユリウスと合流するために一歩踏ふみ出しかけた。

　しかしその時、フレデリカの行く手を遮さえぎるように、ホーヘンザイツの王子が立ちはだかる。

　驚いた様子のフレデリカに微笑みかけると、王子は彼女の手を取り、恭うやうやしく捧げ持ちながらも、半ば強ごう引いんに植え込みの陰へと導く。それを見ていた国外の賓客たちも、次々とフレデリカを追う。

「なにやってるんだ、あの王子は!?」

「嫌いやな奴。後でお仕置きしてやろうかな？　でもとりあえず、フレデリカを連れて行かないと」

　フレデリカは客たちに囲まれ、姿が見えなくなった。

　イザークとユリウスは植え込みの方へ向かおうとしたが、その前に、ホーヘンザイツ王子の従者らしき男が立ちはだかった。

「恐れ入ります。今、我が国の王子殿下と他国の方々が、フレデリカ王女殿下と、大切なお話の最中でございます。ご遠えん慮りよ願います」

「王女殿下に至急の用件がある」

　苛いら立だち告げたイザークに、従者は無表情に答える。

「申し訳ありませんが、ご遠慮願います。それともお二方は、王子殿下や他ほかのお客様方の会話を邪じや魔まできるご身分でしょうか？」

　イザークは歯を食いしばった。貴族たちが集まる場所だからこそ、言葉一つかわすこと、あるいは顔を正面から見つめることすらも、身分によって厳しく制限される。

　フレデリカを取り囲んでいるのは、外交官といえど公爵級の身分の貴族や、王族たちだ。彼らの会話を邪魔することは、いかなフレデリカの側近でも不可能。

　もしユリウスが既に六公爵の身分を継ついでいれば問題なかった。六公爵は王族並みの身分なのだから、彼らの中に割って入ることが可能だ。しかしユリウスは公爵家の嫡ちやく男なんというだけで、今は、一いつ介かいの騎き士し団長なのだ。

　ユリウスの目が、鋭するどく光る。しかしユリウスも国こく賓ひんに斬きりつけるほど、壊こわれていないらしい。低く呻うめくのみだ。

（時間がない。すぐに、連れ出さなければ。しかし、どうやって）

　焦あせり、混乱した。何一つ、うつ手がない。

（このままでは時間切れになる）

　その時、イザークの視界にミュラー公爵の姿が飛びこんできた。怪け我がの治ち療りようをしたらしく右肩を庇かばいながらも、園遊会にふさわしい正装の軍服姿で現れた彼は、ゆっくりとこちらに向かってきた。そして、すこし離はなれた場所に立ち止まる。彼はイザークとユリウス、さらにはホーヘンザイツ王子たちと共にいるフレデリカへと視線を移す。
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　フレデリカは焦っていた。時計を持っていなかったが、かなりの時間が過ぎたことは感覚でわかる。その証しよう拠こに楽曲が終わってすぐに、イザークとユリウスがこちらに向かってきた。それは引きあげ時を知らせる行動で、フレデリカは彼らにあわせて、速すみやかに庭園を離れなければならない。

　なのにホーヘンザイツの王子は「大切なお話があります」と告げ、フレデリカの手を引いた。他の客たちもそれを待っていたかのように、フレデリカを取り囲んだ。

「殿下。園遊会の後の、今夜のご予定は？」

「明日の朝、バラ園をご案内いただけませんか？」

「殿下。殿下はお菓か子しはお好きですか？」

「殿下」

「殿下」

　取り囲まれても、賓ひん客きやくたちは礼節を持ってフレデリカに接している。それでも周囲から次々と発せられる問いの多さと、自らの焦りのために、フレデリカは目眩めまいを起こしそうだった。

　太陽光の眩まぶしさすら、ちかちかとして焦りを増ぞう幅ふくさせる。

（時間がない。イザークとユリウスは……無理だわ。身分違ちがいで手が出ない。この中に割って入ることはできない）

　もしここでフレデリカが倒たおれたら、この友好的な他国の人々の態度は、明日には一変している。一度死んで蘇よみがえった王女。そしてまた、仮死状態になった不ふ吉きつで不可解な王女。そう思われれば、すべて水の泡あわだ。

　ここで彼らを突つき飛ばし、闇やみ雲くもに駆かけ出しても駄だ目めだ。園遊会での王女の奇き行こうも、きっと負の要因になる。

（誰だれか！）

　活路を求め、必死に周囲を見回したその時、ミュラー公こう爵しやくの姿が目に飛びこんできた。彼は怪我の治療をしたらしく、右肩を庇いながらも背筋は伸のび、目の色はしっかりしている。そしてすこし離れた場所に立ち止まり、探さぐるようにフレデリカを見つめている。

　グレーテルの姿をしたフレデリカは、園遊会に間に合うようにと必死になっていた。それを知っているミュラーが、園遊会に興味を抱くのは当然だ。

（あのお方、ミュラー公爵！　あのお方は六公爵！）

　賓客たちをおしのけ、フレデリカをこの場から連れ出せる身分の者は彼しかいない。

　しかしそうなれば、彼に連れ出されている最中に時間切れになる公算が大きい。彼の前でフレデリカは、自分の体を手放すことになる。

（そうなればもう、真実を話すしかない。この厳格な家臣に）

　全すべての真実を知ったミュラーがどう出るか、わからない。理性的で正義を重んずる彼が、一時間しか王女でいられないフレデリカを、そのまま王位継けい承しよう者しやとして認めてくれるとは思えない。王位継承権を剝はく奪だつするため、動き出すだろう。

　しかし。万が一。万が一にも、真実を知ったミュラーを説得できれば、フレデリカはこの場を切り抜ぬけ、そして王位継承権を手放すこともない。

　普ふ通つうなら万が一なんて賭かけは、ごめんだ。

　だが万が一に賭けなければ、可能性はゼロになる。

　万が一を可能にするために力をつくそうと決意する。怖こわがってばかりいては駄目だ。

（賭けるしかない！）

　フレデリカはふり返り、ミュラーを見つめた。必死に、無言で、訴うつたえた。こちらに来て欲しいと。その目配せに気がついたらしく、ミュラーが訝いぶかしげな顔をしながらも、群がる賓客たちの背後にやってきた。そこでフレデリカは、朗ほがらかな声で呼んだ。

「ミュラー公爵。待っていました！　お約束の時間でしたわね」

　一いつ瞬しゆん、ミュラーはなにを言われているのかわからないような顔をしたが、フレデリカの目の色を見て、彼女の意図を悟さとってくれたらしい。無表情のままではあったが、大きく頷うなずく。

「はい。お時間です。殿でん下か。皆みな様さま方、わたしはエーデルクラインの六公爵、陸軍大臣を務めますミュラーと申します。申し訳ありませんが、そこを通して頂きましょうか？」
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　六公爵と聞き、人ひと垣がきが自然と割れた。

　フレデリカは焦りで震ふるえだしそうだったが、表面上は微び笑しようをたたえたまま人垣の間を抜け、ミュラーの側そばに寄り添った。そして背後の賓客たちにふり返り、

「皆様、また後ほど。ごきげんよう」

　と告げ、優ゆう雅がな仕草でドレスの裾すそをさばき、身をひるがえした。ミュラーは無表情のままついて来る。そしてイザークとユリウスが、早足にフレデリカとミュラーに追いついた。

「フレデリカ殿下。これはなんの茶番でしょうか。グレーテル・コールから、なにかお聞きおよびでしょうか？　わたしはコールに……」

　ミュラーがたまりかねたように口を開いたが、フレデリカは答える余よ裕ゆうがなかった。せかせかと早足で歩き、人目のない場所へと急ぐ。

「殿下！」

　ミュラーの声は鋭くなるが、フレデリカは無視した。

「シュルツ。これはなんの茶番なのだ。コールは……」

　嚙かみつくミュラーに、イザークは人差し指を立てる。

「お静かに。声は低く。急ぎます、人目のないところへ」

　ミュラーは、ユリウスにも鋭い目を向ける。

「君もだ、グロスハイム。君までもが、なにをしているのだ。何が起こっている」

　ユリウスは肩かたをすくめた。

「まあ、いろいろですよ。閣下」

　人目のない場所は、事前に調べていた。庭園の外れにある四阿あずまやは、周囲が高い生け垣がきで囲われているので人目につかない。そこへ駆け込んだ。

　フレデリカは軽く息切れしていた。ひんやりする日ひ陰かげの四阿の空気にほっとして、一いつ緒しよに来てくれたミュラーをふり返った。

「ありがとうございます。ミュラー公爵。助かりました」

「殿下。なにが起こっているのか、お話し下さいますね？　わたしは今朝まで、殿下にお仕えしている台所番、グレーテル・コールと行動を共にし、彼女に助けられた。そしてここにいるアンドレ・アフリアが、かつての第三騎士団団長のイザーク・シュルツだと知っています。わたしの疑ぎ惑わくをすっかり晴らして下さる用意はありますか？　コールは、園遊会の終わりまで待てと、わたしに告げたのです」

「ええ。知ってます。真実を告げるのが怖いので、先延ばしにしていました。けれど覚かく悟ごはできました。だから今、あなたに助けを求めました」

　もう、ほとんど時間はないはずだった。誤ご魔ま化かしはきかない状じよう況きようになった。

「お話しします。天使宮に来てください」

「話してくださるのですか？　今まで口を閉とざしていたのに、なぜ決断くださったのですか」

「もう誤魔化しきれませんから。誤魔化せないのであれば、秘密を知った者の口を封ふうじるか、もしくは告白するしかないのです。でもあなたは、王国にとって失ってはならない存在、大切な存在だと思うから、とても口を封じるなんて考えられない。だから告白します。あなたは、大切な臣下です。もう、わたしは逃にげられないんです」

　ミュラーの眉まゆ根ねが、訝しげに寄った。

「大切な臣下……？　殿下？　そのお言葉は……」

　ミュラーの言葉が終わらないうちに、フレデリカの体に、強い力で背後に突き飛ばされるような衝しよう撃げきが走る。

（時間切れ！）

　フレデリカの意識は、グレーテルの体へと引き戻もどされた。
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「殿下！」

　突とつ然ぜんのことに、ミュラーが動どう揺ようして青ざめる。

　力をなくし、背後へ倒れかけたフレデリカの体をイザークは抱だき留め、そして抱き上げた。

「シュルツ！　殿下は如何いかがなされたのだ!?」

「それについては、フレデリカ殿下から直接お話しになるでしょう」

　観念し、イザークはため息混じりに答えた。ミュラーに事実を隠かくし続けることは、もはや不可能だ。それを悟ったが故ゆえに、フレデリカは事実を話すと決断したのだろう。

（公爵閣下が事実を知ってどうするか）

　ミュラーの思考を知るイザークの予想では、ミュラーはフレデリカの王位継承に難色を示すはず。フレデリカの事情に同情はしてくれるだろうが、ミュラーは六公爵なのだ。王国を安定させることが使命であり、そして彼は、己おのれの義務に忠実な男だ。

　こんな危あやうい王位継承者は、認めがたいだろう。

「おいでください。天使宮へ」

　フレデリカの体を抱かかえイザークが歩き出すと、ミュラーは不ふ審しんげな表情のまま背後に付き従った。四阿を出て、人目につかない庭園の外れを選んで歩き出すと、ユリウスがイザークに並び、そっと耳に囁ささやく。

「ねぇ、シュルツ。物忘れの魔ま術じゆつは今日は使える？」

　笑え顔がおだったが、清すが々すがしいはずの緑の瞳ひとみが蛇へびのように光っている。その目の色を見て、ユリウスがなにを考えているのかはわかった。

　だが、止めようとは思わなかった。もしもの場合、イザークはユリウスが凶きよう行こうに出ることを認めざるを得ないだろう。

　そうしなければきっと、フレデリカは王位継承者ではなくなる。

「ああ、使える。だが極力目立つな」

「僕の王女様の部屋は汚けがさない。今、いい？」

「駄だ目めだ。フレデリカが待っている。公爵が来なければ不審に思う。そして何が起こったのかを感づかれる」

「彼女は気がついても、なにもできないし、しないよ」

「哀かなしむ」

　するとユリウスは、ふふふっと小さく笑った。

「君は優やさしいね、シュルツ。いいよ、じゃあ、後にするよ」
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　天使宮の自分の寝しん室しつで、フレデリカは目を覚ました。砂すな埃ぼこりで薄うす汚よごれ、裾が裂さけたエプロンドレスを身につけ、掌てのひらに傷を作った、台所番の少女グレーテルに戻っていた。

　長なが椅い子すの上に横たわっていた体を起こすと、フレデリカは長い息を吐つく。

「無事に……終わった……」

　たった一時間の初外交だ。だがそれを、なんとか及きゆう第だい点でやり過ごせただろうことに安あん堵どした。すくなくとも国外の賓ひん客きやくたちに好印象は残せたはず。

（でも、これからミュラー公こう爵しやくが来る）

　そのことで、気持ちが萎なえる。あれしか方法がなかったとはいえ、いよいよ、ミュラーに事実を告げなくてはならない。彼の疑惑を鑑かんがみれば、いずれ露ろ見けんすることは確実。だがなんの準備もないままに、こうやって事実を告げる事態になったのは、悔くやまれる。

　ミュラーがフレデリカの事実を知り、王位継けい承しよう権を剝はく奪だつするべきだと考えたら、フレデリカは王になれないだろう。王にふさわしくないと誰だれもが認め、他ほかに適任者がいると周囲が認めれば、きっとそれはそれで正しい流れなのだろう。本来、王になる自信など皆かい無むのフレデリカにとっては、肩の荷にが下りることなのかもしれない。

（でも……いや。それは、いや）

　情けなくも、すこし涙なみだぐむ。

　以前ならば、王位継承権を剝奪するといわれれば、重荷を下ろせたことに心のどこかでほっとして、権利を誰かに譲ゆずり渡わたしたかもしれない。

　王にふさわしくないフレデリカに、王としての責任があったのが間ま違ちがいだったと、誰もが認めてくれるなら、自分から誰かに責任を押しつけるわけではない。そうなれば気が楽だ。

　誰もがフレデリカを必要ないというなら、その方がいいと思っただろう。

　だが今はすこし違う。

（グレーテルが……望んでくれたのに）

　気弱で人見知りで情けないフレデリカを知っているグレーテルが、フレデリカに王になることを望んだのだ。

　生まれで王になれと望むのではなく、フレデリカだからこそと、望んでくれている。

　王女という肩かた書がきや立場に対して望まれるのではなく、フレデリカ本人に対して望まれたのだ。考えてみれば、それは生まれて初めての経験だったのだ。

　本当の自分自身に何かを望まれたことが、嬉うれしかった。やっとそのことに気がついた。

　だからフレデリカは、王位継承権を手放したくないと思ってしまった。だから一時間しか王女でいられなくとも、悪あく戦せん苦く闘とうし、右往左往し、がんばったのだ。

　手で涙を拭ぬぐうと、掌がちりちり痛む。薄うす皮かわが裂けた傷を見おろし、フレデリカは唇くちびるを嚙む。

　これはグレーテルの手。強い手だと思う。この体の本当の持ち主は、意地悪ですぐに人のことを馬ば鹿か呼ばわりする。

　けれどフレデリカは、たぶん彼女が好きだ。

　あんなに意地悪なくせに、フレデリカを助けてくれる。そもそもフレデリカは、彼女の意地悪の一いつ環かんのそら豆人形に、結果的に救われ続けていた。もっとえげつない意地悪もあるだろう。だがグレーテルの意地悪は、なぜか結果的に、フレデリカを助けてくれている。

　しかも彼女は、フレデリカに対して怒おこってくれた。自分の我が慢まんを無む駄だにするなと、自分の望みを叶かなえる必死さと同じくらいに、怒っていた。

　グレーテルは嫌いやがったが、フレデリカにとってグレーテルは、そら豆人形以外の唯ゆい一いつの友だちだ。

（友だち）

　なんて素す敵てきな響ひびきだと思う。胸のなかに明かりが灯ともり、そしてすこし勇気が湧わく。

　手を握にぎりあわせて、目を閉じる。

（友だちが望んでくれている。だから……力をつくせ）

　恐きよう怖ふ心を殺し、馬にまたがった瞬しゆん間かんを思い返す。

　ノックが聞こえた。

（来た）

　フレデリカが目を開き立ちあがるのと同時に、扉とびらが開いた。ぐったりしたフレデリカ本人の体を抱いたイザークが部屋に入ってくると、続いてミュラー公爵、ユリウスと続いた。

　フレデリカの顔を見て、ミュラーは困ったように顔を歪ゆがめた。笑顔を作っていいものか、しかめっ面つらをしていいのか、わからないらしい。

　ユリウスは、扉の脇わきの壁かべ際ぎわに寄りかかる。

　イザークはフレデリカの体を、今までグレーテルが座っていた長椅子に横たえると、促うながすように顎あごをしゃくった。

　それに頷うなずき返し、フレデリカは数歩前に進み出て、ミュラー公爵と対面した。

「ミュラー公爵。お越こし頂きありがとうございます。わたしが……フレデリカです」

「なに？」

　さすがに面めん食くらったらしく、ミュラーは目を瞬またたき、次には苦い顔をする。

「コール。わたしは冗じよう談だんを聞きに来たのではない。フレデリカ殿でん下かが隠していることや、おまえたちが画策していることを聞きに来たのだ」

「ですから、お教えしました。わたしこそが、フレデリカなんです。これが秘密なんです」

「コール、いい加減にしろ！」

「公爵。わたしは先に落馬事故に遭あった際、七日間も心臓が止まりました。けれど生き返りました。それはわたしの魂たましいがその七日間、このグレーテル・コールの体に憑ひよう依いしていたからなんです。死神の手ちがいで、そんな間違いが起こったらしいのです」

「憑依？　死神？　なにを馬鹿な……」

「いいえ、馬鹿なことではありません。そのためにわたしは、七日間もグレーテルとして過ごしました。そしてその間に、イザークとユリウスの協力を得て、もとのフレデリカに戻もどることに成功しました。ケルナー事件の時です。イザークは湖水地方の魔ま術じゆつ師しの血を引く、魔術師です。そのことは公爵もお調べ頂ければ、すぐにわかると思います」

「たしかにシュルツは、昔から周辺で魔術師と呼ばれる家系の出ではあるが。この十八世紀に、よもや魔ま術じゆつなどあるのか？　しかも、今そうやって話しているのが、本物のフレデリカ殿下だという証しよう拠こはない」

「ええ、ありません。だから困っています。一いつ旦たんはフレデリカ王女に戻れましたが、わたしは、完全にもとに戻ったわけではないのです。今のところ一日一時間しか、もとの体に戻れない。その時間を過ぎると、わたしはこうやってグレーテルになるのです」

「噓うそをつくなら、もっともらしい噓をつくべきだ。コール」

「噓ならもっと、公爵が納なつ得とくできる理由をでっちあげられました。噓を本当らしく見せる準備も、できたでしょう。でもわたしは、園遊会で公爵に助けを求めたために、一時間で本来の体を手放す現場を公爵に見せてしまいました。告白するしかありませんでした。噓をつき、噓を本当らしく見せる準備ができませんでした」

　フレデリカは目を伏ふせた。

「残念でなりません。公爵に噓をつく準備さえできていれば、わたしは今、こんな危険な告白をしなくてすむのに」

　再び目をあげると、フレデリカと公爵の視線が絡からむ。するとミュラーが呻うめくように問う。

「本当なのか？　おまえは……いや……あなたは、フレデリカ殿下か？」

「はい」

　わき起こる動どう揺ようを抑おさえるように、ミュラーは自分の顔を両手でなで下ろす。

「では……。では、昨日から今朝まで、わたしと共にいたグレーテル・コールは？」

　問う声が震ふるえていた。

「わたしです。グレーテルの姿でしたが、今のように、わたしでした。フレデリカです」

「……ああ……そうか……」

　呆ぼう然ぜんと、ミュラーが呟つぶやく。
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「そうだったのか……」

　ミュラーの頭の中で、様々な言葉や景色が、風に翻ほん弄ろうされる木の葉のように一いつ斉せいに舞まいあがり躍おどる。そしてその中で、大切なものだけが光り、動きを止める。それらの断だん片ぺんがいくつも意識の中に固定されると、それはまるでパズルのピースのようだった。ちぐはぐで、別個にみえるのに、なぜか一つの真実を形作るためのまとまりだとわかる。

「わたしがフレデリカです」とグレーテルが口にしたとき、ミュラーは最初、馬鹿なことを言い出したものだと鼻じろんだ。

　この期ごにおよんでまだ、彼を謀たばかろうとするのかと怒いかりを覚えた。

　しかし怒ど鳴なりつけても、グレーテルは落ち着いていて、すこし哀かなしげにさえ見える表情で、淡たん々たんと説明を続けた。するとその言葉が噓とは思えなくなってきた。

　突とつ拍ぴよう子しもない話ではあるが、噓をついているとも思えない。そう思った時ミュラーは唐とう突とつに、今朝、夜明けに抱いだいたグレーテル・コールへの奇き妙みような感情を思い出した。

　グレーテルは、ミュラーが王国にとって大切な家臣だからという理由で、ミュラーを守るといった。そんな理由で家臣を守ろうとするのは、誰だれだろうか。

　ミュラーを守るべき家臣だと告げ、守ると言い切ったその姿。それはまるで自分の主あるじのようだと思ったのだ。畏い怖ふすら感じたのだ。そして園遊会直後、王女フレデリカは気を失う前に、「大切な臣下」と口にした。それはグレーテルが口にした言葉と同じ。

　突拍子もない事実を認めることで、違い和わ感かんが消える。

　そして悟さとった。

（彼女こそ、フレデリカ王女だった）

　その瞬間、体の内側から熱いものが沸わきあがる。その感覚にミュラーは戸と惑まどったが、直感した。これは天使の血だ。主を守り仕えることに悦よろこびを感じる、古いにしえの天使の血が彼の中にも流れている。その血が騒さわぎたて、沸ふつ騰とうする。

　主を見つけた。

　思わず、ミュラーはその場に跪ひざまずいた。頭こうべを垂れ、そして告げた。

「フレデリカ王女殿下。あなたは、王女殿下だ」




　　　　[image: ]




　膝ひざを折ったミュラーに驚おどろき、フレデリカは目を丸くした。

「ああ、あの!?　公こう爵しやく!?　膝を折られてしまったら困ります！　とってもおかしな光景になってしまいます！　立って下さい！」

　台所番の十六歳の少女に、六公爵が跪いているのだ。しかも今のフレデリカは、薄うす汚よごれているうえに、馬ば糞ふんくさい。

「わたしのことを、フレデリカと認めてくれるんですか？　こんな姿でも」

　熱に浮うかされたような瞳ひとみで、ミュラーはフレデリカを見あげる。

「この姿でわたしを守ると言ったあなたに、感じました。あなたが我が主のようだと。わたしを助けたときのあなたは、勇ゆう敢かんで神こう々ごうしかった。台所番の少女を、わたしは尊敬すらした」

　あの時フレデリカは、内心焦あせって、びくびくし、やけっぱちに近い勇気をふるった。だけどそのことを、そんなふうに言われると照れくさすぎてもじもじしてしまう。

「フレデリカ王女の本来の姿でないにしても、あなたは間ま違ちがいなく王女殿下です。わたしの天使の末まつ裔えいの血が騒ぎます」
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「あ、ありがとうございます。ミュラー公爵」

「殿下は、わたしを救って下さいました」

　そこで言葉を切ると、ミュラーは両手でフレデリカの両手を握にぎり、恭うやうやしく両手に額を押しつける。

「命を救われたお返しに、わたしはあなたに忠誠を誓ちかいます。フレデリカ王女殿下、あなたに。あなたが王になる日を無事に迎むかえられるように守り、そしてまた、王になられてからも、あなたを守り仕えると誓います」

　愛を囁ささやくような情熱的な言葉に、フレデリカは赤面した。

　まさかミュラー公爵が、これほどまでに感謝を示すとは思っていなかった。下手をしたら、王位継けい承しよう権剝はく奪だつを画策するかと危あやぶんでさえいた。その予想とのあまりの違ちがいに、驚き戸惑い、どうしていいのかわからない。

　しかしまず、ミュラーはフレデリカから王位継承権を剝奪するつもりはなさそうだ。

　困こん惑わくし、うろうろと視線を彷徨さまよわせ、イザークとユリウスに助けを求めるように目配せした。

　しかしイザークは目が合うと、呆あきれたようなほっとしたような顔で肩かたをすくめただけで、ユリウスは扉とびらの脇わきで、笑いをこらえるような顔をしている。

「ああ……殿下」

　感動し、がっちり両手を握ったまま額を寄せているミュラーに、フレデリカは声をかけた。

「え……と、公爵？　ミュラー公爵。わたし馬糞くさくは、ありません？」

「まったく！」

　顔をあげたミュラーのきらめく瞳を見て、天使の血とは大変なものだと、フレデリカはおののいた。間違いなく、今のフレデリカは馬糞くさいのに……。

　引きつった笑え顔がおで一歩足を引くと、絨じゆう毯たんの端はしに踵かかとを引っかけたらしい。

「あっ!?」

　ミュラーに握られていた両手の片方が離はなれ、フレデリカは背後へ転びかけた。

「殿下!?」

　慌あわてたミュラーが残った片手に力をこめてくれたので、危ういところでフレデリカは、自由な方の手を長なが椅い子すについて、事なきを得た。

　ように見えた。

　フレデリカの指は、長椅子の上に横たわる、空っぽの体の手指に触ふれていた。

　次の瞬しゆん間かん、あの独特の、突つき飛ばされるような感覚に襲おそわれた。

「おいっ!?」

「フレデリカ！」

「殿下!?」

　三者三様の声を耳にして、飛び起きた。

　飛び起きた場所は、長椅子の上だった。そして長椅子に伏ふせて動かないグレーテルの姿と、こぼれ落ちんばかりに目を見開いたミュラー公爵。啞あ然ぜんとしているイザークと、今にも爆ばく笑しようしそうなユリウスの顔が見えた。

「も、戻もどった!?」

　フレデリカは驚きに啞然とし、夢ではないかと自分の頰ほおや髪かみに触れる。

「一日一時間しか戻れないはずなのに。戻ったということは、もしかして、もしかして、わたしは今、この瞬間、完全に元通りに!?」

　期待に目を輝かがやかせたが、イザークが歯を剝むき出し、運命の神に嚙かみつく勢いで鋭するどく制止した。

「待て！　喜ぶな！　そんなわけねえ！　絶対、また事情が複雑になっただけの予感がする！」

　ユリウスは我が慢まんの限界らしく、腹を抱かかえて爆笑し始めた。

　ミュラーは啞然とフレデリカを見つめる。そして、

「わたしの王女殿下は……なるほど。大変な災難に見み舞まわれておられる……」

　と、呟つぶやいた。
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　園遊会の翌日、フレデリカはコーゼル城へと帰き還かんした。

　一日でも早くリリエンシルト宮きゆう殿でんから撤てつ退たいしないことには、いつなんどき、一時間王女の事実が露ろ見けんするとも限らないからだ。

　結局、フレデリカは今もグレーテルの姿のままでいた。

　ミュラーへの告白直後、一日一時間しか元の体に戻れなかったはずのフレデリカは、なぜか元のフレデリカの体へと戻った。しかしそれもまた、一時間程度すると、グレーテルの肉体に引き戻された。

　イザークと信しん頼らい関係を確かめることで、元のフレデリカに戻れる一時間。そして新たに、ミュラーの忠誠心で、一時間。合計で一日二時間、フレデリカは元の体に戻れるようになったらしいのだ。

　イザークの予感は正しかった。一人につき一時間、元に戻れるようになっただけだ。

　しかも真実を知ったミュラーは、六公爵でありながら、フレデリカに忠誠を誓うほど王女殿下に心しん酔すいしたらしい。厳格に育てられ、常識の範はん疇ちゆうから逸いつ脱だつしない生き方をしているまっとうな六公爵にとっては、自分がか弱い少女に助けられたという衝しよう撃げきの事実が、とてつもなく印象深かったのだろう。

　ミュラーはことある毎ごとに、コーゼル城に姿を見せるようになった。

　フレデリカは、あの一件以降、乗馬が楽しくなった。難なく乗りこなせるようになったので、今度は料理を練習しようと思い始めていた。自らの手で、豪ごう快かいな山さん賊ぞく料理を作り出し、心ゆくまで堪たん能のうしたい。それが今のところの目標だ。




　夜。

　召めし使いたちも寝ね静しずまる真夜中、フレデリカは城の台所にイザークと共に忍しのび込み、料理の指導を受けていた。今日は包丁の使い方だ。フレデリカは冷や汗あせたらたらで、ジャガイモと睨にらみ合っていた。

　イザークは腕うでまくりしたなりで、ジャガイモを盥たらいで洗うと、どんどんフレデリカの前に積み上げる。その皮を全部むけという意味だ。

「結局、あれからグレーテルはおまえの前にも姿を見せないのか？」

　ジャガイモを積み上げながら、何気ない素そ振ぶりでイザークは話題に出してきた。

　ミュラー公こう爵しやく襲しゆう撃げき事件で、一度だけ黒くろ猫ねこと言葉を交かわしたイザークは、あの時グレーテルを捕つかまえられなかったのを悔くやんでいるのだろう。彼は、グレーテルが何を考えているにしろ、とりあえず首根っこをひっ捕まえてでも、元に戻してやりたいと思っているのだ。

「はい。でも、大だい丈じよう夫ぶです。またわたしは、必ず会えますから」

「その自信はどこから来る？」

「グレーテルがわたしに会いに来てくれるように、ちょっとした工く夫ふうをしました。あ、……ところで、イザーク。あなたのピアスを下さいませんか？」

「ピアス？　これか？　なんでだ？」

　湖水地方に伝わる、伝統的な文様を描えがいたピアスが、イザークの耳にはある。

「あ、その。……わたし、伝統模様の小物を集めるのが好きなんです。イザークのピアスが、素す敵てきだと思って」

「俺の村じゃ、男はみんなガキのころにつけさせられる。みんなつけてるぞ。こんなものが珍めずらしいのか。さすが王女様だな。ほら」

　言いながらも、彼はピアスをはずし、フレデリカの前に、ジャガイモと並べておく。簡単にくれたことに、フレデリカの方が驚おどろいた。

「いいんですか？」

「ガキのころから習慣でつけてるだけだからな。必要なら村でもらってくる」

「ありがとうございます」

　大切にポケットにしまうと、安あん堵どした。そこでよしと気合いを入れ、ジャガイモに手を伸のばす。ぶるぶる震ふるえながら皮むきを始めたフレデリカを、イザークは鬼おに教官の顔で監かん視しする。

「緊きん張ちようしすぎだ。もっとリラックスして、会話でもしながら包丁を使え」

「会話してたら、うっかりあなたの舌を斬きり落としてしまうかもしれないです」

「どんな必殺技わざを使えば、そんなことになるんだ？」

「なんとなく、そんな気が」

「いや……そうかもな。おまえは黙だまっていていい。俺が話す。おまえに言っていなかったが、カウスマン商会のグスタフ・カウスマンは、おまえが調べたとおり、国王陛下やフレデリカ王女暗殺未み遂すいには関かかわってない。しかしカウスマンもグレーテルも、シュバルツノイマン党の党員だとわかった」

「シュバルツノイマン党!?　グレーテルもですか!?　あ、だから。カウスマンさんは、我々とか、仲間とか。あれは啓けい蒙もう思想家たちのことなんですね」

　驚いたが、意外ではなかった。グレーテルは革命とか、身分とか、そんなことを口にしていた。けれどもグレーテルは、普ふ通つうの啓蒙思想家とはすこし違ちがうのかもしれない。彼女の望みは、革命のように、国をひっくり返すことではない。

「あいつが何を考えてるのかは、俺もわからないが。おまえを王にしたいというのだけは、間ま違ちがいないらしい。ただ、おまえが王になる前に、厄やつ介かいな問題がありそうだ」

「カルステンス侯こう爵しやくですね」

「そうだ。カルステンス侯爵の紋もん章しようをつかい、国王や王女の暗殺を企たくらむ一派が存在する。その黒幕がわからない。ミュラー公こう爵しやくは、宮きゆう廷ていの中ちゆう枢すうに座る誰だれかと睨んでいるらしい。しかしその疑いを公おおやけにしただけで、ミュラー公爵は命を狙ねらわれた。国王暗殺未遂や王女暗殺未遂、ミュラーへの襲しゆう撃げきと、やたらと攻こう撃げき的なのは確かだが、その目的がわからない……」

　イザークはそこで、ふと窓の外へと目を向ける。窓越ごしに廏うまやに灯あかりが灯ともっているのを見つけると、舌打ちした。

「灯りを消し忘れたな。馬の機き嫌げんが悪くなる。灯りを消してくる。ついでに周囲を見て回ってくる。用心のために、台所の鍵かぎは内側からかけろ。さっきも言ったように、おまえにとって危険な連中がいるんだからな。それでジャガイモをむき終わったら、部屋に帰れ。俺は通用口の鍵を持ってる」

　イザークが出ていくと、外と繫つながる扉とびらに鍵をかけた。それから、げんなりとジャガイモの山を見おろした。

「一晩かかるかも……」

「ちょっと。人との約束を忘れて、ジャガイモの皮むきとはどういうこと？」

　背後の棚たなの上の暗がりから、声がした。ひっと一いつ瞬しゆん縮みあがったが、すぐにそれがグレーテルだとわかった。

（やっぱり、来た）

　嬉うれしさを隠かくし、フレデリカはゆっくりと包丁を置くと、何気ない素振りで動く。

「グレーテル？」

　確かく認にんしながら廊ろう下か側に繫がる扉に向かい、そっと鍵をかける。これでいい。これで台所は密室だ。鼠ねずみ一いつ匹ぴき───猫ねこの子一匹、ここから出られない。

　グレーテルの黒猫は棚の上の暗がりから姿を現すと、身軽く飛び降り、フレデリカの足元にぷんぷん怒おこった様子で近づいてきた。

「あなた、園遊会までにわたしを捕まえられなかったら、ご褒ほう美びをくれるって約束したわよね？　それなのに、わたしに褒美を渡わたさないまま宮殿からいなくなるし、わたしを捜さがす素振りもないし。どういうことよ」

「だって、捜す必要ないもの。ご褒美が欲しいあなたは、絶対に、自分から姿を現してくれるもの。でしょう？」

　笑え顔がおで返すと、黒猫は目を瞬またたき、それからはっとしたように二つの戸口に視線を走らせた。出入り口が二つとも施せ錠じようされているとわかると、もの凄すごくまずい物を食べたかのように顔を歪ゆがめた。しまった、と心の声が聞こえそうだった。

　フレデリカがご褒美を約束をしたのは、このためなのだ。

　一いつ旦たん取とり逃にがしたグレーテルを再びおびき寄せ、追い詰つめ、捕まえるためだった。

　台所の出入り口の二箇か所しよには、鍵をかけた。黒猫の手で外せる鍵ではない。黒猫はこの台所の中に閉じこめられたのだ。

　黒猫は険悪な目でフレデリカを見やる。

「あなたがこんなに、知ち恵えが働くとは思わなかった。どうしちゃったのよ」

「だって色々考えてないと、またとんでもなく大変なことが起こるんだもの」

　グレーテルの体に憑ひよう依いするという、素すっ頓とん狂きような災難に巻きこまれ、フレデリカは身をもって学習した。そして以前よりもずっと用心深くなったし、頭を働かせるようにもなったのだ。

「ご褒美も噓うそ？」

「ご褒美は本当よ。約束したもの。はい、あげる。これ、さっきイザークにもらったの」

　ポケットからピアスを取り出して掌てのひらに転がすと、黒猫は飛びかかってピアスを口にくわえた。そして腹はら立だち紛まぎれだろう、フレデリカの手を浅く引っ搔かいた。

「いたっ……」

　手を引っ込めると、ふんと黒猫が鼻を鳴らした。自分がフレデリカにしてやられたことに、苛いら立だちを隠さない。

「なによ、それくらい。わたしが無む理り矢や理り捕まえられるのに比べたら、なんてことない」

「ねぇ、グレーテル。わたしを王様にしたいって言ってくれたこと、わたし、嬉しかった。でもそのためにあなたが黒猫でいる必要はないわよね？　なんで戻もどろうとしないの？　一いつ緒しよにいてくれれば、わたし」

「あなたのために、あなたを王にしたいのじゃない。あなたと一緒になんかいたくない」

「じゃあ、イザークのためには？　イザークがわたしに協力してくれているのは、結局、あなたを元に戻すためなの。わたしにしか、あなたが見えないから。だから一緒にいてくれるのよ。イザークはとてもあなたを心配してる。ねぇ、彼を安心させてあげて」

「いや」

「なんで？　彼のピアスが欲しいくらい、好きなのに」

「言ったでしょ。好きよ。でも好きになっては駄だ目めな人なの。あなた馬ば鹿かなの!?　わたしの言葉を忘れたの!?」

「意味がわからないの。そんなことありえない。好きになっては駄目な人なんて、この世にいないでしょう!?」

「あるのよ！　彼は、兄……！」

　そこまで口にして、黒くろ猫ねこははっと口を閉じる。

「……兄？　今、兄って？　……イザークが、あなたのお兄さん？　じゃあ、あなたは……あなたは誰なの？　グレーテル」

　混乱した。イザークの妹は幼い頃ころに馬車に轢ひかれて亡なくなったはず。

　黒猫の目が底光りする。苛立ちとともに彼女は、

「ええ、兄よ」

　と、やけっぱちのように吐はき捨てた。

「わたしは魔ま術じゆつ師しの兄の力で、魂たましいだけがこの世に残された彼の妹。妹が轢き殺されたとき、イザークはなにがなんでも妹を失いたくなかった。だから魔術を駆く使しし、わたしの魂をこの世にとどめようとした。でも、わたしの体は生きることが不可能なほど壊こわれてた。だからその時、ちょうど病で息を引き取ったコール家の娘むすめ、グレーテルの体に魂を移した。コール家の娘の魂は、既すでに死神の手の中で、引き戻しようがなかったからね。コール夫妻は、自分の娘の体が、他ほかの娘の魂で蘇よみがえることを承知した。彼らもまた、どんな形でも娘を失いたくなかったからよ」

　言葉の意味が、最初はよく理解出来なかった。しかし徐じよ々じよに、それがどういうことなのかが、意識に染しみこんでくる。ぞくりと悪お寒かんが走る。

「それは……」

「気味悪い？　倫りん理りにもとる？　でもね、失ったことのない人間が、失った者の必死の思いなんてわからないわよ。彼らはどんな形にしろ、大切な者がこの世に残ることを望んだ。でもね」

　グレーテルは、わずかに背中の毛を逆立てる。

「そうやって残ったわたしは、やっぱりいびつな命なの。普通ではわからない、死にかかわる様々なことがわかってしまう。そのせいで小さな頃から、いろんなものが見えたし、理解した。五歳で今のあなたよりも、立派に思考していたわよ。そしてわたしは、イザークが好き。きっと兄だからかもしれない。けれどわたしの体は彼の妹ではないから、彼への好きの思いは、恋こい心ごころになってしまったのよ。でもイザークは、わたしの魂が妹だと知ってる。妹だとしか思わない。体は他人だけれど、彼は絶対に、わたしを恋の相手にしない……え……。なに？」

　そこで黒猫は驚おどろいたように、目を瞬く。

「なに？　なんであなたは、泣いてるの？」

「……え？」

　フレデリカは己おのれの頰ほおに触ふれた。涙なみだが流れていた。グレーテルの告白を聞いていると、辛つらくて苦しくて、どうしようもなかった。哀かなしくて、哀しくて。無意識に涙があふれていた。

「なんで……なんで、泣いてるのよ」

　フレデリカはゆっくりと首を振ふった。

「あなたが……いい朝がほしいって言った意味が、……わかった……」

　グレーテルは自分のいびつな命に苦しみ、その苦しみを生んだものを憎にくんだ。

　イザークにそんな真似まねをさせた事故を引き起こし、なおかつ彼に憎ぞう悪おを植えつけるほどの対応しかしなかった貴族の存在が許せなかったのだ。

　いびつな命に苦く悩のうするグレーテルには、グレーテルであり続ける限り、いい朝は永久に来ない。いびつな命で生き続ける彼女に、そんな安あん堵ど感かんは望めない。聡さとい彼女にはきっとそれはわかっているだろう。フレデリカにすら、予想できるのだから。

　ただそれを知っていながらも、自分をいびつな命にした世界を変えれば、すこしは安堵するのではないか。そんな微かすかな希望にすがる必死さが、いい朝という言葉になったのだ、きっと。

（グレーテルは、イザークに会いたくてたまらない。でも会えば、会えないよりも、もっと苦しい）

　ひどい事だと思う。なぜこんなことになってしまったのか、それが哀しい。

　事故さえなければ。イザークの妹さえ、死ななければ。カルステンス侯こう爵しやくの馬車さえ、なければ。そう思ってしまう。もし国の形が今と違ちがっていたとしても、イザークの妹は何かの事故や病で死んだ可能性もある。けれど起きなかった可能性もある。

　もし。

　グレーテルがいい朝を望むのは、大義名分じゃない。啓けい蒙もう思想でもない。あのときの、「もし」を、未来に実現させたいからだ。

　もし変わっていれば、起こらない悲劇がきっとある。

（わたしは、そのためにグレーテルから王になれと言われたんだ）

　過去は変えられないのだから、未来の「もし」を実現させるために、国を違う形にしろと彼女は言っているのだ。今の世界を変えることは、グレーテルにとってはただの慰なぐさめなのだ。けれどその慰めを、必死に求めてしまうほど自分の命が息苦しいのだ。

「ごめんなさい、グレーテル。なにも、わかっていなくて。……ごめんなさい」

　フレデリカは廊ろう下か側に通じる扉とびらの鍵かぎを開け、扉を開いた。

　きょとんとした黒猫に、フレデリカは微笑ほほえむ。

「わたしは、王様になるように力をつくす。友だちが、そう望んでくれているから」

「あなたは、わたしの友だちじゃない」

「あなたにとっては、そうね。でもわたしにとっては、あなたは友だちなの。だから友だちを閉じこめて、会いたくない人に会わせるのは、ひどいことだもの。ごめんなさい。行って」

　黒猫は、項うな垂だれた。途と方ほうに暮れたようにも見えた。

「あなたは、友だちじゃない」

　苦しげに言うと、黒猫はフレデリカの足元を駆かけ抜ぬけた。

　暗い廊下の奥へと姿を消す黒猫を見送り、フレデリカは呟つぶやく。

「王様になるわ、わたし。グレーテル」

　その場から動けなかった。

　黒猫の姿が消えた暗くら闇やみを見つめて立ちつくしていると、涙が出た。

　見つめる暗闇の向こうに、ぽつりと灯あかりが揺ゆれた。ランタンの灯りらしく、それはブーツが床ゆかを踏ふむ足音と共に、ゆらゆら揺れながら近づく。

　数メートルの距きよ離りになって、それがランタンを掲かかげたイザークだとわかった。

「おい、なにしてる？　ジャガイモは？」

「あ、はい。ごめんなさい。すこし休んでいて……。イザークこそ、もう台所に帰ってこないかと思っていました」

「よく考えたら、おまえにあの量のジャガイモを託たくしたら、朝までかかると気がついた。量を減らしてやるから……」

　そこでイザークは、眉まゆ根ねを寄せた。

「泣いていたのか？　目が赤いぞ」

「いいえ。これは、ジャガイモが目に染みて」

「目に染みるのはタマネギだ。ジャガイモで泣いた奴やつは見たことない」

「そうでしたっけっ!?」

　しまったと思ったが、後の祭りだ。イザークはランタンを掲げてじっとフレデリカを見つめると、肩かたを押し、扉へ押しつけた。

「おい。なにか隠かくしてやがるな？　なんだ？」

「なにも、なにも隠してません」

「噓うそつけ。目が泳ぎまくってる。言えよ。言わなきゃ、体に訊きくぞ。俺は取り調べが仕事だったんだ。やり方は色々しってる」

「体にって？　拷ごう問もん!?」

「もっと別のいい方法もある。ほら、吐け。隠し事をすると、どんな目にあうかわからねぇぞ」

「隠し事はあります！」

「素す直なおだな。で、どんな？」

「それは言えません！」

「威い張ばって拒きよ否ひするな。なんかするぞ」

「イザークに意地悪されても言えません！　友だちの大切なものにかかわることだから！」

　グレーテルの思いは、彼女が最も大切にしている、そしてもしかしたら唯ゆい一いつ大切にしているものなのかもしれない。だからけして、イザークには言えなかった。

　決然と告げ、そして絶対に口を開くものかとむっと唇くちびるをひき結ぶ。

　そのフレデリカを見おろし、イザークはくくっと笑った。

「幼児から、急に反はん抗こう期の小こ娘むすめになったみたいだな。まあ、いいさ。おまえを信じているから、おまえが言う必要ないことだというなら、そうなんだろう」

　肩を扉に押しつけていた手を放す。

　その言葉に、フレデリカは鼻の奥がつんとした。信しん頼らいが嬉うれしかった。

（ずっと、側そばにいて欲しい）

　我が儘ままにそう思ってしまう。駄だ目めだろうかと、訊いてみたい。ちょっと前の自分ならば怖こわくて到とう底てい訊けなかったが、今なら訊けそうだった。たくさんの危あやうさを乗り越こえた今、すこしだけ勇気をもてる。

　これから王になるためには、きっとイザークの力が必要だ。

「わたし、あなたに隠し事をしましたけれど。わたしも信頼しています、あなたを」

　カルステンス侯爵の紋もん章しようを使う、得体のしれない一団が存在する。彼らは国王と王女の暗殺を企くわだて、さらには彼らの存在を公おおやけにしたミュラー公こう爵しやくをも襲しゆう撃げきした。宮きゆう殿でんの中ちゆう枢すうにいる何者かが不気味に蠢うごめいているが、その目的がわからない。それが怖い。

　けれどフレデリカは、王になろうと決意した。良き王になれるかどうかは、わからない。だが少なくとも二人、フレデリカの守護者となってくれる人が出現した。

　グレーテルが望むように、フレデリカはなれるだろうか。

　考えてみれば、フレデリカの望みもまた、それしかないのだ。

　天使宮で、自分に背負わされた義務をまっとうすることだけに必死になっていたときには、自分のやりたいことなんて考えている暇ひまはなかった。せいぜい、そら豆人形をひっそり可愛かわいがりたいと思う程度だった。

　けれどこの災難に巻きこまれ、フレデリカは初めて、自分の望みというものを見つけた。

「信頼しています。だから……もしよければ、あなたにこれからもずっと、力を貸して欲しいんです。わたしは、自分の望みを見つけたので」

「どんな望みだ」

「女王になりたいんです。グレーテルに馬ば鹿かにされないような」

　友だちの望みが、今、フレデリカの望みともなっている。望まれることが嬉しいから、応こたえたい。単純な、だからこそ強い思いだ。

　肩をすくめ、イザークはふっと笑う。

「今いま更さらだな。王位継けい承しよう者しやの王女が、なに言ってんだ」

「でも今のわたしでは、無事に王になれるか怪あやしいです。だから……その。できれば……」

　言葉を重ねようとしたその唇に、イザークの冷たい人差し指がそっと触ふれた。

「お喋しやべりがへたくそだ。それ以上言わなくていい。おまえの望みも思いもわかる。だから力を貸す。俺は湖水の魔ま術じゆつ師しだ。建国の英雄に仕えた悪トイ魔フエルの末まつ裔えいだから、巡めぐり合わせってもんがあるんだろう。俺はおまえに力を貸そうと思っているらしい。どうやら、けっこう前からな」

　ランタンの灯りが揺れ、扉に映る二人の影かげも大きく揺れる。

「俺を従える王になれよ、フレデリカ」

　呪じゆ文もんのように、彼は囁ささやく。

　フレデリカは厳おごそかに頷うなずく。薄うす暗ぐらい夜の台所で、フレデリカは心に誓ちかう。こんな場所に立っている災難まみれの自分だからこそ、なれる王があるはずだ。この場所にいる情けない自分だから、グレーテルはフレデリカに望んでくれることがあるのだ。

　そう信じよう。

「はい。なります。あなたの王に」










　───王になる。

　それがフレデリカが初めて心に抱いだいた望みだった。

　そしてそれは同時に、彼女の唯一の友だちの望みだった。
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　皆みな様さまこんにちは。三み川かわみりです。

　前回のラストで残念なことになった王女様は、今回も災難続きの仕様になっています。

　この物語は最初のコンセプトが『馬ば鹿か馬ば鹿かしくて楽しい話を真面目まじめに書く』だったせいもあり、わたしの妄もう想そうが、ちょいちょいあらぬ方向に広がるようです。今回は、「ユリウスが飼っている、陽気で人間大好きな大はしゃぎ犬が〇〇〇〇に憑ひよう依いして、大混乱というエピソードはどうでしょう！　犬の名前はドンナークローネ号で！」と担当様に相談したところ、「犬にとり憑つかれる〇〇〇〇なんか、見たくありません」と、悲痛かつ尤もつともな一言を頂きました……。

　担当様を苦く悩のうさせてしまうのは申し訳ないばかりですが、考えるのも書くのも、楽しい物語なのは間ま違ちがいありません。

　担当様。いつもいつも、お手数をおかけしています。頼たよりっぱなしで申し訳ないと思いつつ、やっぱり頼りにしてしまいますが、これからもよろしくお願いいたします。イラストを担当してくださる、あき様。前回に引き続き今回もありがとうございます。前回のイザークとフレデリカのどきどきシーンには、近年まれなほどにトキメいてしまいました。最後になりますが、読者の皆様。この本を手にとって頂き、本当にありがとうございます。今回もヒロインは災難大盛り、苦労性ヒーローは苦労が三割増しですが、ひととき、楽しんでもらえれば嬉うれしいです。
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※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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